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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ノースロップ王国の王女ルチアは、蝶ちようよ花よと育てられ、この世に自分の思い通りにならないことはないと思っていた。




　七歳さいになったばかりのルチアは、初めて夜会へ参加することを許される。

　初雪を思わせる淡あわい菫すみれが溶とけ込こむ銀色の髪かみに、らんらんと輝かがやく大きなエメラルドの瞳ひとみ。きめ細やかな肌はだはミルクのように白く、反対にぷっくりとした唇くちびるは鮮あざやかな木イチゴ色だ。子どもらしく無む邪じや気きに笑うルチアは、愛らしいの一言に尽つきる。

　一流のデザイナーが作り上げた桃もも色いろのレースをふんだんにあしらったドレスに、最高級の宝ほう飾しよく品ひん、少し背せ伸のびして結ゆい上あげた豪ごう奢しやな髪かみ型がた。彼かの女じよを飾かざり立たてるすべてが輝いている。

「わたし、ダンスが見たいわ。一いつ緒しよに行きましょう？」

　ルチアはダンスホールを見ながら、隣となりに立つ自分より数歳年上の少年の袖そでを軽く引いた。

　彼かれはルチアが生まれたのと同時に婚こん約やく者しやとして宛あてがわれた隣りん国ごくの王子だが、今日初めて会った。

　緊きん張ちようからか、王子は俯うつむきがちでルチアの目を見てくれない。今だってルチアを無視して、床ゆかに縫ぬい付つけられたように動かないのだ。

　ぷうっとリスのように頰ほおを膨ふくらませながら、ルチアは再び彼の袖を引く。

「ねえ！　一緒に楽しみましょうよ」

　豪ごう華か絢けん爛らんの内装、贅ぜいをこらしたおいしい食事に、優ゆう雅がな演奏の中で紳しん士しと淑しゆく女じよが織りなす、万まん華げ鏡きようのような色鮮やかに変化するダンス。この夜会を通してノースロップ王国の素す晴ばらしさを見れば、王子もルチアの目を見て笑ってくれるに違ちがいない。そんな期待を込めた誘さそいだった。

　そしてルチアの願った通り王子は顔を上げたが、その瞳は望んでいない侮ぶ蔑べつの色が滲にじみ出でている。

「放せ！」

「……えっ？」

　乱暴に手を振ふり解ほどかれ、ルチアは呆ぼう然ぜんとした顔で王子を見上げた。

「もう我が慢まんならんぞ！　ルチア王女との婚約は現時点をもって破は棄きさせていただく……！」

「……こんやく……はき……？」

　次いで告げられた言葉を、ルチアは少し遅おくれて理解した。

　演奏も人々の話し声も、すべてが消え去り、ピンッと張はり詰つめた空気が漂ただよう。

　夜会に参加する誰だれもがルチアたちに注目していた。

「外交問題にしてもらって構わん。沈しずむ船に乗るほど、我わが国くには落ちぶれてなどいない！　腐くさった国だと聞いていたが、これほどとはな。来てみてよくわかった」

　怒いかりに目を血走らせて、彼は憤いきどおりをルチアにぶつける。

　誰かに怒ど鳴なられるなんて初めての経験で、ルチアはびくりと肩かたを震ふるわせる。そして何よりも恐おそろしかったのは、さっきまで微笑ほほえんでいた大人たちが酷ひどく歪ゆがんだ顔で見てくることだ。

「わ、わたしだって……愛するノースロップの悪口を言うあなたの手は取れないわ。こっちから願い下げよ……！」

　ドレスに隠かくされた足は震えたが、必死に背筋を伸のばした。恐きよう怖ふで潤うるむ瞳は怒りで誤ご魔ま化かし、ルチアは決して逃にげ出ださない。

　公衆の面前で、汚きたない泣き顔なんて見せたくない。甘あまやかされてきた王女のせめてもの矜きよう持じだった。

「馬鹿な女だ。同じ王族であることが腹立たしいほどにな。では、失礼する。私とはなんの関わりもない王女殿どの」

「ふんっ」

　去って行く王子を見ながら、ルチアは強気に鼻を鳴らした。

　震える足に力を入れて凜りんとした態度を貫つらぬくルチアに王おう妃ひが近づく。

　彼女は元々この国の公こう爵しやく令れい嬢じようで、第二側室として王家へ嫁とついできた。その後、王妃だったルチアの母と第一側室が相次いで亡なくなり、繰くり上あがる形で王妃となったのだ。

「……王妃様」

　血の繫つながりはないが、王妃はルチアをよく気にかけてくれた。母のように思って欲ほしいと言ってくれたほどだ。

　涙なみだを眦まなじりに溜ためながら、王妃の元へ駆かけ寄よる。優やさしい王妃ならば、よく泣かなかったと褒ほめてくれるに違いない。

　──当然のように思っていた親愛は、容易たやすく砕くだかれた。

　婚約破棄の一部始終を見ていた王妃は、大きく手を振りかぶるとルチアの頰を強く叩たたく。

「お前はなんてことをしてくれたのです！　この役立たず！」

　怒ど声せいがダンスホールに響ひびき渡わたる。

　ルチアは打たれた痛みに呻うめくことも忘れ、豹ひよう変へんした王妃へ呆ほうけた視線を向けた。

「役に立つからと思って今まで世話をしてやったのに、政略の駒こまにもなれないとは！　この能なしが！　やはり、わたくしのエルバートだけが優ゆう秀しゆうな王族だわ」

　凍こおるような瞳で王妃はルチアを罵ののしった。

　そして、ルチアに背を向けると、そのままダンスホールから出て行ってしまう。

（……王妃様は、わたしを……愛していないの……？）

　思えば、母のように思って欲しいと言われても、王妃に抱だきしめられたことは一度もない。会えるのは、月に一度の決められたお茶会だけ。それは病気がちな父王に代わり、王妃が政務を取り仕切り忙いそがしくしているからだと思っていた。

　ドレスも宝飾品も甘い砂糖菓子も、望む物はなんでも王妃は与あたえてくれる。だから絶対に王妃は自分のことを愛しているし、大切な家族だと思っていた。

　……しかし、現実は違った。ルチアがそう思い込んでいただけだったのだ。

　冷えた空気の中、演奏が再び始まり、貴族たちは悦えつを凝こらした享きよう楽らくへ溺おぼれる。

　公衆の面前で婚約を破棄された小さな王女へ向けられる視線は、酷く不ぶ躾しつけで残ざん酷こくだった。

　誰もルチアを案じてなどいない。嘲あざけるのにちょうどいい話の種たねぐらいにしか思っていないだろう。

（怖こわい、怖いわ……！）

　この日、初めてルチアは社交界の──人間の恐ろしさを思い知らされる。自分は人々から愛されていないことも、世界は思い通りにならないことも身をもって実感させられた。

　甘やかされてきた彼女の初めての挫ざ折せつは、心に大きな傷きず跡あとを残した。

　泣きたいのを必死に堪こらえ、衆目の中を歩き出す。すると、晒さらし者ものにされたルチアに、近づく者がいた。

　彼はルチアよりも十歳上の少年だが、腰こしまである長い銀ぎん髪ぱつと中性的な容姿から少女にも見える。神秘的な紫むらさきの瞳は困こん惑わくしていた。彼の名はエリオット・ホワイトリー。ルチアに初めてつけられた従者だった。

「ルチア様……」

「わたしは怒おこっているのよ、エリオット！　ついてこないで！」

　どうして助けてくれなかったのかという理り不ふ尽じんな感情がこもった八つ当たりだった。

　しかしエリオットは嫌いやな顔一つせずに微笑む。彼もまた愚おろかな王女だと、内心であざ笑っているに違いない。

（……もう誰も信じたくないわ）

　子どもらしく喚わめき散らしたい衝しよう動どうをなけなしの矜持で押おさえ込こむと、ルチアは震える声で呟つぶやいた。

「……一人にして」

「かしこまりました」

　エリオットは恭うやうやしく一礼すると、あっさりとルチアから離れていく。

　その背に向かって無意識に伸ばした手を、ルチアはぐっと胸に抱き込んだ。







　ルチアは一人になると、庭園へと出た。

　宮きゆう廷てい庭師に整えられた庭園は美しく、花はまだ蕾つぼみながら外灯に照らされて神秘的な美しさを湛たたえている。

　しかしルチアはそれらに目もくれず奥おくへ奥へと進んでいき、小さな薔ば薇らのアーチの下で蹲うずくまった。

「うぐっ……う、ぁ、うぁぁああん」

　我慢していた反動か、ルチアは堰せきを切ったように泣き出す。

　嗚お咽えつを漏もらし、鼻水を垂らし、化け粧しようが崩くずれて顔はぐしゃぐしゃだ。

（役立たずの王女には、相応ふさわしい姿なのかもしれないわね……）

　どれくらい泣いていただろうか。

　夜会が終わる鐘かねの音ねが鳴った頃ころ、ルチアの目の前に麻あさ布ぬののハンカチが差し出された。

「こちらにいらっしゃったのですか、姫ひめ。あまり物が良くはありませんが、これでよかったらお使いください」

「あなた……誰？」

　突とつ然ぜんルチアにハンカチを差し出してきたのは、兄たちより少し年上の少年だった。

　癖くせのないしっとりとした淡い金きん髪ぱつは短く切りそろえられ、海のように深い瑠る璃り色の瞳は理知的だ。長い手足に、ほどよくついた筋肉。金細工の輝く華か美びな白い礼服をさらりと着こなし、彼は慈じ愛あいに満ちた眩まばゆい笑えみをルチアへ向ける。

（お、おおお王子様だわ……！）

　今日の招待客の中には、ルチアの元婚約者しか王子の身分を持つ者はいない。だが、目の前にいる少年は、ルチアの思おもい描えがく王子様像そのものだった。

　狼狽うろたえるルチアを見て訝いぶかしんだ少年だったが、何か思い当たったのか跪ひざまずいて見上げる。

「名乗りもせず、失礼しました。私はユリウスと申します」

「…………」

　ユリウスは、黙だまりこくるルチアの目元をハンカチで拭ぬぐうと、優しく頰を撫なでた。

「皆みなの前で泣かなかったのは偉えらかったですね」

「ぶ、無礼者……！」

　ルチアは動どう揺ようし、上ずった声で叫さけぶ。

　王女ではなく、幼おさな子ごのように扱あつかわれたことに羞しゆう恥ちを覚えた。

（……なんて失礼な人！）

　人から温ぬくもりを与えられることに慣れていないルチアは、不満げな顔をしながらもユリウスの手を振ふり払はらえない。

　王女として扱って欲しいのに、彼の優しさを離したくないと思ってしまう。

　ルチアは顔を真っ赤にしながら、ユリウスを見つめる。
















「姫、お腹なかがすいたのですか？　こちらで良ければどうぞ。菓子は甘ったるいだけで微び妙みようですが、このイチゴは中々のものです」

　そう言ってユリウスはルチアの口に、真っ赤なイチゴをそっとくっつけた。

　上流階級ではあり得ないその動作に驚おどろきながらも、ルチアは恐る恐る口を開けてイチゴを食べた。

「んっ、甘あま酸ずっぱくておいしいわ！」

　瑞みず々みずしいイチゴの酸味と甘さの比率は絶ぜつ妙みようで、ルチアは思わず顔を綻ほころばせた。

「それはよかった。まだありますので、遠えん慮りよなくどうぞ」

　ユリウスはイチゴを四つルチアの手の上にのせた。

（……無礼千万だけど、面おも白しろい人ね。気に入ったわ！）

　物もの珍めずらしさもあったが、落ち込んでいたルチアを元気づけてくれた気持ちが嬉うれしかった。

　ユリウスは見所がある。元婚約者の王子様や、噂うわさ話ばなしが大好きな貴族、王妃とは違い、ユリウスならばルチアを裏切ったりしないかもしれない────

　初対面だけれど、彼に近くにいてもらいたいと強く思った。

「あの……あのね。わたしの……」

　ルチアはもじもじと恥はずかしがるが、やがて意を決した瞳でユリウスを見上げた。

「わたしのものになりなさい、ユリウス！」

「……あなたのもの？」

　ユリウスは眉み間けんに皺しわを寄せて首を傾かしげた。

「ええそうよ。王族の傍そばにいられるなんて光栄でしょう？　これからはずっと、わたしにすべてを捧ささげ、わたしのために生きるのよ」

　どうしてもユリウスと離れたくないと思ったルチアは、王妃や異母兄あにのエルバート第二王子を真ま似ねて自信満々に言った。

「……とんだ見込み違いですね」

　ユリウスはそう呟くとすっと目を細める。

　先ほどまでの優しげな雰ふん囲い気きがかき消え、張り詰めた空気が漂う。

「姫は、どうして隣国の王子が婚約破棄を言い渡したのか理解できていますか？」

「そんなの知らないわ！　折角、ノースロップの素晴らしい夜会に参加することができたのに、酷いことばかり言ったのよ。そんなの理解できないし、したくないわ」

　ルチアの言葉を聞くと、ユリウスは達観した視線を向ける。

「私はあなたほど無知で我わが儘ままな、身みの程ほど知しらずの馬ば鹿か姫を知りません」

「──誰が馬鹿姫ですって!?」

「あなた以外に誰がいるんです？」

　ユリウスは笑みを浮うかべるが、そこに先ほどまでの慈いつくしみはなく、静かな怒りが見て取れた。

「先のことはおろか、目の前のことも見えない馬鹿姫に仕えるなんて、私は御ご免めん被こうむります。何より……好き好んで沈みかけの泥どろ船ぶねに乗るほど、耄もう碌ろくしておりませんので」

「なんですって！　わたくしにそんなことを言って、ただで済むと……ただで、済む、と……」

　ルチアは最後まで言い切ろうとするが、言葉が出てこない。

　国王である父とは生まれてこのかたまともに会話したことがなく、母親はもういない。王妃の愛は偽いつわりだった。ルチアがいくらユリウスの不満をぶちまけようとも、相手にしてくれる人などいない。

　……自分にはそれだけの権力も価値もなかったのだ。

「私を見返したいのなら学びなさい。どんな些さ細さいなことでもいい。知識は必ず自分を守る鎧よろいとなってくれます。もしも、少し先の未来を見通し、自分の足で立ち上がれる王族になれたら……その時は馬鹿姫を撤てつ回かいしてあげましょう」

　ユリウスはそう言い放つと、足早に薔薇園から去って行く。

　残されたルチアは羞恥と悔くやしさに顔を歪める。

「……絶対に許さないんだから……！　わたしを馬鹿にしたことを後こう悔かいさせてやるわ」

　怨おん念ねんを込めた声でそう呟くと、ルチアはユリウスからもらったイチゴを握にぎりつぶした。

　ブチュッという嫌な音と共に、指の間から真っ赤な果か汁じゆうがこぼれ落ちる。それはまるで、傷ついたルチアの心を表しているかのようだった。

「無知で我が儘な、身の程知らずの馬鹿姫ですって……？　だったら、博識で謙けん虚きよな、身の程を弁わきまえた聡そう明めいな姫だって言わせてやるわよ！」

　ドレスがイチゴの果汁で汚よごれるのも構わず、何か吹ふっ切きれたように王女とは思えない獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

　すると突然、背後からぽんっと肩を叩かれた。

「……ルチア様。いったい、何をしていらっしゃるの……？」

　振り返ると紺こん色いろの緩ゆるく波打つ髪が目に入る。そこにいたのは、ルチアの遊び相手兼けん侍じ女じよ見習いになったばかりの少女──メルヴィナ・ミドルトンだった。

　彼女はルチアよりも二歳年上で、顔立ちは整っており、少女でありながら色気を感じさせる美人だ。常に俯いていて粛しゆく々しゆくと仕事をこなす印象が強い。だが今のメルヴィナはしっかりと顔を上げ、橙だいだい色いろの瞳は底知れぬ怒ど気きを感じさせた。

「メ、メルヴィナ？　どうしたの？」

　怒りの視線は、潰つぶれたイチゴへと向けられている。

　何な故ぜかガクガクと膝ひざが震え、涙が浮かんできた。寒くもないのに、ルチアの奥おく歯ばがガタガタと音を立てる。

「どうしたの、ではありませんわ。許されざる罪を犯おかしているというのに、自覚もありませんの……？」

「ひぃっ」

　ルチアは小さく悲鳴をあげると、走り出した。本能が『逃げろ』と言っている。しかし、体力のないルチアはすぐにメルヴィナに捕つかまった。

　メルヴィナは悪あく魔まのように恐ろしい形相をしていた。

「食べ物を粗そ末まつにしてはいけませんのよ！　お仕置きですわ！」

「ご、ごめんなさい！」

　必死に頭を下げるが、メルヴィナの怒りはなかなか収まらず、ルチアは結局朝まで説教を聞くことになる。

　腐ふ敗はいしたノースロップ王国の希望となり、再興の鐘を世界中に響き渡らせるルチア・ノースロップの少女時代は、なかなかに酷かった────
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　幼い日の夜会で矜きよう持じを叩たたき折られ、現実を知ったルチア・ノースロップ王女は十六歳さいに成長していた。

　夜会にはほとんど出席せず、他の王族たちと違ちがって地味な装よそおいの彼かの女じよは、貴族からの人気はあまりない。

　しかし、慈じ善ぜん活動に積極的で、よく孤こ児じ院いんの慰い問もんなどを行っているためか、貧しい王都の平民たちには大きな人気があった。そしてルチアは特異な容姿から、『雪ゆき姫ひめ』と呼ばれ親しまれている。

　貴族や肉親からは、今でも早々と婚こん約やく破は棄きされた役立たずの王女扱あつかいだが、ルチア自身はそのことに安心すらしていた。何な故ぜなら────

「……この国は腐くさっているわ。だから、夜会になど行かなくたって寂さびしくはないわ。汚い貴族や王族たちと同類だと思われたくないもの」

　ルチアは自室のソファーに深くもたれ、隣りん国ごくで発売された冒ぼう険けん小説を読みながら、投げやりな口調で呟つぶやいた。

　それを見て、ルチアの専属侍じ女じよとなったメルヴィナが、艶つやのある溜ため息いきを吐つく。

「今いま更さら、どうしたのです？　そんなことは、もう随ずい分ぶんと前に──婚約破棄された時に思い知ったでしょう」

「そうだけど……なんとなくよ。わたしの元婚約者の言ったことは、間ま違ちがいじゃなかった。ノースロップ王国と親交を深めるなんて、わたしが彼かれでも嫌いやだわ。婚約破棄は英断ね」

　ノースロップ王国は汚お職しよくや賄わい賂ろが横行して政治が安定せず、民たみは苦しみ国は荒あれている。外交でも図ずう々ずうしく自分の要求を突つきつけるだけ。自分勝手な振ふる舞まいから、友好国から次々と見放されている。だから、ルチアも最悪のかたちで婚約破棄をされてしまった。

　そんな国と新たに婚姻関係を結びたいという、物好きな国はないだろう。

「もしかして、王宮内で流れている噂うわさを気にしていますの？」

「ああ、わたしが結けつ婚こんするという話ね。政略結婚の駒こまに使うというのなら、少しはわたしの身を気き遣づかって欲ほしいものだわ」

　部屋を見み渡わたすが、だだっ広い王女の部屋にいる侍女はメルヴィナだけ。護衛は部屋の中はおろか、扉とびらの外にもいない。

　国庫はルチア以外の王族たちによって食い荒らされ、満足な給料すら支し払はらえない。そのため騎き士しや侍女たちはルチア以外の王族たちに侍はべり、おこぼれをもらう。

　王おう妃ひに疎うとまれ、権力から一番遠い王女に好き好んで仕えようとするのは、ルチアのただ一人の親友であるメルヴィナだけだ。

「ルチア様を消しても利益は得られませんし、暗殺者の類たぐいから狙ねらわれないのは助かりますわね。まあ、不ふ埒らち者ものがいつ現れるともしれませんので、騎士の一人か二人はつけて欲しいところですが」

「無理よ。騎士道精神なんて持っている人間がこの王宮にいるとは思えないわ。……忠臣はみんな死んでしまったもの」

「そうですわね。裏切り者のエリオットが王国騎士団の副騎士団長になるぐらいですもの」

　ルチアが生まれる少し前、病やまいに罹かかった国王は少しずつ政治に興味を示さなくなったらしい。そしてルチアの母が産後の肥ひ立だちが悪く死んでからは、政務を側室出身の現王妃に委ねるようになり、権力に浮うかれた彼女は欲望のまま国を壊こわし始めた。

　国王の側近たちに謂いわれのない罪を押おしつけて粛しゆく清せい。代わりに自分の身内や贔ひい屓きにしている貴族たちを重役に抜ばつ擢てきする。そして、みるみるうちに王宮内は腐ふ敗はいしていったという。

　王妃を倒たおすべく立ち上がった勇ゆう猛もうな忠臣たちは、権力におもねる貴族たちによって潰つぶされていった。そして王妃は、欲と血で作られた盤ばん石じやくな地位を確保するに至ったのだ。

「ねえ、メルヴィナ。この間、議会で可決された法案を聞いたかしら？　また、地方貴族たちの税金増収が許可されたのよ。ますます国民の生活は苦しくなるわ」

「財政が潤うるおうのは一いつ瞬しゆんでしょうに。平民は雑草のように生命力が強い訳ではないのですよ。目先の欲に囚とらわれて、先を見通せていないのですわ」

「……まあ、重税を許可した議会だけを責められないわ。凶きよう行こうを止められないわたしも同罪よね……──ああ、もうこんな時間」

　柱時計を見ると、ルチアは慌あわてて本を閉じた。

「王妃様からのお呼び出しでしたわね。お供しますわ」

「ありがとう、メルヴィナ」

　王妃から話があるなんて何年ぶりだろうか。

　ルチアは気の進まない足を無理矢理動かし、王妃の部屋へと向かった。
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　王妃の部屋は、ルチアの部屋の数倍広くて豪ごう奢しやだ。

　天てん井じようには名のある画家に描かかせた美しい精せい霊れいと空の宗教画があり、床ゆかには上質な毛で織られた真しん紅くの絨じゆう毯たんが敷しかれている。使用人もこの部屋の中だけで、二十人はいた。

　ギラギラとした美術品や家具に落ち着かないルチアだったが、王女らしくふんわりと柔やわらかな笑えみを浮かべる。重要な話らしく、メルヴィナは部屋の外で待つよう命じられた。

「お呼びでしょうか、王妃様」

　王妃は、目の前にいるルチアに視線を向けることなく、贔屓の商人が売り込みにきた大おお振ぶりな宝石を光に透すかして見ていた。

「ルチア、今日から新しい教師をつけます。この国のために、しっかりと励はげむように」

「はい、王妃様。ところで、新しい教師の方はわたしに何を教えてくださるのですか？　礼れい儀ぎ作法やダンス、語学など、王女としての嗜たしなみはすでに身につけていますが……」

　ルチアが困こん惑わく気ぎ味みに言うと、王妃はその綺き麗れいな顔を醜みにくく歪ゆがめて笑う。

「王妃教育よ。東の国にある老ろう齢れいの王が、再さい婚こんをしたいそうなの。新たな妃きさきの実家や国には、たんまりと支し度たく金きんをくださるそうよ。そこで、お前を売り込むことにしたわ。急いで王妃として使い物になるようになりなさい」

　ルチアの意思など確認する気もない王妃に呆あきれながらも、できるだけ多くの情報を得るために問いかける。

「わたしの伴はん侶りよとなるかもしれない王は、どんな方なのでしょう？」

「愛人や庶しよ子しはたくさんいるけれど、大らかで気前のよい方だそうよ。東の国は鉱物資源が豊富で、珍めずらしい宝石も多く採れるわ。王はかなり好色らしいし、役立たずの王女でも、若ければもらってくれるわ」

　……どう考えても、幸せになれる結婚ではない。珍しい宝石を手に入れるために、王女を叩き売るつもりなのだろうか。

　ルチアの強こわばる顔に何を見たのか、王妃は氷のように冷たい手でルチアの頰ほおをなぞる。

「不安にならなくても大だい丈じよう夫ぶ。だって……結婚は天国だもの」

　ゾッとするような言葉を耳元で囁ささやかれ、ルチアは平静を保つのに必死だった。

「あの……教師はどんな方なのですか？」

「そうね、紹しよう介かいしましょう。入りなさい、レンフィールド男だん爵しやく」

　王妃が手を叩くと、部屋の扉が開く。

　入室してきたのは年老いた男性ではなく、教師としては若すぎる淡あわい金きん髪ぱつの青年だった。

　彼は端たん正せいな顔立ちをしていて、涼すずやかな目元が印象的だ。髪かみは短く切りそろえられ、精せい悍かんさが感じられる。背もスラリと高く、引ひき締しまった身体をしていてまるで物語の王子様のようだ。

　そして何より、王族を前にしても怯ひるまず、凜りん然ぜんとした彼にルチアは見み惚とれてしまう。だがそれと同時に、ルチアは彼とどこかで会ったことがあるような気がした。

「……あ、あなたがわたしの新しい教師ですか？」

　慌てて意識を切きり替かえたルチアは、口元を扇せん子すで隠かくして問いかける。

　すると彼は小さく笑った。

「ユリウス・レンフィールドと申します。先日、男爵位を賜たまわったばかりの若じやく輩はい者ものですが、よろしくお願いいたします、ルチア姫」

「……ユリウス？　あなた、ユリウスなのですね？　あの夜会でハンカチを貸してくれた……」

　ルチアは目をぱちくりとさせた。

「薔ば薇ら園えんで会ったユリウスならば、私です」

「雪の精霊様の導きかしら。また会えて嬉うれしいわ、ユリウス」

　ルチアとユリウスは、お互たがいに穏おだやかな笑みを浮かべながら握あく手しゆを交かわす。

（まさか、ここで再会できるなんて思わなかったわ。この運命に感謝しなくては。……あの日、わたしを虚こ仮けにしたことを後こう悔かいさせてやるわ。お高くとまった鼻っ柱をへし折って、這はいつくばらせて『ごめんなさい、ルチア様』と言わせてやるんだから……！）

　復ふく讐しゆう心しんを静かに燃え上がらせていると、王妃が少しだけ驚おどろいた顔をした。

「知り合いだったの？」

「昔、夜会で少し話しただけですわ、王妃様」

　忘れもしない。ユリウスと交わした短い会話は、自分の在り方を変えることになった。それなのに彼は、ルチアを馬ば鹿か姫と罵ののしっておきながら、平然と笑みを浮かべた。

　ルチアにとっては特別でも、ユリウスにとっては些さ細さいな出来事だったのだろう。おそらく、会話のほとんどを忘れているのだ。そんな彼が恨うらめしい。

「そう。顔見知りなら、上う手まくやれるでしょう。王妃教育は複数の教師をつけるわ。レンフィールド男爵は教師たちのまとめ役をしてちょうだい」

「かしこまりました」

　ユリウスは恭うやうやしく王妃へ礼をとった。

「ユリウスはわたしにどの教科を教えてくださるの？」

「私が姫に教えるのは座学が中心ですね。政治学や語学などになります」

「それは楽しみだわ。どうぞ、よろしくお願いします。わたしを立派な王妃にしてくださいませ」

　ルチアはドレスの端はしを摘つまんで淑しゆく女じよの礼をとった。

　従順なその姿を見て、王妃は口角を上げる。

「レンフィールド男爵は留学経験もあるから、各国の文化や情勢にも造ぞう詣けいが深いそうよ。商売も成功しているし、いい刺し激げきになるはずだわ。立派な王妃となって、わたくしのノースロップ王国へ援えん助じよをし続けることが、役立たずなあなたのせめてもの親孝行ですからね。しっかりやりなさい」

「はい。勉強を頑がん張ばりますね、王妃様。それでは失礼いたします」

　ルチアはそう言うと、早くここから逃にげ出だしたくて、くるりと王妃に背を向けた。すると、いきなり骨が軋きしむほど強く両りよう肩かたを摑つかまれた。

　驚きで身体を硬こう直ちよくさせていると、王妃が優やさしく──しかし、酷ひどく冷れい淡たんな声こわ音ねでルチアの耳元で囁く。

「レンフィールド男爵は汚けがらわしい新興貴族だけれど、わたくしのために取り入ってちょうだいね。彼の商才は使えるわ」

「…………」

　すっと肩の圧力が消える。

　ルチアは十秒ほど経たってから、恐おそる恐おそる後ろを振り向く。

　王妃はすでにルチアのことなど眼中になく、先ほどと同じように宝石を太陽に透すかして欲を満たしている。

　そしてユリウスは、憂うれいを帯びた瞳ひとみで窓の外を見ていた。
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「ふっざけんなぁぁあああ！」

　ルチアは自室に戻もどるとベッドに飛び乗って、羽根が舞まうのもかまわず枕まくらを何度も殴なぐりつける。

　そんな様子を呆れた目で侍女のメルヴィナが見ていた。

「……掃そう除じするのは、わたくしなのですけど」

「ばっかじゃないの!?　王妃のくせに、自分の欲を満たすことしか考えられないなんて……国の現状を考えなさいよ！　珍しい宝石と多額の援助金を自分が使いたくて、王女を売り飛ばそうとするなんて、悪あく魔まの所業よ！」

「ルチア様、お口が過ぎますわ。お忍しのびの影えい響きようかしら？　息いき抜ぬきに王都で平民に紛まぎれて遊ぶのはいいですけれど、変な言葉を覚えてこないでくださいませ」

　メルヴィナはティーセットを持ってくると、テキパキとお茶を淹いれ始める。

　茶葉の爽さわやかな香かおりが部屋を満たす。

「今や王妃様が国内最大派は閥ばつを取り仕切り、政治を動かしていますからね。自分の欲のために王女を売り飛ばすのもまかり通ってしまう。世も末と言いますか、崖がけっぷちと言いますか」

　そう、メルヴィナの言う通りノースロップ王国は崖っぷちに立っていた。

　王は病弱で表に出ず、王妃は自分の息子であるエルバート第二王子を旗はた頭がしらにしながら、政治を取り仕切っている。彼女は自分の派閥ばかりを贔屓し、国庫を湯水のように使うとんでもない女だ。

　王妃派は古くから続く高位貴族が多く、広大な領地を所有している。その領地で彼らは重税を強しい、民は疲ひ弊へいしていった。

　かといって、対たい抗こう派閥がない訳ではない。

　側室腹のフレデリック第一王子を旗頭とした新興貴族派。商売で成功した平民が金で爵しやく位いを買って貴族になった者が多く、資金力は莫ばく大だいだ。それを生かして賄賂を渡して政治にまで深く食い込んでいる。王宮で汚職を率そつ先せんして行っている存在だ。

　そんな二大派閥がしのぎを削けずるノースロップ王国の未来が明るく輝かがやいているはずはない。

「もう！　まともな人間はどこにいるのよ！」

「最近は地方で革命の動きも活発になっているようですし、ある意味、今回の結婚話はルチア様にとってよかったのではありませんの？　国を出れば、革命が成功しても殺されることはありませんわ」

　平民の中に、腐った王おう侯こう貴族を打ち倒そうという革命思想が芽め吹ぶいていることは知っている。王女でなければ、ルチアも応おう援えんしているところだ。

「メルヴィナ。いくら年老いているからといって、崖っぷちの国の王女を娶めとりたいなんていう、物好きな王がいると思う？」

「……本当に、清すが々すがしいぐらいにルチア様はモテませんものね。その点、わたくしはモテすぎて困っていますわ。この間も、公こう爵しやく家けから結婚の打だ診しんがありましたの。顔と身分だけの男でしたのでお断りしましたけど」

　メルヴィナの実家のミドルトン子し爵しやく家けは歴史こそ浅いものの、ノースロップの食料庫と呼ばれるほど広大で豊かな農地を持つ。また、商業の分野でも成功しており、特定の派閥には組していないが、王妃も無視できない権力を持っていた。

　故ゆえに、各派閥からたくさんの縁えん談だんが持もち込こまれるのだ。……まともな持参金と親族を持たず、惨みじめな婚約破棄の経歴を持つ役立たずの王女と違って。

「……自じ慢まんなの？」

　ルチアは顔を枕に押しつけながら、恨めしそうな目でメルヴィナを見る。

「ええ、自慢ですわ。ルチア様が行き遅おくれて今以上に立場がなくなれば、わたくしが養ってさしあげます。もちろん、革命が成功した場合もわたくしと逃げましょう。お金はありますから、亡命は任せてくださいね」

「……その場合のわたしの扱いはどうなるの？」

「わたくしだけの侍女にして、ルチア様を可愛かわいがるに決まっているではありませんか。主従逆転なんて、背はい徳とくの香りが最高ですわ」

　メルヴィナは両りよう頰ほおに手を当てながら、妖よう艶えんな笑みを浮かべた。

　ルチアの全身にぶわっと悪お寒かんが奔はしる。

「行き遅れても、革命が成功しても、絶対にメルヴィナの手は借りないわ！」

「何故ですの？　全部、本心ですのに」

「だからよ！」

「まあまあ、子犬のように威い嚇かくなんてして。少しは落ち着いたらどうですの」

　メルヴィナはそう言うと、リンゴのいっぱい入った籠かごを持って来た。そして赤く熟うれた実を一つ手に取ると、慣れた動作で皮をむき始める。

　ルチアは窓まど際ぎわの椅い子すに座すわると、メルヴィナの淹れた紅茶を一口飲んだ。

「……こんなことになるなら、贅ぜい沢たく三ざん昧まいして短い人生を謳おう歌かした方がよかったのかしら」

「馬鹿なことを言っていないで、少しはシャンとしてくださいな。無む駄だになるかもしれない王妃教育とはいえ、新しいことを学べるのは嬉しいでしょう」

　メルヴィナは小さく切ったリンゴをフォークに刺さし、ルチアの口元へと持っていった。

　はしたないと思いながらも、ルチアは自や棄けになってリンゴに齧かじりつく。

「学べるのはもちろん嬉しいわ。……でも、教師はよりにもよってあの憎につくきユリウスよ！」

「はいはい。リンゴ、もっと食べます？」

「いただくわ！　甘あまくて、だけど程ほどよい酸味があって、とってもおいしいわね」

　ルチアはそう言うと、籠からリンゴを一つ手にとって転がす。

　メルヴィナは満まん更ざらでもなさそうな笑みを浮かべると、別のリンゴを手に取り、またむき始めた。

「ふふ、当たり前ですわ。このリンゴはミドルトン領で採れたものですもの。それで、ユリウス・レンフィールド男爵の何が嫌なんですの？」

「あの、人を見み透すかした瞳も、物もの腰ごしが柔らかいふりをして人を馬鹿にしているところとか……とにかく、全部が気にくわないの！　弱った王女の心にトドメを刺す鬼き畜ちくよ！」

「……なるほど、鬼畜ですか。そう思っていただけているのであればやりやすいですね。教えがいがありそうです」

　扉の方から、聞き慣れない若い男性の声がする。

　ルチアは冷ひや汗あせをかきながら、ゆっくりとそちらへ顔を向けた。

「ユ、ユリウスが何故ここにぃぃいい!?」

　驚いたルチアは、勢い余って手に持っていたリンゴを潰してしまう。

　グシャッという音と共にリンゴの甘い果か汁じゆうがドレスを汚よごすが、ルチアにそれを気にする余よ裕ゆうなんてない。

「ここは王女の部屋よ。ひ、非常識ね。ノックぐらいしたらどうかしら！」

「ノックはしましたよ」

　ユリウスは淡たん々たんとした口調で答えた。

　ルチアはムッとした顔で信しん頼らいできる侍女を見た。

「噓うそよ。ねえ、メルヴィナ？」

「いいえ。頭に血が上って注意散さん漫まんだったルチア様が気づかなかっただけで、彼はきちんとノックをしていましたわ」

「なんで教えてくれなかったの!?」
















「だって……墓ぼ穴けつを掘ほる愛らしいルチア様が見たかったんですもの……」

　信頼とは、いったいなんなのだろうか……。

「この裏切り者ぉ！」

「まあ、それはそれとして。ルチア様、その手に持っているのはなんですの？」

　メルヴィナは冷たい笑みを浮かべ、ルチアの手元を指さした。

「え？　これは────」

　ルチアは腕うでに伝う果汁と絞しぼり滓かすに成り果てたリンゴを見た瞬しゆん間かん、真っ青になる。

「　ル　チ　ア　様　？　早　く　答　え　て　く　だ　さ　い　ま　せ」

「ひぃっ、メルヴィナ……これは……ご、ごめんなさい！　わざとじゃなくて……」

　彼女は自分の領地の特産品である農作物を大切に思っていて、食べ物を粗そ末まつにする者を見ると、誰だれが相手だろうと怒おこり出す。

　それを身をもって知っているルチアは、ガタガタと震ふるえ始める。

「問答無用。お説教ですわ。そこに直りなさい！　いいですか。リンゴ一つ作るのに生産者がどれだけ苦労しているか、輸送や販はん売ばいにどれだけの手間がかかるのか、一からルチア様に叩き込んでさしあげますわ！」

　メルヴィナはルチアを絨毯の上に正座させて、こんこんと説教を始める。

　それを見て、ユリウスは小さく溜息を吐いた。

「……姫がお馬鹿なのは変わっていないようですね」

「あなたのせいよ。絶対に見返して、跪ひざまずかせて、わたしの靴くつを舐なめさせてやるわ！」

　そう全部、全部──ルチアがこうなってしまったのは、ユリウスのせいだ。

　現実から逃とう避ひするように、ユリウスを睨にらみつける。

「素す敵てきな捨すて台詞ぜりふですね。では、私は廊ろう下かで待っていますので、終わったら呼んでください」

「あなたが来たせいなのだから、一いつ緒しよにメルヴィナに怒られなさい！」

「謹つつしんで遠えん慮りよいたします」

「ま、待ちなさい」

　ユリウスはひらひらと手を振ると、部屋から出て行ってしまった。

　そして残されたルチアに、メルヴィナが怒ど気きを纏まとわせて微笑ほほえむのだった。







　ルチアは大人しくメルヴィナの説教を聞き終わった後ドレスを着き替がえて、廊下で待つユリウスを再び部屋へ招いた。

「それでユリウス。わたしに何か用かしら？」

　椅子に座ったルチアは、流りゆう麗れいに扇おうぎで口元を隠しながら上品に問いかける。

「先ほどあれだけの失態を演じながら、何もなかったかのように振る舞える心臓の強さ……感服いたします、姫」

「ずっと思っていたのだけど、あなた……わたしを馬鹿にしているでしょう？　それは嫌みよね。イ　ヤ　ミ　！」

「いいえ。逞たくましい姫に育ってくれて嬉しく思いますよ。ただ──」

　ユリウスはルチアを見定めるように、スッと目を細めた。

「私が認めて膝ひざを折るほどの王族かは、別の話ですが」

「……言ってくれるわね」

　ルチアは椅子から立ち上がると、閉じた扇をビシッとユリウスへと向けた。

「いいこと、ユリウス。あなたから、知識という知識を吸い上げてやるわ。わたしの出来の良さに恐れおののきなさい。そして、わたしの教師になれたことを誇ほこりに思わせてあげる。これは宣戦布告よ！」

「ええ、どうぞ私を三ヶ月以内に恐れおののかせてください。正直厳しいと思っていましたが、これだけやる気があるのなら大丈夫ですね。自じ称しよう出来のいい姫」

「え……ちょっと待って。三ヶ月以内って今言ったかしら？」

　自分の耳がおかしくなったのかと思い、ルチアはトントンと耳を叩いてみる。

「姫の耳は正常ですよ。三ヶ月以内に仕込めとの王妃殿でん下かからの命令です」

「……それって、王妃教育よね」

「ええ、王妃教育ですよ」




　そ　ん　な　の　無　理　に　決　ま　っ　て　い　る　で　し　ょ　！




　王妃教育はそんな短期間で身につけられるものではない。下地ができている高位の貴族令れい嬢じようや王女でも、最低二年はかかる内容だと聞く。

　始めは側室だったとはいえ、公爵令嬢だった王妃はそれを乗のり越こえて王家に嫁とついできたはずだ。その苦労を日々の贅沢三昧で忘れてしまったのだろうか。

　……忘れているのだろう。

　日ひ頃ごろからルチアのことを役立たずと罵っているくせに、そんな短期間で王妃教育をものにできると思っているなんて正気の沙さ汰たとは思えない。

「さ、三ヶ月だろうと、三日だろうと、三時間だろうともやってみせるわ！」

　今更、後には引けない。

　ルチアは内心の動どう揺ようを必死に隠しながら言った。

「これは頼たのもしい。今日は明日からの授業予定を説明しに来たのです。では、ざっくりとお伝えしますね」

　ユリウスは鞄かばんから大きな紙を一枚取り出して、ルチアに見えやすいように広げた。

　紙には三ヶ月分の予定がびっしりと書かれている。

「最初の一ヶ月は控ひかえめに、礼儀作法・ダンス・経営経済学・算術・語学・宗教学・地理・歴史学を叩き込み、二ヶ月目からは馬術、それに魔ま術じゆつ理論や武術も取り入れながら、より専門的な学問を──」

「ま、まだあるの!?　それに馬術や武術まで……王妃になるためなのに？」

　王妃とは、王を支える存在。政治に強く干かん渉しようすることを良しとされず、貴族夫人たちを纏まとめ上あげて情報収集を行い、他国との交流を取り持つ。そして王妃の最大の役目は後こう継けい者しやを作ること。

　ルチアは漠ばく然ぜんとそう思っていたが、外れてはいないはずだ。

　だがユリウスは、分かっていないとばかりに大おお袈げ裟さな溜息を吐く。

「当たり前でしょう。辺境の国に嫁げば、王妃であろうとも馬で移動しなければならないことが多々あります。武術に関しても、暗殺者や無法者に襲おそわれた時に最低限の対処ができなければなりませんから。……もしかして、怖おじ気けづいたのですか、姫？」

「そんな馬鹿なこと、ある訳ないじゃない！」

　反射的にルチアが答えると、ユリウスは悪魔のように恐ろしい笑みを浮かべる。指示棒を取り出すと、それで手を軽く叩いた。

「意欲的な生徒は好ましいですね。調教しがいのあ──いえ、立派な王妃になれますよ」

「今、物ぶつ騒そうな単語が聞こえたような気がしたのだけど!?」

「気のせいです。姫は随分と元気が有り余っているようですし、今日から王妃教育を始めましょうか。さあ、席に着いてください。……みっちり、頭が破は裂れつするぐらい知識を詰つめ込こんでさしあげます」

　ユリウスのペースに吞のまれるのが面おも白しろくないルチアは、人差し指で彼の整った顔を指すと高らかに宣言する。

「あなたになんて断固屈くつしないわ！　わたしの優ゆう秀しゆうさにひれ伏ふせばいいの。そして、いつかわたしの靴を犬のように舐めさせてやるわ……！」

「どこを歩いたかしれない靴を舐めるのは汚きたないので遠慮いたします。それよりも、こちらが参考書になります、姫」

　ドンッと机の上に堆うずたかく積まれた本の量に、ルチアはたじろぐ。

「す、少しはわたしを敬いなさいよ！」

「十分敬っていますよ。さあ、楽しい楽しい勉強の時間です」

　こうして、ユリウスによる地じ獄ごくの王妃教育が始まってしまった。
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　朝八時の鐘かねが鳴ると同時に、ユリウスはルチアの部屋を訪おとずれる。

　あくびをするルチアを無視して一日の予定を伝えると、早さつ速そく午前の座学が始まる。それが、ルチアの日常となっていた。

「では姫。ノースロップ王国の成り立ちについて、説明してください」

「四百年前、雪の精霊が人間の男と恋こいをして、このノースロップ王国は生まれたわ。その成り立ちから、精霊信しん仰こうが盛さかんね。もちろん、王家は雪の精霊の血族よ」

　今日の座学は、ノースロップ王国の歴史と地理、そして語学だ。

　ルチアは自信満々に答えると、ユリウスに試ためすような視線を向ける。

「わたしからも質問なのだけど、ノースロップ王国全体の地理について聞かせて」

「北側には氷海、中央には王都、西は穀倉地帯、東は山に囲まれています。鉱物資源は鉄や銅が中心。大きな川が流れているので、水源も豊かです。これらについて、姫はどう思いますか？」

「きちんと管理すれば、国民が飢うえることはなくなると思うわ。地域で特色が異なるから、税制度は一律にするよりも地域に合わせた方がいいわね」

　ルチアがそう言うと、ユリウスは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「五十点です」

「厳しすぎるわ！」

「税はあからさまな地域差を出さない方がよいでしょう。必ず不満が出ます。同じ税制度によって、すべての地方からなるべく均一に徴ちよう収しゆうできるかたちが理想です。しかし、そう簡単にはいきません。姫の意見を一部取り入れるのが現実的でしょう」

「ほら！　わたしの言っていることも正解じゃない」

「調子に乗らないでください。半分だけ正解です。王妃は間違えることを許されないのですから、本来ならば満点の解答でなくてはならないのです」

　ユリウスはピシャリと言い放つと、ルチアに剣けん吞のんな視線を向ける。

「次に姫。ノースロップ王国の政治体制はどうなっていますか？」

「王を頂点とした政治ね。ただし、元老院の議会で話し合い、その上で王が最終的な決定を下すわ」

　ノースロップ王国は王政だが、多様な意見を聞くことで、最適な決定を下すことができるのだ。しかし、それは適切に政治が行われている時に限る。

　王妃派と新興貴族派が好き勝手している今の議会では、最悪の決定しか認められないのが悩なやみどころだ。

「議会に参加するための条件はどうでしょう？」

「王とその成人した子女は無条件で参加することができるわ。その他は、爵位を持った貴族の当主と役職を持った貴族の文官のみ。平民は一いつ切さいの参加を認められていないわね」

「それについて、姫はどう思いますか？」

「人選が偏かたよっていると思うわ。広い意見が欲しいなら、平民も議会に参加すればいいのに」

「三十点。今の議会に平民が参加できたとしても、貴族たちにいいように利用されるだけです。それにまだ平民たちへの教育が不十分ですね。政策を正しく理解し、自分の意見を持つことができる者は一ひと握にぎりでしょう」

「ユリウスは厳しすぎると思うの」

　ルチアは唇くちびるを尖とがらせた。

「私は教師ですから。生徒に甘く接しても助長するだけです、特に姫は。……地理や歴史に関してはこれくらいにしましょうか。次は語学です。宿題の小論文を出していただけますか？」

「もちろんよ」

　ルチアは意い気き揚よう々ようと隣国の文字で書かれた小論文を出した。

（これでも語学は自信があるわ。周辺国から、東の最果ての異国まで、多くの冒険小説を読破してきたんだもの！）

『政略結婚に役立つ王女』に少しでも近づくためと王妃を説とき伏ふせて、ルチアは語学の教師をつけてもらっていた。その成果はもっぱら大好きな冒険小説を読むために使われていたが、王妃教育では大だい活かつ躍やくするはずだ。

　ユリウスはルチアの小論文を熟読すると、優しく微笑む。

「六十五点」

「どうして!?　どう考えても百点満点でしょう！」

　納なつ得とくいかないと唸うなるルチアの前にユリウスは論文の用紙を広げると、赤いインクで訂てい正せいを入れていく。

「ここと、ここと……ああ、ここもですね。単語の間違いが目立ちます。それに文章も全体的に幼い。まあまあの出来ですね」

「わたしが書いた渾こん身しんの小論文がまあまあですって!?　細かすぎるのよ。そんなに言うなら、ユリウスが手本を見せてみなさい！　どうせ大したことない────」

「かしこまりました」

　バサバサとルチアの目の前に紙の束が乱雑に置かれた。

　呆ぼう然ぜんとするルチアを尻しり目めに、ユリウスが説明していく。

「私が今まで書いた論文です。すべて異なる言語で書かれているので、姫の参考になると思いますよ」

「……ユリウスは全部で何ヶ国語話せるの……？」

「八ヶ国語です。日常会話を話せる程度でしたら、さらに五ヶ国語増えますね」

「ひ、非常識よ!?」

　ルチアでも五ヶ国語が限界だというのに、ユリウスはサラッと言ってのける。若いながらも王妃教育を任されるだけあって、ユリウスは天才だった。

　ルチアは悔くやしさから奥おく歯ばをギリギリと嚙かみしめる。

「くっ……これでは、いつになってもわたしの靴を犬のように舐めさせてやることができないじゃない……！」

「まだ諦あきらめていなかったんですか」

「諦めるものですか！」

　ジトッとした目を向けてくるユリウスに、ルチアは言い返した。

　すると、そんな二人に呆れたのか、昼食のワゴンを持って来たメルヴィナが大きく溜息を吐く。

「また喧けん嘩かをしていますの？」

「喧嘩ではありません。姫が一方的に絡からんでくるのです」

「そうなのですか。相手にもされていないなんて、さすがルチア様ですわ」

「それはどういう意味かしら……？」

　ルチアは青筋を浮かべ、メルヴィナに問うた。

「そのままの意味ですけど。ルチア様は、いつまでユリウスさんと張り合うつもりですの？」

「もちろん、わたしが勝つまでよ！」

「一生つきまとうのは、さすがに迷めい惑わくだと思いますわ。このあたりで負けを認めましょう。引ひき際ぎわが肝かん心じんですわ」

「わたしが勝てないの前提なの!?」

　憤いきどおるルチアを無視して、メルヴィナは来客用のテーブルに二人分の昼食を並べていく。

　瑞みず々みずしい生野菜のサラダに、チキンの香こう草そう焼やきと柔らかな白パン。そして、デザートにはルチアの大好きなイチゴが盛られている。

「ではルチア様、ユリウスさん。冷めないうちに召めし上あがってくださいね。すべてミドルトン領で採れた食材を使っておりますので、とてもおいしいですわよ」

「そうね。今日の座学は終わりよ。昼食にしましょう、ユリウス」

「……仕方ありませんね」

　ユリウスは渋しぶ々しぶ参考書を閉じると、ルチアと向かい合わせになるかたちで席に着く。

　今の王族は派閥の争いもあって毒殺未み遂すいが多く発生しており、各おの々おので食事を用意することになっている。役立たずの烙らく印いんが押されているが故に暗殺の心配がほとんどないルチアも、他の王族に倣ならって自室で食事をとっていた。

　そのため、本来ならば王族が教師と食事をすることはあり得ないが、こうして私的な場でルチアが誰と何を食べようと咎とがめられたりしないのだ。

　ユリウスにしても、体面を気にする他の貴族たちと違い、効率が良いと王女と一緒の食事を許容している。

「……このチキンの香草焼き、とってもおいしいわ」

　パリパリとした皮と、弾だん力りよくのある肉がサッパリとしたレモンと香草に包まれ、ジュワリと口の中で肉にく汁じゆうを零こぼす。

　ルチアは思わず、顔を綻ほころばせた。

「ルチア様がわたくしの料理で喜んでいる……！　なんて素敵なの。ふふっ、わたくしの餌え付づけ計画も順調ですわね」

　メルヴィナは恍こう惚こつとした顔で、衝しよう撃げき的なことをのたまった。

「……ねえ、メルヴィナ。餌付け計画って何かしら？」

「言葉通り、ルチア様を餌付けすることによって、おいしいものしか食べられない中ちゆう毒どく症しよう状じように陥おちいらせ、わたくしなしではいられない身体にするための壮そう大だいな計画ですわ」

「あなた、今までそんなこと考えていたの……？」

「割と最初からですわね」

　あっけからんと言ってのけたメルヴィナに、ルチアは開いた口が塞ふさがらない。

「わたくしは一いつ旦たん失礼いたします。まだ片付けが残っていますので」

　メルヴィナはそう言うと、ワゴンを押して部屋から出て行った。

「……嵐あらしのような侍女ですね。結構辛しん辣らつなことを言っていますが、姫はいいのですか？　不敬にあたると思うのですが」

「……ユリウスがそれを言うの？」

　呆れた目で見ると、彼は意外にも真しん剣けんな顔をしていた。

　ルチアはカトラリーを置くと、年相応の少女の笑みを見せる。

「メルヴィナは、公式な場ではああいうことを言わないわ。それならわたしは気にしない」

「どうしてですか？」

「メルヴィナは世界でただ一人、わたしの誕生日におめでとうって言ってくれるの。かけがえのない親友よ。だからメルヴィナはいいの、特別扱いね」

　なんの益もない崖っぷちの王女の侍女になってくれたばかりか、人を信じることが難しい王宮で友になってくれた。彼女には返しきれない恩があるのだ。

「まあ、そんなことはいいじゃない。早く食べてしまいましょう」

「そうですね」

　食事中にユリウスはあまり表情を変えないが、ナイフを動かす手が止まらないところを見ると、相当メルヴィナの料理を気に入っているらしい。

　ルチアも再びチキンを食べ始めた。

「姫は作法に関しては完かん璧ぺきですね。あなたほど綺麗に食べる淑女は見たことがない」

「そうでしょう、そうでしょう！　もっとわたしを敬い褒ほめ称たたえなさい！」

「……三点。やはり先ほどの完璧という評価は帳消しにしてください」

「どうして!?」

　やっと褒めてくれたと思えば、ユリウスはルチアの評価を大きく落とした。

　不服だと睨みつけると、ユリウスは口元をナプキンで拭ぬぐう。

「食事の時は、相手を不快にさせるようなことは言わないのが常識でしょう？　いくら所作が綺麗でも、会話が不快ならば台無しです」

「わたしのどこがいけなかったというの？」

「調子に乗りやすいところです。もっと謙けん虚きよに生きましょう」

「……真面目に指摘してきたわね」

「生徒を正しく導くのが教師の務めですから」

「鬼畜、悪魔」

　ルチアがぼそりと呟くと、ユリウスの眉まゆが吊つり上あがる。

「なんとでも。我わが儘ままで調子に乗りやすい姫。今日の宿題はいつもより多めにしておいてあげましょう。私はとても優しい教師ですから」

「……どこが優しいのよ。お、覚えていなさい！」

　その後、料理の味が分からなくなるルチアだった。
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　午後の授業はダンスだ。

　教師はユリウスではなく、初老の男性貴族が務める。王妃から多額の金をもらっているらしく、熱心にルチアに指導してくれた。

「ルチア王女、姿勢を正して……そう。ステップもしっかりと踏ふめていますな」

　一いつ般ぱん的なワルツに合わせて一人で踊おどっていると、ダンスの教師が拍はく手しゆをする。

　ルチアはキラキラとした笑みを見せると、敬意を表すように淑女の礼をとった。

「ありがとうございます。これも先生の教えの賜たま物ものですわ」

「最初は不安でしたが……噂とは違い、慈じ悲ひ深ぶかく従順で愛らしい、あなたは王女の中の王女ですな」

「お褒めいただき光栄ですわ」

　ルチアはこの魑ち魅み魍もう魎りよう蔓延はびこる王宮で生きるため、自分の存在を取るに足らないものだと思わせてきた。そして他の王族とは違い、欲深な面は決して見せない。生き残るために、彼らにとって都合の良い王女を演じてきたのだ。

　そんなルチアを、部屋の隅すみに佇たたずんでいるユリウスは胡う散さん臭くさそうな目で見ていた。

「基き礎そも表現力もありますし、もう教えることはないかもしれませんな。……そうだ、ルチア王女。今からレンフィールド卿きようと踊ってみてはどうでしょう？」

「……わたしはかまいませんけど……」

　ダンスの教師は含ふくみを持たせた視線をユリウスに向ける。

「……いいでしょう」

　ユリウスは渋々了りよう承しようするとルチアの手を取った。

　そしてダンスの教師がピアノを演奏し始める。曲は、他国のあまり有名ではないダンス曲で、尚なお且かつ、非常に難易度が高いものだった。

「い、嫌がらせじゃない……！」

「そうでしょうね」

　小声でルチアとユリウスは囁き合う。

　序じよ盤ばんはゆっくりとした曲調だが、女性側のターンが多くて目が回りそうだ。ルチアは必死に頭を働かせて、ステップとターンを決める。

「わたし、先生に何かしたかしら……？」

「彼が気にくわないのは私の方ですよ。つい先日、叙じよ爵しやくされたばかりの新興貴族ですから、伝統ある高位貴族の彼には目め障ざわりなのでしょう」

「ふーん。確かにユリウスは敵が多そうだものね。毒どく舌ぜつで意地悪だし。あなたの方こそ、もっと謙虚に生きたらどう？」

「姫は随分と猫ねこかぶりが上手くなりましたね。私には適用してくださらないようですが」

　軽口を叩きながら、ユリウスは淡々とステップを踏み、ルチアをリードしていく。

「うるさい。余計なお世話よ。それにしても、あなたはなんでもできるのね」

　ついこの間まで平民だったと言う割には、彼のダンス技術は貴族の中でも抜きん出ている。王女教育の中でダンスを必死に学んできたルチアと踊っても遜そん色しよくないなんて、できすぎて怖こわいくらいに。

「……いつか宮きゆう廷ていに上がるために、練習しましたから」

　堅かたい口調でユリウスは言った。彼の瞳は空くう虚きよな色をしていて、どこか寂しげな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。

　ルチアは何か言おうと口を開くが、曲調のテンポが上がって話す余裕などなくなっていく。細かいステップを笑え顔がおで軽かろやかに踏み、ユリウスと身体を寄せ合ったところで音楽が止まった。

「いやぁ、お二人とも素す晴ばらしいですな」

　ダンスの教師は口端くちのはを引きつらせながら拍手をする。

「ありがとうございます、先生」

「姫も私も、いい気晴らしになりました」

「……そ、それはよかったです」

　嫌がらせを気晴らしに変へん換かんされたことに、ダンスの教師はたじろいだ。

「ルチア王女はすでにダンスを習得しているようですし、私の授業はもう必要ないですな。レンフィールド卿、期限はまだありますが、報ほう酬しゆうの方は……」

「ええ、もちろん。全額お支払いするように、王妃殿下に申し伝えておきます」

　ユリウスはダンスの教師の目を見ながら、しっかりとした口調で言った。

「助かりますな。レンフィールド卿も、褒ほう美びのために頑張ってください。ルチア王女もご機き嫌げん麗れいしゅう」

　早口でそう言うと、ダンスの教師は部屋を出て行ってしまう。

　ルチアは焦あせって、ユリウスの服の袖そでを引っ張った。

「ちょっと、ユリウス。ダンスの授業はまだたくさん組まれていたわよね。大丈夫なの？」

「まあ、姫のダンス技術なら彼の言っていた通り、もう教えることはないでしょう。彼自身、褒美に釣つられていただけで、今までダンスなんて教えたこともなかった素人しろうとですから。……貴族とは、本当に欲深い生き物です」

　意味深に言うユリウスに、ルチアは呆れた視線を向ける。

「この王宮に、欲深くない者なんていないわ。みんな人には言えない大たい望もうを胸に秘めているのよ。そんなことも知らないなんて、ユリウスもまだまだね」

「……それは姫も？」

「当たり前じゃない。ユリウスだって、そのために貴族になって王宮に来たのでしょう？　欲深い人間の仲間入りだわ」

「そうですね。大望を抱いだいて王宮に来たこともありましたが、今は……身に余る野心を燻くすぶらせているというのが正解かもしれません」

「欲は人間の原動力よ！　大いに頑張りなさい」

　ふんぞり返るルチアに、ユリウスは沈ちん痛つうな面おも持もちで溜息を吐いた。

「……応援されるとは思いませんでした。もし、私の野心が姫の害になるものだったらどうするのですか？」

「どうもしないわ。わたしに害のあるものだったとしても、ユリウスはきっと正しいことをしてくれると信じているもの」

「……そうですか」

　ユリウスは、無知で我が儘だったルチアを導いてくれた。

　確かに彼の言い方は辛辣でルチアの心を傷つけたけれど、それでもあのまま成長して、王妃のような人間になっていた方が何万倍も嫌だ。

　だから、ルチアはユリウスに感謝している。……だが、見返してやりたいという気持ちがなくなることはない。

　何故ならば、ルチアは執しゆう念ねん深ぶかく根に持つ性質だからだ。蔑ないがしろにされていようとも、王族の矜持は高いのである。

「ところでユリウス。わたしのダンス技術は何点かしら？」

「七十点です」

　ユリウスはキッパリとした口調で言った。

「どうしてそんなに厳しいのよ！」

「私は完璧主義なので。さあ、ダンスの授業が空いた分、別の教科を詰めましょう。差し当たっては、今から周辺諸国の歴史について学びましょうか」

「鬼畜、悪魔！　少しはわたしを休ませるべきだわ」

「駄だ目めです。姫はすぐにつけ上がりますから」

「わたしは褒められて伸のびる王女なのよ……！」

　この日から、ユリウスはより一層ルチアに厳しくなった。
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　王おう妃ひ教育は二ヶ月目に突とつ入にゆうした。

　ルチアはやつれた様子で机に突つっ伏ぷし、ユリウスは嬉き々きとした様子で教きよう鞭べんを振ふるっている。メルヴィナは壁かべにひっそりと控ひかえていた。

「では、復習をしますよ」

「ええ。わたしもずっと『復ふく讐しゆう』したいと思っていたの」

　投げやりにルチアが言った。

　すると、ユリウスは眉まゆを顰しかめる。

「……何か私に不満でも？」

　王妃教育は日に日に過か酷こくを極きわめた。

　一ヶ月目は基き礎その座学が中心だったが、今はより専門的な教科を学び一気に難易度が上がった。さらに乗馬などの実技も増えたので、精神的にも肉体的にも辛つらい日々が続いている。

「べっつにー。二週間も部屋に缶かん詰づめで、ふて腐くされてる訳じゃないわ。予習と宿題で睡すい眠みん時間が削けずられて、お肌はだがボロボロになって、隈くまができたことを恨うらんでなんかいないわ。これっぽっちもね」

　そうは言うが、ルチアの目には険があり、強い不満を抱いだいているのは明白だ。

　ユリウスは小さく溜ため息いきを吐つくと、キッパリとした口調で言う。

「三ヶ月で私は姫ひめに王妃教育を施ほどこさなければなりません。それが王妃殿でん下かの命令です」

「だったら、少しは休きゆう憩けいを入れてくれたっていいじゃない。休みなしじゃ、逆に効率が悪くなるわ。非合理的よ！」

「……我わが儘ままな姫ですね」

　ユリウスはやれやれと額に手を当てた。

　ルチアはぷうっとリスのように頰ほおを膨ふくらませ、味方を増やそうと侍女に問いかける。

「メルヴィナだって、わたしに賛成でしょう!?」

「ルチア様をいじめるのは、わたくしの特権でしたのに……。ぽっと出の教師風ふ情ぜいが調子に乗るなんて、身みの程ほどを知るべきですわ。……悔くやしい、妬ねたましい、そして羨うらやましい……わたくしもルチア様をいじめたいですわ！」

　ハンカチを嚙かみながら、メルヴィナは唸うなるように呟つぶやいた。

「え、メルヴィナは、わたしの味方なのよね……？　お願いだから、そうだと言って」

　困こん惑わくしたルチアは、涙なみだ目めで訴うつたえかける。

　するとメルヴィナは、恍こう惚こつとした笑えみを浮うかべる。

「当たり前ですわ。わたくしはいつもルチア様の味方。あなた様の従順なる侍じ女じよですもの」

「メルヴィナが従順だったことはあんまり記き憶おくにないけど……まあいいわ。これで二対一よ、ユリウス。さあ、観念してわたしに休憩を献けん上じようしなさい。具体的に言うと、今から夕方まで休みたいわ！」

「随ずい分ぶんと厚かましいですね、この我が儘姫は」

「もらえるものは、とことんもらう主義なのよ！」

　ふふんと胸を反らしてルチアは言った。

「……まあ、いいでしょう。ダンスや礼れい儀ぎ作法の授業が早く終わった分、少しは休憩に回せますから」

「本当に!?　ありがとう、ユリウス」

　ルチアは花開くように笑みを見せると、ユリウスの手を両手で摑つかんで跳とびはねる。

　ユリウスは目をぱちくりとさせて、はしゃぐルチアを見た。すると、メルヴィナが冷めた目で二人の間に割わり込こんで引ひき離はなす。

「馬ば鹿かみたいにはしゃいで……だから、ルチア様はモテないんですの」

「そ、そんなことないわよ。わたしだって、本気を出せば命いのち懸がけで求きゆう婚こんしてくる紳しん士しの一人や二人……いいえ、十人……！」

　ルチアは鼻息を荒あらくして、メルヴィナに食ってかかる。

　すると、メルヴィナはルチアの頭を犬でも愛めでるように撫なでた。

「そうですわねー。ルチア様は可愛かわいいですからねー。……ふふっ、本当に単純ですわ」

「今、わたしのことを軽かろんじたわね!?」

　ルチアとメルヴィナの様子を、ユリウスはジトッとした目で見た。

「……話を戻もどしていいでしょうか。姫は、休みの時間はどう過ごすつもりなんですか？」

「それはもちろん、王女の仕事をしに行くのよ」

「……王女の仕事、ですか？」

「孤こ児じ院いんへ慰い問もんに行くの。人手は多いに越こしたことはないわ。ユリウスもついてきなさい。これは命令よ！」

「…………かしこまりました」

　ユリウスは長い沈ちん黙もくの後、静かに頭こうべを垂れた。
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　ルチアはメルヴィナとユリウスを連れて王宮の厩きゆう舎しやへ向かった。

　普ふ段だん、乗馬の授業でお世話になっている愛馬へ駆かけ寄よると、ドレスを着ているルチアは横よこ座ずわりで騎き乗じようする。

　愛馬は黒い毛並みに眉まゆ毛げのような二つの白い斑ぶち模様のある牡ぼ馬ばで、どこか誇ほこらしそうにルチアを乗せていた。

「よしよし、今日もハチベエは格好いいわね」

「……ハチベエとは？」

　訝いぶかしむユリウスに、メルヴィナが答える。

「異国の小説に出てくる脇わき役やくの名前ですわ。ルチア様の趣しゆ味みは冒ぼう険けん小説を読むことですの」

「……なるほど。ごく稀まれに語学の小論文で王女の知るはずのない低てい俗ぞくな言葉が紛まぎれていたのは、冒険小説が原因だったのですね」

「失礼ね。脇役でも、物語中のハチベエは人類最速の男なのよ！」

　憤ふん慨がいするルチアに追つい随ずいするように、ハチベエも鼻息荒く唸った。ユリウスとメルヴィナもそれぞれ騎乗すると、「はいはい」と適当にルチアを慰なぐさめる。

　三人で城門に向かうと、特に行き先も聞かれずに門が開いた。

　ルチアとユリウスが併へい走そうし、その後ろをメルヴィナがついてくる。ついに、王都へと足を踏ふみ出したのだ。

「……あっさりと通してくれましたね」

「いつものことだもの。役立たずの王女が王宮から消えたって、誰だれも困ることはないでしょうし」

　投げやりにルチアが言うと、ユリウスは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「姫は結けつ婚こんを控えた身です。いなくなられては困るはずですよ」

「そんなことはないわ。相手の好色なお爺じいさんだって王だもの。負ふ債さいだらけのわたしを娶めとるとは思えない。それに、わたしが仮に死んでも身代わりがすぐに現れて、またユリウスが教育することになるわよ」

「私の指導に、文句を言いつつも耐たえられるのは姫ぐらいだと思いますが」

　ルチアはユリウスに胡う乱ろんな目を向ける。

「褒ほめているの？　それとも貶けなしているの？」

「二対八ぐらいの割合でしょうか」

「どちらが二割なの!?」

「ご想像にお任せします」

　ユリウスは口元に人差し指を当てて、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

（ふーん。そんな顔もできるのね）

　周囲を煙けむに巻まくような胡う散さん臭くさいユリウスだが、ここ最近はルチアにも素すを見せてくれているような気がする。

　少しからかってやろうと隣となりを見ると、焦こげ茶ちや色の馬の影かげがルチアとユリウスの間にぬうっと現れる。

「失礼な人ですわね。ルチア様は、いつでも十割残念可愛いんですのよ……！」

　割り込むように入ったメルヴィナは、キッとユリウスを睨にらみつける。

「……失礼なのは、あなたの方だと常つね日ひ頃ごろから私は思っていますが」

「ルチア様をからかうのは、わたくしの特権ですの。新参者が図ずう々ずうしい！」

「だから図々しいのは、メルヴィナでは。王妃殿下の命めいを受けた教師とただの侍女では、格が違ちがうと思うのですが」

「ルチア様にとっては、わたくしの方がユリウスさんよりも立場が上。好感度はわたくしが堂々の第一位ですわ。身の程を弁わきまえてくださる？」

　バチバチと意味の分からない火花を散らしている二人から目を離し、ルチアは王都の町並みを見やる。

　すると、ルチアを見つけた平民たちが手を振ってきた。

「雪姫様だ！」

「雪姫様は、今日は馬に乗っているんだね！　格好いいな！」

　ルチアは控えめに彼かれらへ手を振る。

「ごきげんよう、皆みなさん。今日はとてもいい天気ね」

　その様子をユリウスは目を細めて見た。

「……噂うわさには聞いていましたが、姫は平民に人気があるのですね」

「人気と言っても、王都の貧しい者たちだけよ。それに彼らがわたしを好いてくれるのは、きっとこの見た目が珍めずらしいから。……わたしには、この国を変える力なんてないもの」

　ルチアが淡あわい菫すみれが溶とけ込こんだ銀色の髪かみをかき上げると、風花が舞まうように靡なびいていく。

　ユリウスは、そっとルチアから視線を外した。

「……先ほど、平民たちが今日は姫が馬に乗っていると言っておりましたが、普段はどうやって視察していたのですか？」

「徒歩よ！」

「正気ですか、姫。王族の外出に馬車を使わないなんて……」

　ユリウスは目を見開いた。

「わたしだって、使えるのなら馬車を使いたかったわ。でも、王妃様が大勢の取り巻きを引き連れて、毎日のように余よ所その舞ぶ踏とう会へ行くから、王宮の馬車が足りなくなるのよ。わたしは王族の中でも優先順位は下だから、借りられることは滅めつ多たにないわ」

「それで徒歩ということですか。しかし、姫の身の安全ほど重要なものはないと思います。……どこに反王家思想の人間が紛れ込んでいるとも限りません」

　険しい顔で言うユリウスを見て、ルチアは苦く笑しようする。

「地方では革命運動が活発になりつつあるみたいだしね。そうね……馬での視察も今日でやめた方がいいかもしれないわ」

「……知っていたのですね」

「革命運動のこと？　もちろん。わたしはこの国の王女だもの」

　王妃や兄たちは革命の動きについては、所しよ詮せん烏う合ごうの衆のやることだと高をくくっている。

　だが、ルチアはそうは思わない。

　人間は正義のある側へつきたいもの。まして、自分の生活がかかっているとなれば、欲に塗まみれた権力者よりも革命を取るだろう。

　王族が革命運動の怖こわさを思い知るのはきっと、手痛いしっぺ返しを受け、後戻りができなくなった時に違いない。

　その時の自分を想像したルチアは、無理矢理明るい笑みを浮かべる。

「……さあ、行きましょう。早くしないと日が暮れてしまうわ！」

　ルチアはハチベエの背を優やさしく撫でると、馬うま脚あしを速めた。

　大通りから離れ、裏道を進んでいくと町並みは華はなやかなものから侘わびしいものに変わっていく。石造りの建物はあまり見られず、粗そ末まつな木造の家が多い。

「孤児院はあの時計がある建物よ」

　ルチアが指をさした先には、古いが大きな石造りの建物があった。

　建物の傍そばまで行くとルチアたちは馬から下りて手た綱づなを引き、錆さびて触さわるとボロボロと崩くずれる門もん扉ぴを開けて孤児院の中へと入る。

　するとそれを見ていた子どもたちが、わらわらとルチアの元へと集まってきた。

「ひめさまだ！　ひめさまだ！」

「雪姫さま、馬に乗ってきたの!?　すごい！　触ってもいい？」

「最近、雪姫さまが来てくれなくなったから、心配していたんだよ」

　子どもたちは一気に捲まくし立たてるが、ルチアは嫌いやな顔一つせずに上品な笑みを浮かべる。

「皆、元気にしていたかしら。来るのが遅おそくなってしまってごめんなさいね。それと勝手に馬を触っては駄だ目めよ。馬は怖がりだから驚おどろいてしまうわ。今日は遠くから見ていましょうね」

「はいっ、雪姫さま！　会えて嬉うれしい」

「ちぇー、雪姫さまが言うなら仕方ないな」

　いい子ねと言いながら子どもたちの頭を撫でていると、ユリウスが胡散臭そうな目でルチアを見た。

「……何かしら、ユリウス？　言いたいことがあるのなら、ハッキリ言っていいのよ。特別に許すわ」

「いいえ、別にありませんよ。ただいつもより姫が神こう々ごうしく見えるので、戸と惑まどっているだけです」

「これがいつものわたしよ。わたしの教師なのだから、知っているでしょう？」

「以前から思っていたのですが、姫は猫ねこかぶりが──いいえ、切きり替かえが見事だと思いまして」

「そっくりそのままお返しするわ」

　表向きは和なごやかに会話していると、馬に興味を持っていた男の子がニヤリと笑う。

「お兄ちゃん、雪姫さまの恋こい人びと？」

「断じて違います。よく見てください。釣つり合あわないでしょう」

　強く紡つむがれた拒きよ絶ぜつに、ルチアはふつふつと怒いかりを抱く。

（そんな言い方しなくてもいいじゃない。確かにわたしはユリウスほどの教養はないけれど……）

　思い出されたのは、初めて彼に会った時のこと。失望したとばかりに投げつけられた『馬鹿姫』という罵ののしりは、今もルチアの心の奥おくで痛みを与あたえる。

　ユリウスに復讐し、見返してやりたいと思ってはいるが、それを叶かなえられない不出来な自分に嫌いや気けが差す。

　それでもルチアは、そんなことをおくびにも出さない。

「よく分かっているじゃない、ユリウス」

　何な故ぜなら、ルチアは王女だから。王女は決して国民の前で媚こびたり、自分を下げる真ま似ねはしない。虚きよ栄えいだろうとも胸を張り、国民にとって理想の王女であらねばならないのだ。

「……ええ。よく理解しております、姫」

　ユリウスの声は少し寂さびしげに聞こえたような気もしたが、ルチアは自分の勘かん違ちがいだとすぐに思考を切り替える。

「さあ、皆。わたしをシスターのところまで案内してくれる？」

「うん、分かった！」

　子どもたちに手を引かれ、ルチアは建物へ足を踏み入れる。

　不ふ揃ぞろいの段差がある階段を上り、医務室と書かれた部屋へ入ると、そこには粗末な木材で作られたベッドに横たわる子どもたちがいた。

　ここにいる子どもは皆、怪け我がをしていたり、熱でぐったりとしていたり、何かしらの治ち療りようが必要な状態だった。

「シスター！　雪姫さまを連れてきたよー」

　案内をしてくれた子どもたちが、大きな声で初老のシスターへ声をかける。

「王女殿下！　申し訳ありません。お出で迎むかえもせず……」

　シスターは子どもたちの包帯を替えていたが、ルチアたちを見て駆け寄ろうとする。ルチアはそれを手で制すると静かに医務室の中へと入る。

「みんな、楽にしていてね」

　ルチアはシスターの元まで来ると、後ろに控えていたメルヴィナに声をかける。

「シスター、今日は消毒液と包帯……それに熱冷ましの薬草を持って来たわ。少ないけれど、使ってちょうだい」

　メルヴィナは両手に抱かかえられるぐらいの麻あさ袋ぶくろをシスターに手て渡わたした。

　消毒液と包帯はルチアに割り当てられている少ない予算から捻ねん出しゆつした。薬草にいたっては、庭師も手入れをしにこない、忘れられた小さな裏庭でこっそりと育てていたものだ。

　麻袋一つ分の支し援えんなのに、シスターは涙なみだを流して喜んだ。

「ありがとうございます、王女殿下……」

「これだけしか持ってこられなくて、ごめんなさいね」

「これだけだなんて言わないでください！　王女殿下だけが、こうして私たちのことを気に懸かけて手を差さし伸のべてくださる。それだけでどれほど私たちが救われているか……やはり王女殿下は、雪の精せい霊れいの生まれ変わりであらせられます」

　ふいにシスターが口にした『雪の精霊』という言葉に、ルチアは僅わずかに表情を歪ゆがめる。

「……シスター、包帯を取り替えるのを手伝うわ。メルヴィナは薬草を煎せんじて薬湯を作ってちょうだい」

「かしこまりました」

　ルチアは子どもたち一人一人に声をかけると、丁てい寧ねいに包帯を巻いていく。

　ふと部屋を見渡すと、ユリウスが姿を消しているのに気がついた。

「ルチア様。薬湯ができました」

「ありがとう、メルヴィナ」

　ルチアは薬湯を受け取ると、熱を出している子どもたちにゆっくりと飲ませていく。

「にがい……もう、のみたくないよ……」

「王女殿下が持って来てくださった薬湯ですよ。飲みなさい！」

　一番幼い男の子が涙目で訴え、シスターが強い口調で叱しかった。

「もういやだ！　いやだいやだ！」

　すると、その子は駄だ々だをこね始める。

　確かに、この薬湯はとてつもなく苦い。子どもにはとても辛いものだろう。

　ルチアはシスターから薬湯を受け取ると、彼の口元にスプーンを近づける。

「シスターだって意地悪をしている訳ではないわ。あなたの身体が良くなることを心から願っているの。それにわたしも元気なあなたの笑え顔がおが見たいわ。少しだけ頑がん張ばりましょう？」

「……うん」

　ギュッと目を瞑つぶり、男の子はスプーンを舐なめた。

　その様子にシスターがホッと胸を撫で下ろす。

「……王女殿下がいてくれてよかったです。私では聞く耳を持ってくれませんから……」

「わたしの前でだけお利口さんにしているの？　それとも、シスターよりもわたしの方が怖いのかしら？」

　冗じよう談だんめかして言うと、子どもたちからクスクスと笑いが漏もれる。

　ルチアは微笑むと、看護を続けた。





[image: ]






　医務室を出た後、ルチアはメルヴィナと共に元気な子どもたちに文字を教えて、本の読み聞かせをした。

　体力のある子どもたちに翻ほん弄ろうされながらも、ルチアは充じゆう実じつした時を過ごす。

「あら、もう夕方になってしまうわね」

　ルチアは沈しずみ始めた太陽を見て呟く。

　すると、子どもたちはルチアの手を引き、腰こしに抱きついてくる。

「ええー、帰らないでよ、雪姫さま」

「もっと一いつ緒しよにいたい！」

　ルチアは子どもたちの目線までしゃがむと、愛いとしさを滲にじませた柔やわらかな笑みを向ける。

「わたしもみんなと一緒にいたいのだけど、夕方までの約束なの。だから帰らなくてはいけないわ」

「……うん。雪姫さま、また遊びに来てね！」

「絶対だよ！」

「……ええ、また一緒に遊びましょうね」

　無む邪じや気きに笑う彼らに、ルチアは後ろめたく思いながら手を振る。

（王妃教育で会う時間が取れないし、これからわたしがどうなるのかも分からない。今度はいつ来られるか……）

　ルチアは諦あきらめた心地ここちで小さく溜息を吐くと、キョロキョロと辺りを見渡す。

「ユリウスはどこにいるのかしら。もう帰る時間だっていうのに……」

「ルチア様の手伝いをしないなんて、極きよつ刑けいものですわ。日ひ頃ごろの恨みを込めて、馬車馬のように働かせるつもりでしたのに……上う手まく躱かわされてしまったなんて悔しいっ」

　ギリギリと奥おく歯ばを嚙みしめるメルヴィナを、ルチアはジトッとした目で見た。

「ユリウスがいなくなったのは、メルヴィナが原因じゃないわよね？　……でもそうね。人手はもっと欲ほしいわ。エリオットがいたら……いいえ、なんでもないわ」

　ルチアが寂しげに目を細めていると、くいっとドレスの裾すそが引っ張られる。

「あのお兄ちゃんなら、屋根の上にいたよー！」

「違うよ。壁に手をついて蜘く蛛もの真似をしてたよ」

「さっきは礼拝堂で一人かくれんぼをしてたよ？」

　子どもたちの目もく撃げき証言は訳が分からないもので、ルチアは小首を傾かしげた。

「屋根、壁、かくれんぼ？　いい歳としした大人が何を遊んでいるのかしら。ふふん、わたしが迎むかえに行って、説教してあげるわ。メルヴィナは帰る用意をしていて」

「かしこまりました。ルチア様はユリウスさんを存分に叱って、屈くつ辱じよくを味わわせてくださいませ！　再起不能なほどに！」

「……ぜ、善処するわ」

　ルチアはメルヴィナの気き迫はくに戸惑い、逃にげるようにユリウスを探しに行った。







　遠くから屋根を見ても特に人ひと影かげはない。壁は範はん囲いが広すぎるので、ルチアは礼拝堂へ向かうことにした。

　礼拝堂は子どもたちの住まう建物から少し離れた場所にある。古いレンガ造りの建物で、それを覆おおうように蔦つたが這はっている、少し不気味な場所だ。

　入り口の前には枯かれかけたスノードロップが力なく地面に垂れている。

「……礼拝堂って好きじゃないのよね」

　ルチアは眉を顰めつつ、礼拝堂の扉とびらを開ける。

　すると、濁にごったステンドグラスから鈍にぶい光が目を差した。

「ユリウス！　ここにいるの……？」

　ルチアは手で目元に影を作りながら、大きく声を張る。

「ああ、姫。もう帰りの時間ですね……」

「そうよ。時間を忘れるなんて、ユリウスらしくないわね」

　目が光に慣れ、ユリウスの姿が見えてくる。

　彼は礼拝堂に飾かざられた、大きな宗教画を見ていた。

　宗教画には雪の精霊と花の魔ま術じゆつ刻印をつけた六人の騎き士したち、そしてノースロップ王国の初代王が凍こおりついた大地に春を芽め吹ぶかせる様子が描えがかれている。その中でも一ひと際きわ美しく描かれている雪の精霊は、ルチアと同じ淡い菫が溶け込んだ銀色の髪に鮮あざやかな碧みどり色いろの瞳ひとみを宿し、顔立ちまでそっくりだった。

「初めて見た時も思いましたが、姫は雪の精霊と瓜うり二ふたつですね。平民たちが雪姫と呼ぶのも頷うなずけます」

「……そんなの偶ぐう然ぜんよ。その雪の精霊はきっと、王家の女性をモデルに描かれたんだわ。本当にいるかも分からないもの。もし、雪の精霊がいたら……ノースロップ王国はもっと優しい国になっていたわ」

　雪の精霊と似ていると言われることが大だい嫌きらいなルチアは、棘とげのある声こわ音ねで言った。

　すると、ユリウスの眉が吊つり上あがる。

「雪の精霊の子孫と呼ばれる王族がそれを言っていいのですか？　精霊信しん仰こうを拠より所どころにしている人もいるのですよ」

「だ、駄目よね……ごめんなさい」

　ルチアは感情的になったことを謝罪すると、ゴホンッと大おお袈げ裟さに咳せき払ばらいをする。

「ユリウス、どうして勝手にいなくなったの？　わたしの教師なのに、手伝いもせずにサボっていたみたいじゃない」

「いいえ、私はきちんと働いていましたよ」

「とぼけても無む駄だだわ！　証しよう拠こはあがっているの。屋根の上で遊んでいたり、壁で蜘蛛の真似をしていたり、ここで一人寂しくかくれんぼしていたってね！」

　ビシッと指をさして言うと、ユリウスは額に手を当てて深い溜息を吐く。

「……屋根に登っていたのは、雨あま漏もりしている箇か所しよを修しゆう繕ぜんするためです。壁は新しく色を塗っていたのです。礼拝堂では、かくれんぼではなく、細かい場所を掃そう除じしていたんですよ」

「えっ、そうだったの!?」

「……姫はたまにどうしようもなく残念ですね……」

「あなたはまた、わたしを馬鹿にして！」

　ルチアは真っ赤な顔で叫さけぶと、ズカズカとユリウスに近づいた。

「そもそも、あなたがわたしに断りもなくどこかへ行ってしまうのがいけないのよ。メルヴィナだって、心配……してたと思うわ。たぶん」

「姫、声が上ずっていますよ？」

「うるさい！　もう帰るわよ」

　ルチアはユリウスの袖そでを乱暴に引っ張るが、彼の腕うでは動かない。

　不ふ審しんに思ってユリウスの顔を見れば、僅かに苛いら立だちの色が見えた。彼は何も言わず、じっとルチアのエメラルドの双そう眸ぼうを覗のぞき込こむ。

「……何よ。言いたいことがあるのなら、ハッキリ言ったらどう？」

「では、言わせていただきますが……姫は、あの孤児たちを自分の手て駒ごまにするつもりなのですか？」

「手駒!?　そんなことしないわ。彼らには自分のやりたいことを選せん択たくして欲しいの」

「……だから施しを与えると？　あなたたちは何も理解していない。差し出された手に縋すがるばかりで、何も返せない孤児の気持ちなど……」

「あなたたち……？」

　疑ぎ問もん符ふを浮かべるルチアなど気にせず、ユリウスは声を荒らげる。

「薬を分けてくれ、自分たちを愛しい国民として見てくれている姫に、あの孤児たちは並々ならぬ恩を感じているでしょう。ですが姫は彼らに恩を返させることはしない。他国に嫁とつぐのならばまだいい……ですが、あなたが死んでしまったらどうするのですか！」

「……ユリウス」

　彼は頭がいい。だから、ルチア以上に今のノースロップ王国の現状を理解しているはずだ。だから、ルチアが辿たどる未来も予想しているに違いない。

　このまま国の腐ふ敗はいが続けば、愛する国民たちの蜂ほう起きによって、ルチアは処しよ刑けい台に登ることになるだろう。

「あなたは王族です！　それなのにどうしてこの国を変えようとしないのですか」

　ユリウスの言葉に苛立ちが募つのる。

　王族は生まれながらに絶対的な権力を持つ。それは万ばん人にんにできないことを一いつ瞬しゆんで成なし遂とげてしまうことだってできるということだ。人の生死を決めてしまうことだって簡単だろう。この国を変えることだってできるはずなのだ。

　しかし、ルチアには王族として当たり前の権力を振るう力がなかった。

「……何も知らないくせに、勝手なことを言わないで！」

　ルチアは喉のどに痛みが奔はしるほどの大声を上げ、血が滲むほどに手を握にぎりしめる。

　ユリウスはハッとした表情でそれを見た。

「……大変失礼いたしました、姫。感情的になりました。どうぞ、今の私の妄もう言げんはお忘れください」

「帰るわよ。早く支し度たくをなさい」

　ルチアは悔しさで潤うるむ瞳を見られないようユリウスに背を向けると、そのまま歩き出す。

　月が出る頃、ルチアたちは道中一言も話さずに王宮へ戻るのだった。
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　孤こ児じ院いんの訪問の後、ルチアとユリウスの間には気まずい雰ふん囲い気きが漂ただよっていたが、王おう妃ひ教育は以前と変わらず厳しく進んでいく。

　だが、ルチアもユリウスも、あの日のことは一言も口にしない。

　もやもやとした思いを胸むねの奥おくにしまったまま、ルチアは今日も授業を受ける。今教わっているのは、魔ま術じゆつ理論だった。

「魔術は魔ま力りよくを持った人間にしか行使することができません。その不便さから魔術はあまり発展せず、代わりに物作りなどの技術が進み、日々の生活を豊かにしてきました。魔術が使用されるのは、もっぱら戦いの場ですね」

　魔術はルチアにとってあまり興味のない分野だったため、眠ねむ気けを嚙かみ殺ころして必死に目を見開いた。

「この国の騎き士し団では、魔術と剣けん術じゆつを併へい用ようして戦う騎士もいるものね」

「私は魔力がないので詳くわしくは知りませんが、戦いで使う魔術は複雑な術式を組み込む必要がなく、魔力をそのまま放出することで発動できるようです」

「……それって魔術と言っていいの？」

　ただ魔力をぶっ放しているだけで、なんの技術もないではないか。

　そんな目でユリウスを見ると、彼かれは苦く笑しようした。

「そうは言っても、魔術を深く研究しようという者は少ないですからね」

「魔術騎士団もあるけど、そこでは何もやっていないの？」

「あそこは戦せん闘とう力りよくも騎士団の中で一番低く、割り当てられた予算を魔術研究にすべて注つぎ込こんで溶とかしてしまう、お荷物集団ですから。有力貴族の後うしろ盾だてもないので、解散させる話も出ているそうです」

「ちょっと残念だわ。古代の魔ま道どう具ぐには、結構便利なものが多いのだけど」

　魔道具とは、簡略的な術式の組み込まれた道具のことだ。

　この城には、多くの貴重な魔道具が眠ねむっている。ルチアはそれを時々拝借し、薬草への水やりやお忍しのびの際の変装など、自分のために使っていた。

「必ず魔力を持って生まれてくる王族にとって魔道具は便利でも、魔力のない大多数の人間からすればガラクタになってしまいますからね」

「確かに皆みなが平等に使える技術の方が、需じゆ要ようが高いはずだわ。わたしだって、魔術よりもそちらに予算を割り当てた方がいいって思うもの」

「魔術の利便性の低さはどうしようもないですし、このままだと、そう遠くない未来にこの国から消えるでしょうね。一つの魔術を除いて」

「一つの魔術？」

　ルチアは首を傾かしげる。

「王族の秘術と言った方が正しいですね。かつて雪の精せい霊れいが人と結んだのと同じ契けい約やくで、王族が絆きずなを深めた臣下に忠誠の証あかしを与あたえる儀ぎ式しき。その契約を結んだ臣下は『盟花の騎士』と呼ばれ、身体のどこかに主あるじの誕生花を模した魔術刻印が刻まれます。そして、この上ない名めい誉よをいただくこととなるのです。姫ひめもご存じでしょう？」

「……盟花の騎士なんて、それこそすぐになくなる魔術だと思うわ。契約手順も簡単だし、忠誠がなくても施ほどこせるの。秘術だなんて、そんな大層なものじゃないわ」

　古き良き時代は、盟花の騎士の存在は誉ほまれ高いものだったのかもしれない。

　契ちぎりを交かわした王族と盟花の騎士は一心同体。主が栄えい華がを極きわめれば共に人生を謳おう歌かし、主が失態を犯おかせば一いち族ぞく郎ろう党とうが共に罰ばつを受ける。最上級の忠誠の証と言えるだろう。

　王族一人につき七人しか盟花の騎士を作ることができないというのも、彼らの希少性を高め名声を上げた。それと共に、王族は優ゆう秀しゆうな者を盟花の騎士にすることで己おのれの権けん威いを高めたのだ。

「だいたい、盟花の騎士を作る魔術って気持ち悪いのよ。王族が成人したその日に、突とつ然ぜん盟花の騎士の作り方が分かるようになるの。まあ、王族によって契約の仕方は違ちがうみたいだけど」

「……それは興味深いですね。伝承の通り王族が雪の精霊の子孫なのでしょうか。それとも──」

「そんなことはどうでもいいでしょう？　……今の王族と盟約を交わすなんて、馬ば鹿かか脅おどされているかのどちらかだわ」

　ルチアには二人の兄がいる。

　側室腹のフレデリック第一王子は気弱で新興貴族派の傀かい儡らいにされているため、利益しか求めない臣下たちしかいない。そのため、もしもの時に主と生死を共にする盟花の騎士になるような物好きはいないのだ。

　逆に現王妃から生まれたのエルバート第二王子は、すでに七人の盟花の騎士がいる。いずれも高位貴族の子息たちで、エルバート第二王子に共感して心から仕えている馬鹿息子むすこと、脅されて契約を結んだ者たちで構成されていた。彼としては、盟花の騎士を侍はべらせることで己の権威を振ふりまきたいに違いない。

「姫は盟花の騎士を作りたいとは思わないのですか……っと、姫にはそんな交友関係はありませんでしたね」

　ユリウスは、ぽんっと手を打った。

「余計なお世話よ！　……わたしは盟花の騎士の魔術刻印が特に嫌いやなの。なんだかその人を所有しているみたいじゃない」

「家か畜ちくの焼き印のようだと？」

「そこまでは言っていないわよ。……でもそうね。忠誠って目に見えないけれど、強固な主従の絆でしょう？　それを魔術刻印で見えるようにするなんて、その絆を汚けがしているような気がするの」

「……夢見がちですね、姫は」

　ユリウスは苦笑すると、ルチアのエメラルドの双そう眸ぼうを真まっ直すぐに見つめる。

「私は盟花の騎士が絆を汚しているとは思いませんけどね。盟花の騎士といえば、ノースロップ王国の物語によく出てきますから、憧あこがれる人もいると思いますよ。主従が強い絆で結ばれると、盟花の騎士は特別な力を手にすることができる……なんて噂うわさもあるぐらいですから」

「そんなの噂でしょう」

　盟花の騎士に浮うかび上あがる魔術刻印がどういうものなのか、長い時間の中でその伝承は途と絶だえてしまった。

　魔術刻印によって対象者になんの変化も見受けられないことから、刺いれ青ずみとそう変わらない代しろ物ものだと言う者もいるくらいだ。だからこそ、ルチアには魔術刻印が所有印のように感じてならない。

「……盟花の騎士の話はもういいから、休きゆう憩けいしない？」

　ルチアがつまらなそうに羽根ペンを回して言うと、ユリウスは黒い笑えみを浮うかべる。

「……まだ授業は終わっていませんよ」

「鬼おに、悪あく魔ま！　もう、四時間はぶっ通しで勉強しているわよ」

「どうやら、姫は私に復ふく讐しゆうをしたいようですし。それなら、もっともっと賢かしこくなってもらわなくては。これは私なりのお手伝いですよ」

「根に持っているの!?」

　ルチアの目の前に、ユリウスは参考書を積み立てた。

「どうやら魔術の授業は飽あきてしまわれたようなので、別の授業はどうです？　そうですね。姫の一番嫌きらいな算術でも」

「な、な、ななな！　意地悪、鬼き畜ちく、この腹黒……！」

「はいはい。苦手教科を克こく服ふくするのが復讐への近道ですよ」

　ユリウスは参考書を開くと、授業を再開する。

　いつも通りのやり取り。しかし、ルチアのもやもやは疼うずくままだった。
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「それでは、今日の授業はここまでです。お疲つかれ様さまでした、姫」

　ユリウスの言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ルチアは羽根ペンを放り投げて椅い子すにぐったりと身体を預ける。

　あれから、結局五時間も算術の勉強をする羽目になった。頭の中は数式でいっぱいだ。

「明日、いつものように朝八時にこちらへ参ります。宿題も忘れずに」

「……分かっているわよ。宿題もきちんと終わらせるわ」

「どうか、その言葉をお忘れなく」

　ユリウスは黒く輝かがやく笑え顔がおでそう言うと、疲れを感じさせない足取りで部屋を出て行く。

　それを見送ると、壁かべ際ぎわに控ひかえていたメルヴィナが温かい紅茶を淹いれてくれた。

「ありがとう、メルヴィナ」

「侍じ女じよとして当然のことですわ」

「……おいしい。少しお腹なかも空すいたわ」

　ルチアは紅茶を一口飲むと、ホッと息を吐はいた。

「もう夕食の時間をとっくに過ぎてますわ。こんな時間まで勉強させるなんて、あの男は何を考えているんだか」

「仕方ないわよ。三ヶ月でわたしに王妃教育を詰つめ込こまなくてはならないんだもの。失敗して王妃様に目をつけられる訳にはいかないでしょう？」

　どこか諦あきらめの混じった言葉にメルヴィナは顔を顰しかめる。

「それはそうですが、なんというか──あら？　忘れ物でしょうか」

　メルヴィナはルチアの机に置かれたノートを見つけると、内容に目を通した。

「ルチア様の授業計画が書かれているみたいですね」

「それって、大切なものよね。ユリウスに届けた方がいいかもしれないわ」

「忘れていったあの男が悪いので、そこまでしなくともよいと思いますけど。わたくしも夕食の準備がありますし。……あ、そうですわ！　ルチア様が届けてはどうですか？」

　突然のメルヴィナの申し出に、ルチアはギョッと目を見開いた。

「何な故ぜ、わたしがそんなことをしなくてはいけないの……！」

　するとメルヴィナは、ルチアへずいっと顔を近づける。

「ルチア様を朝起きてから夜寝ねるまで、ねっとりとお世話しているわたくしが、何も気づいていないとお思いですの？　孤児院へ慰い問もんに行った日から、お二人がギクシャクしているのはお見通しですわ。お互たがいにしか分からない空気を出して……羨うらやま──妬ねたましいですわ！」

「言い直してそれなの!?」

　血走った目をしているメルヴィナを見て、ルチアは恐おそろしさから素す早ばやく後退した。

「い、今追いかけたらすぐに渡わたせそうよね。わたしが行ってくるわ。メルヴィナは少し休んでいて。心の休養よ！」

　ルチアはノートを両手で抱だきしめるように持つと、そのままユリウスを追いかけるために部屋を出た。




　太陽が沈しずみ、蠟ろう燭そくの炎ほのおで照らされた薄うす暗ぐらい廊ろう下かは静かすぎて不気味な雰囲気だ。

　どうせ役立たずの王女の部屋の近くに使用人なんていない。ルチアはドレスが乱れるのもかまわずに走り出した。

「もうっ、ユリウスったら歩くのが速すぎるわ」

　長い廊下をひたすら進み、息を切らした頃ころに漸ようやくルチアはユリウスの淡あわい金きん髪ぱつを見つける。声をかけようと息を吸うが、ユリウスが誰だれかと話している様子だったので、既すんでのところで飲み込んだ。

「ユリウス様、これから一いつ緒しよに食事でもどうですか？」

　女性特有の高い声には、甘あまったるい響ひびきが混じる。

　こっそりと窺うかがえば、ユリウスの話し相手は年若い侍女のようだった。

（ユリウスが逢あい引びき!?　意外ね。もっと堅かた物ぶつだと思っていたわ）

　いけないことだと思っていても、好こう奇き心が勝まさったルチアは忍び足で近づき、物もの陰かげに隠かくれて聞き耳を立てる。

「明日も姫の授業がありますので、その準備を今からしなくてはなりません」

「大変ですよねぇ。あの王女様に王妃教育なんて……」

「私は大役を仰おおせつかったと思っておりますが」

　ルチアといる時とは違って、ユリウスは事務的で冷たい口調だ。

「ふふっ、ユリウス様は優やさしいですね。婚こん約やく破は棄きされた王女が、まともな国に嫁とつげる訳がないのに教育してあげるなんて。本当はやりたくなかったでしょうに」

　ドキンッと心臓が強く跳はねる。ルチアはノートを強く握にぎりながら、膝ひざを抱かかえて蹲うずくまった。

「あなたはどうしてそう思われるのです？」

「だって、ユリウス様は国政に参加したかったのでしょう？　みんな言っています。留学経験もあって、資金力もあるレンフィールド男爵が新興貴族派になるのを王妃殿でん下かが恐れて、役立たずの王女の教育係にして経歴に傷をつけたって」

「確かに国政への参加を望んだことはありますね」

　ユリウスは否定もせず、先ほどとは一転して侍女に柔やわらかな笑みを向ける。

「食事のお誘さそいはまだ有効ですか？」

「もちろん！　ユリウス様と食事できるなんて夢みたい！」

　侍女は蕩とろけるような笑みを浮かべてユリウスに擦すり寄よる。彼かの女じよが親しげに腕うでを絡からめても、ユリウスは咎とがめることはしない。

「私も、あなたのような賢い女性と食事できるなんて嬉うれしいですよ」

　そう言ってユリウスは侍女を伴ともなって、そのまま闇やみの中に消えていく。







　ルチアはフラフラと立ち上がると、誰もいなくなった廊下で壁かべにもたれた。

「最初から分かっていたじゃない。わたしみたいな役立たずの王女に、誰も期待なんかしないって」

　失望されるのも、必要とされないのも、諦めることも慣れている。だけど何故か、胸の奥が締しめつけられるように痛む。

「……分かっていたはずなのに……」

　ユリウスは、周りの見えていなかった幼いルチアを馬鹿姫だと言って軽けい蔑べつしていた。

　それでも彼は無知で愚おろかだったルチアを叱しつ責せきして、道を示してくれた。それはルチアを苦しめたが、同時に救ってもくれた。

「……だから、わたしは馬鹿姫なのよ。どれほど願っても、見かけが雪の精霊に似ていても、わたしは、力のない王女に過ぎない。何も……変えることはできないのよ」

　ルチアの手を取ってくれるはずがない。そう分かっていたはずなのに。

　ユリウスのことを身内のように思ってしまっていた。彼には彼の望みがあるというのに。

「わたしからユリウスを解放してあげなくてはね。それぐらいしか……わたしにはできないから」

　ルチアは無表情のまま一筋の涙なみだを零こぼす。

　よれたノートを抱きしめたまま、震ふるえる足をのろのろと動かして自室へと戻もどった。
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　次の日。ユリウスはいつも通りの時間にルチアの部屋を訪おとずれた。

　彼の本音を知ってしまったからか、ルチアはぎこちない態度で彼に接してしまう。

　メルヴィナはそれを見て何か言いたげにしているが、ユリウスが追及することはないので、黙だまって壁際に控えていた。

「姫、やり直しです」

「軍事学なんて、王妃に必要ないと思うのだけど」

「何度も言いましたでしょう？　王にもしもの時があれば、王妃が軍事的決定を下さねばならない事態になるかもしれません。王妃が兵を率いて戦ったという実例もいくつかあります。いざその時になって、学んでおけばよかったでは済まされないのです」

「……分かったわ」

　ルチアは返へん却きやくされた戦術論の答案を眺ながめた。

　出された課題は、南方地域での戦術を考えろというもの。籠ろう城じよう戦せんではなく、遮しや蔽へい物ぶつのない草原が戦場。兵力は敵軍よりも少ないという条件付きだ。

「敵の意表を突つくいい作戦だと思ったんだけど……」

「百頭の象を敵軍と衝しよう突とつさせるでしたか。確かに私にも考えつかない斬ざん新しんな戦術です。ですが、象はどこで調達するのです？　野生の象は凶きよう暴ぼうなので、捕つかまえるのも大変ですよ。それに、象を維い持じ管理するのに相当な費用がかかります。象よりも味方の兵士に予算を使ってください」

「またお金？　武器を買うよりも兵ひよう糧ろうを買いなさいとか、軍事というよりも経営を学んでいるようだわ」

「軍事と資金は切きり離はなせません。姫の言う通り、軍の維持と統とう率そつは経営に通じるものがあります」

　ユリウスは白紙をルチアの机の上に置いた。

「先ほども言った通り、姫の動物を使うという発想自体は素す晴ばらしいです。昔、騎き馬ば隊の大軍に発情期の牝ひん馬ばを放り込んで壊かい滅めつさせたという実例もありますから。姫は奇き襲しゆう作戦の立案が得意なのかもしれませんね」

「……やればいいのでしょう？」

　ルチアは羽根ペンを取ると、再び戦術を考える。

　しかし同時に、やるせない思いが脳のう裏りを掠かすめた。

（……ユリウスとの授業も今日で最後にしなくてはね）

　ルチアは彼を解放すると決めた。

　国政に参加したいというのなら、その望みを叶かなえてあげられたらと思う。ルチアは何もできないけれど、ユリウスならきっと……この国の助けになってくれる。

　破は滅めつの道を進むこのノースロップ王国の終しゆう焉えんを、少しは良いものにできるかもしれない。

「姫？　どうしました。先ほどから集中力が切れているようですが」

「そうね。ごめんなさい、ユリウス」

　上の空になっていたルチアは、力なく謝罪する。

「ルチア様、一息ついてはどうです？」

　見かねたメルヴィナが、机の上に甘い香かおりのするミルクティーを置く。

　すると、ユリウスは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「メルヴィナ、今は授業中で──」

「あーら！　わたくしはルチア様に言っているんですの。教師風ふ情ぜいは黙っていてくださる？」

「私は王妃殿下から、姫に王妃教育を叩たたき込こむように命令されています。休憩の管理も私の仕事。あなたは黙っていてください」
















「だから教師風情と言うんですの。わたくしは侍女であり、ルチア様の大親友。体調管理はお手の物ですわ。だから、わたくしのすることに口を出さないでくださいまし」

「いいえ。まだ授業が予定の半分ほどしか進んでいません。休憩には早いです」

　バチバチと火花を散らすユリウスとメルヴィナを見て、すっかり慣れてしまった日常に戻ったように感じ、ルチアは膝の上で拳こぶしを握る。

「ねえ、ユリウス。明日の授業は休みにしてくれない？」

　最悪のタイミングで、ルチアはユリウスが一番苛いら立だつであろう言葉を放つ。

　狙ねらい通り、彼は信じられないとばかりに眉まゆを顰ひそめた。

「姫……以前、王妃教育の計画はお伝えしたはずですが？　一分一秒が惜おしいことぐらい分かるでしょう。休むなんて許されません。ご自分の立場を弁わきまえてください」

「一日ぐらい休みをくれたっていいでしょう？　ユリウスの分からず屋」

「……姫？」

　黙りこくったルチアに、ユリウスは怪け訝げんな目を向けた。

　鼻の奥おくがツンと痛み、ルチアの視界がぼやける。

　このままでは駄だ目めだ。泣きそうなことを彼に悟さとられてはいけない。

　ルチアはユリウスに徹てつ底てい的てきに失望されなくてはならないのだから。

「どんなに取とり繕つくろっても、わたしは我わが儘ままな馬鹿姫よ。それを変えることなんて誰にもできないわ。もうユリウスの言うことなんて何一つ聞かないんだから。それが不満だというのなら解かい雇こよ！　出て行ってよ。わたしの前から消えて！」

　ルチアは涙交じりに叫さけぶ。

　自分でも支し離り滅めつ裂れつなことを言っている自覚はあるが、それでいいのだ。頭のおかしい役立たずの王女に解雇されたとなれば、王宮内でも同情されるに違いない。ユリウスの大きな失点にはならないはずだ。

「……姫、泣いているのですか？」

　ユリウスは恐る恐る手を伸のばす。

　それを叩はたき落とすと、ルチアはドレスの裾すそで強く目を擦こすった。

「怒いかりの涙よ。あなたが出て行かないのなら、わたしが出て行くから！」

　これ以上感情を抑おさえられなくなると、みっともないことを口に出してしまいそうだと感じたルチアは、勢いよく部屋を飛び出した。

「──姫！」

　最後にユリウスの声が聞こえたが、ルチアは振り向かなかった。

　怒りか、失望か、嘲あざけりか。彼の表情を想像したくない。

　いずれにしても、ユリウスがルチアの前に現れることはもうないだろう。
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　大きなエメラルドの瞳ひとみに痛々しいほどの涙なみだを浮うかべ、ルチアはユリウスへ叫さけぶと逃にげるように部屋から出て行ってしまう。

　孤こ児じ院いんで見けん当とう違ちがいの八つ当たりをしてしまってからというもの、ルチアの様子がどこかよそよそしくなったのはユリウスも分かっていた。

　ますます嫌きらわれてしまったと思っていたユリウスだったが、少しずつ元の調子に戻もどっていけていると感じていた矢先に、ルチアが怒おこり出してしまった。

　思いの外、ルチアに解かい雇こすると言われたことに動どう揺ようしてしまったようで、ユリウスは追いかけるのを躊躇ためらってしまう。

　迷いに迷って、数分経たってから漸ようやくルチアを追いかけようとするが、メルヴィナがそれを許さなかった。

「今はルチア様を一人にしてくださいませ。少しすれば落ち着くと思いますから」

　口調は丁てい寧ねいだが、メルヴィナはユリウスの腕うでを力強く摑つかんで放さない。

「いい機会です、ユリウスさん。何を企たくらんでいるのか、キリキリ話してくださいませ」

「そんなことよりも、今は姫ひめを追いかけるのが先でしょう」

「大だい丈じよう夫ぶですわ。どうせ、王都へ気分転てん換かんに出かけたのでしょう」

「姫には専属の護衛がいないのですよ！　早く追いかけねば」

「大丈夫と言ったでしょう！　ミドルトン子し爵しやく家けの者が隠かくれて護衛していますので、ルチア様の安全は保証しますわ」

　ハッキリとしたメルヴィナの物言いに、ユリウスは訝いぶかしむ。

「……何な故ぜ、そこまで姫にミドルトン子爵家が肩かた入いれするのです？」

　ルチアは庶しよ民みんの間では人気があるが、社交界では取り入る旨うま味みもないため、蔑ないがしろにされている。そんな中で、新興貴族で一番の成り上がりを果たしたミドルトン子爵家が、ルチアに取り入り守る理由が見つからなかった。

「ミドルトン子爵家は、ルチア様が希望ルチアの名を持ち生まれた時から、仕え支えると決めていました。尤もつとも、わたくしはルチア様が大好きだから味方するのですけど」

　メルヴィナはこれ以上話す気はないと、ユリウスから視線を外す。

　そして机の一番上の引き出しを無ぶ遠えん慮りよに開けると、二重底になっている板を外して一枚の手紙を取り出した。

「これはルチア様の遺書ですわ」

「……遺書、ですか」

　ユリウスは目を見開き、その手紙に手を伸のばそうとするが、それを目め敏ざとく察したメルヴィナが引き出しに戻してしまう。

「勝手に読まないでくださる？　個人情報ですわ。部外者が読んでいいものではありません」

「侍じ女じよのあなたは読んだのでしょう？　それならば、私が読んでも差さし支つかえないと思いますが」

「教師風ふ情ぜいのあなたと一いつ緒しよにしないでくださいませ。わたくしはルチア様の大親友ですから……それに、読んで気持ちのいいものではありませんわ」

　メルヴィナは目を伏ふせて語り出す。

「初めて会ったルチア様は、我わが儘ままで人の気持ちの分からない嫌いやな女の子でしたわ。でも、ユリウスさんに出会って大きく変わりました。努力して、立派な王女たろうとした。そんな姿を見て……悔くやしいですけど、わたくしはルチア様が大好きになったのですわ」

「……私の身分を弁わきまえない一言が、姫を変えたのですね……」

　婚こん約やく者しやの王子に罵ば倒とうされても、貴族たちに嘲ちよう笑しようされても、母親に失望されても、幼いルチアは決して王女の矜きよう持じを曲げなかった。

　腐くさりゆく国と王おう侯こう貴族。そんな中で、背筋を懸けん命めいに伸ばして国を誇ほこりに思う小さな姫が、ユリウスにはとても眩まぶしく思えたのだ。

「あまり調子に乗らないでくださる？　ルチア様自身が努力した結果であって、あなたはきっかけに過ぎないのですから」

「……確かに、成り上がり貴族が姫を変えたなどと思っては、身みの程ほど知しらずです」

「そうですわ！　骨の髄ずいまで反省してくださいませ」

　野の良ら猫ねこでも追い出すかのように、メルヴィナは手を払はらう。

「……前から思っていたのですが、メルヴィナは私を嫌いだということを隠しませんね」

「好かれる要素があるとでも思っていらっしゃるの？　ルチア様を利用しようとしているくせに、めでたい頭ですわね」

　メルヴィナは辛しん辣らつにそう言うと、ユリウスを睨にらみ上げる。

「利用しようだなんて思っていません」

「信じられませんわ。だって、王おう妃ひ教育と言ってあなたがルチア様に施ほどこしているのは──王になるための教育ではないですか」

「おや？　気づいておられましたか」

「当たり前でしょう。あなたの適当な言い訳で騙だまされるのは、純じゆん粋すいなルチア様ぐらいですわ」

　メルヴィナはエプロンのポケットからフォークを取り出すと、その先せん端たんをユリウスへ向けた。

「これは警告ですわ。中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちでルチア様に近づくのなら、わたくしが許しません」

「……そうですね。そろそろ見み極きわめるのはやめにすることにしましょう」

　この腐り落ちかけた王宮で、王妃に疎うとまれ、貴族に蔑さげすまれ、それでもルチアは必死に自分の立場を守り戦っていた。その心根は生きにくそうなまでに真まっ直すぐなままで、思わず手を伸ばしたくなるぐらい美しい。

「……ルチア様の遺書の話に戻りますけど、自じ堕だ落らくな他の王族たちとは違い、ルチア様は近い将来革命が起こることを正しく理解されていますわ。自分が処しよ刑けいされる運命を受け入れているのです」

「確かに、このままだと革命によって姫が処刑される未来は、確実なものとなるでしょう」

　いくら王妃教育を施したところで、他国にはノースロップ王国の情勢不安は伝わっているのだから、ルチアが他国に嫁とつげる可能性はゼロに近い。

　また、ユリウスは革命運動が与よ太た話ばなしではなくなっている事実を、実際にその目で見て知っていた。

「だからルチア様は自分の大切な人に感謝を伝えるために、毎週遺書を書き直すのですわ。その内容に、自分を殺すであろう民たみへの恨うらみは書かれていません。謝罪と感謝。そして、わたくしとあなたには親愛の言葉を残しています」

「再会して数ヶ月の私に、ですか？」

　ルチアの中に自分の存在があるとは思っていなかったため、ユリウスは目をぱちくりとさせた。

　それと同時に、乾かわききった心に清らかな水が染しみ渡わたるような感覚を覚える。

　真っ直ぐに国民を愛するルチアに感謝されるのは、とても光栄なことに思えた。

「でも来週には、あなたのことなんて一つも書かれていないかもしれませんわね。だって、解雇ですもの。これからは教師でもない、正しよう真しん正しよう銘めい赤の他人ですわ」

　メルヴィナは意地の悪い笑えみを浮かべる。

　ユリウスは行ぎよう儀ぎ悪く舌打ちをした。

「……メルヴィナ。姫の様子がおかしいこともすべて知っていたのでしょう？　どうして姫の暴走を止めなかったのですか。王妃教育を放り出して、勝手に教師を解雇したとなれば、姫の立場が危あやうくなるのは分かっているでしょう？」

　侍女だったら、主人の意を汲くんで仲を取り持てと剣けん吞のんな視線で訴うつたえかけるが、メルヴィナは気にする様子もない。

「そうなれば、ルチア様を王族の身分から解放することができますわ。ミドルトン子爵家が責任を持ってお守りいたします」

「姫はそれを望まないでしょう。あの方は、最後まで王族の責務を果たすつもりです」

「それではルチア様が処刑されてしまいますわ。蔑ろにしてきた奴やつらによって国を壊こわされ、愛した者たちに望まれて殺される。それが本当に幸せだと言えますの？」

「そんな結末を、私が姫に迎むかえさせたりしません！」

　思わず出たその言葉に、ユリウスはハッと息を吞のむ。

　そして奇くしくも自覚した。

　ユリウスの中でルチアの存在はいつの間にか大きくなり、彼女を助け、力になりたいとまで思っていたのだ。ルチアの輝かがやきに、すでにユリウスは搦からめ取られていた。

「姫は、思っていた以上に大物なのかもしれませんね」

「……あなたなんて、ルチア様に嫌われてしまえばいいんですの。ルチア様の魅み力りよくを語るなんて、百年早いですわ」

「では、姫には私と仲直りをしていただいて、快く戻って来てもらいます」

　ユリウスはそう言うと、ルチアを連れ戻すために王都へと向かった。
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　ルチアはユリウスから逃げ出した後、王宮の外れにある忘れ去られた図書室へやって来た。

　その図書室の奥おくにある埃ほこりを被かぶった本ほん棚だなの前に立つと、一ひと際きわ分厚い本をルチアは取り出した。すると、ギギギッと木材が軋きしむ音が響ひびき、本棚が動き出す。

　現れたのは、石で補強された真っ暗な道。壁かべは湿しつ気けで苔こけが生えてしっとりとしている。時折、蜘く蛛もの巣すが行く手を阻はばむが、ルチアはそれを怖こわがることもなく手で払い、慣れた足取りで進んでいく。靴くつ音おとだけが長い通路の中で反はん響きようした。

「やっぱりここは楽しいわ。まるで物語に出てくる迷めい宮きゆうみたい」

　この道はおそらく、王宮へ攻め込む敵から王族が逃げるための隠し通路だ。

　婚約破は棄きされてからのルチアは王宮で蔑ろにされることが多かったが、それと同時にある程度の自由も得ることができた。そして五年前、大好きな冒ぼう険けん物語の主人公に憧あこがれて、王宮をこっそり探たん索さくしていた時にこの隠し通路を見つけたのだ。

「……やっと抜ぬけられたわ」

　ルチアは眩しい陽光に目を細めながら、出口の扉とびらを開けた。

　そこは埋うめ立たてられたように見せかけた古ふる井い戸どへ繫つながっていた。ルチアは靴を脱ぬぎ、ドレスをたくし上げながらロープを伝って上へと登っていく。

　古井戸から出ると、そこには鬱うつ蒼そうとした草が生おい茂しげり、近くには小さな廃はい屋おくがあった。

「急いで着き替がえましょう」

　廃屋に隠していた大きな木箱の中から服や靴、帽ぼう子しを取り出すと、それを急いで身につけていく。

　そして古ぼけた鉄の腕うで輪わをすると、ルチアの髪かみと瞳の色が凡ぼん庸ような栗くり色いろに染まる。この変化は腕輪に組み込まれた魔ま術じゆつによるもの。腕輪はルチアが王宮の宝ほう物もつ庫こから勝手に持ち出した魔ま道どう具ぐで、見た目に反して変装にとても有用な物で重宝している。

　仕上げに太い銀ぎん縁ぶちの眼鏡をかけると、ルチアは王都へと向かった。










　先日訪おとずれた孤児院の辺りとは違い、王都の中心部分はまだ活気に満ちあふれていた。

　しかし、地方は孤児院の辺りよりも酷ひどい有あり様さまらしい。商人出身の新興貴族が王都の税率を極きよく端たんに下げる提案をしたため、人や物資が王都の商人へ一極集中してしまったのだ。王都の一部の繁はん栄えいは、貧ひん民みんの苦しみの上に成り立っているのである。

「……ここまで来れば、ユリウスに会うこともないわ」

　ルチアは大衆食堂で果実水を飲みながら、小さく溜ため息いきを吐ついた。

「勝手に怒って、勝手に出て行って……時間を無む駄だにして。ユリウスもさぞ迷めい惑わくだったでしょうね。でもこれで、彼かれは自由。望みに向かって邁まい進しんできるわ」

　もっと違うやり方があったのではないか。そう思う気持ちもある。

　ルチアは木製のカップの縁ふちをなぞり、何度目か分からない溜息を吐いた。

「……救いようもないほど、嫌われてしまったわ」

「誰だれに嫌われたんだ？」

　突とつ然ぜん、ルチアの向かい側に青年が座すわった。

　ルチアは驚おどろくが、彼が顔見知りだということに気づいて肩の力を抜いた。

「こんにちは、クライヴ」

　クライヴは城下町の住人で、ルチアの二つ年上。髪は少し癖くせのある黒くろ髪かみで、あちこち跳はねている。だからといって野や暮ぼったい印象はなく、精せい悍かんな顔立ちをしていて、それが笑うとクシャッと崩くずれるところが男性だが可愛かわいらしく見えた。

　彼は社交的で、困っている人がいれば必ず助けに行くような優やさしい性格だ。

　初めて王都へお忍しのびで来た時に、スリに遭あったルチアを助けてくれた。それがきっかけで、彼とは友人として交流している。

「うん。こんにちは、ルチア」

　クライヴは人ひと懐なつっこい笑みを浮かべると、葡ぶ萄どう酒しゆの入ったジョッキをテーブルに置いた。

　ルチアはそれを怪け訝げんな目で見る。

「昼間から飲んでいるの？　ついに碌ろくでなしの仲間入りをしたんでしょう」

　クライヴの短所。それは仕事をサボって昼間から遊び歩くところだ。王都へお忍びに来れば、必ず声をかけられているので、いつ仕事を首にされるかとルチアは心配していた。

「そ、そんなことあるはずないだろ。心配しなくても、今日の仕事は終わったよ。ああ、安い葡萄酒が身体に染み渡るねぇ」

「ふふっ。真面目に仕事をしなさいよね」

　一気に葡萄酒を飲み干したクライヴを見て、ルチアは笑みを零こぼす。

「やっと笑ったな。久しぶりに店へ来たかと思ったら、ずっと辛しん気きくさい顔でブツブツ独り言を呟つぶやいているし、心配したぞ」

　クライヴはルチアの髪を、上からグシャグシャとかき回す。

「ちょ、ちょっと。やめなさい！　女性の髪に許可なく触ふれるなんて、極きよつ刑けいものよ！」

「やめて欲ほしかったら、悩なやみをオレに相談してみろよ」

「分かったから、もうやめて！」

　事情を話すのは少し気が引けたが、クライヴはこの王都で出会った初めての友人だ。

　王女であることは話せないが、ただの町まち娘むすめとしてなら相談してもいいかもしれない。

　ルチアはクライヴの手をどけると、乱れた髪とズレた眼鏡を元に戻した。

「実はわたし、花はな嫁よめ修しゆ業ぎようをしているんだけど……」

「は、花嫁修業!?」

　王妃教育と言う訳にはいかないので、花嫁修業に置おき換かえると、クライヴは素すっ頓とん狂きような声を上げて仰のけ反ぞった。

「……おかしい？」

「少し早い気もするが……確かに、ルチアと同じ名前で同じ歳としの王女にも結けつ婚こんの話が出ているぐらいだし……ああ、でもやっぱり早すぎる！」

　平民が王族と同じ名前をつけるのは、それほど珍めずらしくない。

　そのため、ルチアはお忍びでも偽ぎ名めいを名乗ったりしていなかった。

（あれ？　わたしが他国へ嫁ぐかもしれないことは、もう国民に伝わっているのね）

　まだ確定事じ項こうではないのに、結婚話が広がっているとは思いもしなかった。クライヴのあわてふためく顔から見て、どこかの貴族が面おも白しろ半はん分ぶんに噂うわさを流したのだろう。

「も、もしかして……好きでもない男へ嫁がなくちゃいけないとか!?」

「いいえ、まだ相手も決まっていないわ。問題は花嫁修業の教師の方よ」

　妙みように興奮しているクライヴを、ルチアは半目で見た。

「もしかして、覚えが悪いと鞭むちで打たれたりしているのか!?」

「わたしの教師は覚えが悪ければ、日付が変わるまでとことん教えてくれるわ。授業計画は緻ち密みつで、毎日朝の八時から食事以外の時間は休みなく勉強させるし、眠ねむりそうになったら死ぬほど苦い栄えい養よう剤ざいを飲ませて目を覚まさせてくれるわ。文字の書きすぎで腱けん鞘しよう炎えんになりそうになったら冷たい湿しつ布ぷを腕に貼はってくれるし、教師としては申し分ない──」

「それ騙されてるよ！　どれだけ厳しい花嫁修業なんだ……結婚相手が決まっていないなら、そんなに詰つめ込こむ必要ないじゃないか。庶民の結婚と違って、君の結婚は時間がかかるだろうし……猶ゆう予よ期間はあるだろう？」

「え？　クライヴ、わたしはその……普ふ通つうの町娘よ！」

　正体が見破られたのかと思い、ルチアは焦あせりを含ふくんだ口調で言った。

　クライヴは、やれやれと呆あきれたように手を振ふる。

「いくら町娘の格好をしていても所作が綺き麗れいだし、言葉はお上品だし、よく見ていれば分かるよ。ルチアが大おお商人あきんどの娘だってことぐらいな！」

「…………え？」

　ルチアは目をパチパチと瞬まばたかせる。

　クライヴは得意げに話し続けた。

「ルチアって本当に抜けているよな。お忍びに来るなら、もうちょっと正体を隠さないと」

「え、ええ……そうね」

　ルチアはてっきり、自分の溢あふれんばかりの王族オーラを感じ取られていたのかと思った。

　しかし、状じよう況きようは違った。

（ふ、複雑だわ……！）

　王女と見破られなかったことを喜ぶべきなのか、それとも無礼者と憤いきどおるべきなのか。王女心はちょっぴり傷ついていた。

「それで、その鬼き畜ちくな教師にいたぶられて逃げてきたのか？　あ、でも嫌われてるって……」

「あの人は継まま母ははに命令されて、わたしの教師をしてくれているの。とてもいい人よ。わたしを嫌うのは当たり前なのに、それを表に出さないもの。とても尊敬しているわ」

「ルチア、勉強ばかりして碌に睡すい眠みんもとっていなかったから、思考力が低下しているんじゃないか？　その教師、百歩譲ゆずっても鬼畜だぞ。ほら、隈くまができてる」

　クライヴはそう言うと、ルチアの目の下を優しくなぞった。

「嫌いだって直接言われたのか？」

「いいえ。でも、わたしはあの人に酷いことを言ったもの。顔を見たくないほど嫌われているはずだわ」

「それなら、まだ希望はあるだろ。悪いと思ったのなら誠心誠意謝あやまれ。大たい概がいのことはそれでなんとかなる」

　チクリと痛む胸を押おさえて、ルチアは無理に笑みを作る。

「そうね。気持ちが落ち着いたら謝ってみるわ」

「駄だ目めそうだったら、オレに相談しろよ。必ず力になってやるから」

「クライヴはいつも暇ひまそうだものね。確かに、相談相手にはピッタリだわ。そう言えば、クライヴはどんな仕事をしているの？」

　もう五年の付き合いになるが、ルチアはクライヴのことをよく知らない。彼の周りの人に聞くかぎり、どこかで秘書や買い付けの仕事をしているらしいとのことだが、胡う散さん臭くさいことこの上ない。

　密ひそかにルチアは、クライヴは無職なのではないかと疑っていた。

「オレのことが気になるの？　気になっちゃうの！　そうだな。オレは差さし詰ずめ、弱者の味方かな。困っている人を助けることを生なり業わいとしているし」

「とてつもなく胡散臭いわ。正直に言っていいのよ。碌でなし……もしくは働く女性に寄生するヒモだって」

「酷い！　こう見えて結構稼かせいでいるのに」

「はいはい。妄もう想そうが現実になるといいわね」

「事実なのに！」

　ルチアが軽くあしらうと、クライヴは涙目でテーブルに突つっ伏ぷした。

　そして何か思い出したかのように、口を尖とがらせて上うわ目め遣づかいでルチアを見る。

「そうだ。ルチアもいい加減話してくれよ」

「何を？」

「どこの商会の娘なんだ？　あと名前も。ルチアってどうせ偽名なんだろ。お忍びで本名を使う奴なんて、余よ程ほど危機感の足りないアホだろうし」
















　半笑いでそう言ったクライヴに制裁を加えるべく、ルチアは彼の襟えり首くびを摑んで思い切り揺ゆさぶった。

「アホはあなたよ！」

　偽名は咄とつ嗟さに反応することが難しいし、王都に来る時は大たい抵てい落ち込んだり、何かに迷ったりした時だ。どうせなら、本当の名前で人の優しさに触れたいと思うのは、いけないことなのだろうか。

　伝統的で好まれる名前だし、特とく徴ちよう的な髪と瞳さえ変えてしまえば、正体に気づかれることはないはずだ。……決して、アホ呼ばわりに腹が立った訳ではない。

「い、いきなり不ぶ躾しつけに聞いて悪かったよ。でも、本当の名前で呼びたいし……いつか、君を迎えに行きたいから……」

「はあ？　何よ、迎えに行くって。まさか、わたしを通じて営業をかけようって魂こん胆たんなの!?　取引先は自分の力でもぎ取ってきなさいよ、このダメ男！」

　襟首を摑む手に力がこもる。

　理り不ふ尽じんな怒いかりを感じ取ったのか、クライヴは焦った様子でルチアの肩を摑んだ。そして、何か決意のこもった瞳でルチアを射い貫ぬく。

「違う、違うから！　オレはただ純粋に、君のことが好────」

「……彼女から離はなれていただけますか」

　冷たく機械的な声がしたかと思えば、ルチアのお腹なかに腕が回されて、クライヴからぐっと引き離される。

　恐おそる恐おそる見上げれば、すぐ間近にユリウスの険しい顔があった。

「ユ、ユリウス……どうしてここに……？」

「逃げ出した生徒を迎えに行くのに、理由などいりますか？」

　拘こう束そくする腕にキュッと力が込められる。

　ルチアは困こん惑わくして、その腕を振ふり解ほどこうとした。

「放してよ！」

「そうだ、ルチアを放せ！　花嫁修業の教師が若い男なんておかしい。お前は何者だ……！」

「……花嫁修業？」

　ジロリとユリウスはルチアを見下ろすと、小さく溜息を吐いた。

「彼女は私の婚約者なので。どこの馬の骨とも分からないあなたに渡す訳にはいきません」

「「こ、婚約者ぁ!?」」

　ルチアとクライヴは揃そろって叫んだ。

　ユリウスは眉み間けんを揉もみながら、そっとルチアの耳元で囁ささやく。

「どうして話を合わせないんですか……！」

「そんな打ち合わせもなしに言われても……そもそも、どうして婚約者のふりなんか？」

「…………その方が、話が早いからです」

　ルチアがこてんと首を傾かしげると、ユリウスは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をする。

　密着してコソコソと話すユリウスとルチアに耐たえられなくなったクライヴは、顔を真っ赤にして激げき昂こうする。

「その様子だと、ルチアはお前が婚約者だって知らなかったみたいだな。教師として近づいて、ルチアを自分好みの嫁よめに育てようって魂胆か!?　変態じゃねーか！」

「変態？　私に下心なんてありませんよ。だいたい、見てみなさい。まだまだ彼女は子どもじゃないですか」

　ユリウスはルチアを指さしながら、失礼なことをのたまった。

　ルチアは震ふるえながら、自分の胸をペタペタと触さわる。

「確かに、メルヴィナと比べるとちょっと発育不良に見えるかもしれないけど……もう、結婚を許される年ねん齢れいだし、数年後には誰もが憧れるようなスタイルを持った、絶世の美女になっている予定なのよ！」

「「いや、それは無理かと……」」

　ユリウスとクライヴは声を揃えて呟いた。

「うるさい！　もう、ユリウスとクライヴなんて知らないんだから！」

　ルチアはユリウスの腕を振り払うと、そのまま全速力で駆かけだした。

　乙女おとめを蔑ろにする奴らは滅ほろべばいい。




　ルチアが大通りを全力疾しつ走そうしていると、グッと左腕を摑まれた。

「……姫。意外と足が速いのですね。追いつくのが大変でした……」

　振り返れば、息を切らしたユリウスが必死な顔でルチアを見ている。

「ユリウス……どうして追いかけてきたの？　クライヴは？」

「あの青年は急に仕事が入ったとかで……散々暴言を吐いた後に、どこかへ行きました」

「そう。……ねえ、ユリウス。どうして、わたしを追いかけてきたの？　あなたを解雇するって言ったでしょう」

「別に私は姫に不満はないので、解雇される謂いわれはありません」

「でも、ユリウスはわたしの教師なんて辞やめたいでしょう？　だから──」

「それも私が決めます。姫、どうか私に機会をください。あなたのことが知りたい……そして、俺のことも知って欲しいんです」

　まるで懇こん願がんするかのような響きに、ルチアは怖こわ々ごわと頷うなずいた。




　ルチアがユリウスに連れて来られたのは、王宮の近くにある宿屋だった。

　古くもないが、特別豪ごう華かでもない。家族連れや着き飾かざった女性の姿は見えず、泊とまっているのは仕事で王都へ来ているような男性客ばかりだった。

　ユリウスはカウンターで部屋の鍵かぎを受け取ると、そのまま慣れた足取りで階段を上っていく。そして一番奥の部屋の鍵を開けた。

「俺が今住んでいる部屋です。狭せまくて汚きたないですが、誰にも邪じや魔まされずに話せるのがこの部屋しか思いつかなかったので、我が慢まんしてくださると助かります」

　部屋に入ると、インクの匂においが鼻をくすぐる。

　ユリウスの申しん告こく通どおり、部屋の中はお世辞にも綺麗とは言えなかった。古書が至る所に山積みになっており、折れた羽根ペンや書きかけの紙が散らばっている。

「王宮の客室じゃなくて、どうして宿屋に住んでいるの？」

「俺は金で爵しやく位いを買った貴族ですし、元は平民です。王宮の空気には馴な染じめないんですよ」

　ユリウスは苦く笑しようすると、唯ゆい一いつ物の置かれていないソファーへとルチアを促うながす。

「本当は未み婚こんの姫をこんなところに連れてきて、男と二人きりにさせるのは良くないのですが……今日だけは許してください。ああ、もちろん。万が一にも姫に手を出したりはしないので安心してください。興味はありませんので」

「礼儀正しいのか失礼なのか、どっちかに統一しなさいよ」

「以後気をつけます」

　そう言ってユリウスは跪ひざまずくようにルチアを見上げると、重苦しく口を開く。

「姫と俺の間には、誤解があるのだと思います」

「誤解？」

「ええ。誤解を解きたいだけではありません。俺のことを姫に知って欲しい。そして、姫のありのままの本心も知りたい。不敬でしょうか？」

　ルチアは一度目を瞑つぶると、ゆっくりと思考する。

　ユリウスが何を考えているのか分からない。けれど、彼はルチアを知ろうとしてくれている。どんな理由があるのかは分からないが、こんなふうに自分の思いを知りたいと真っ直ぐに言ってくれた人は初めてだ。

　それならば、誰にも話したことのないルチアのすべてを曝さらけ出だしてもいいかもしれない。

　みっともなくて、矮わい小しようで、欲深い愚ぐ物ぶつたる自分だが、そのすべてを知る人間が一人ぐらいいてもいいのかもしれない。悩むのにも、嘆なげくのにも、後こう悔かいするのにも、縋すがるのにも、死を粛しゆく々しゆくと待つのにもルチアは疲つかれていた。

「いいわよ。でも、お互たがいに噓うそは一いつ切さい吐つかない。それを約束できないのなら、この話はなかったことにするわよ」

「仰おおせのままに。……しかし、なんだか今の姫の姿だと調子が狂くるいますね」

「どうして、わたしを見つけられたの？　変装だってしているのに……」

「分かりますよ。髪や瞳の色が異なっても、身長や仕草、何より、笑った顔が姫のままでしたから」

「何よ、それ」

　調子が狂ったのは、ルチアの方だ。赤くなった頰ほおを隠すように俯うつむく。

「しかし、瞳と髪の色はどうやって変えているのでしょう。姫は魔術が苦手ですし……ああ、この腕輪ですね」

　ユリウスは微笑ほほえむとルチアの華きや奢しやな腕を優しく握にぎり、魔道具である腕輪を外した。

　それと同時に、ルチアの髪と瞳の色が淡あわい菫すみれ色いろの髪と碧へき眼がんに戻る。ついでとばかりに、変装用の眼鏡も取り払われた。

「やはり、こちらの姫の方がいいですね。少し気品が出て、馬ば鹿かっぽさが隠されるといいますか」

「とても失礼なことを言われている気がするのだけど。そこはどちらの髪の色でも美しいと褒ほめ称たたえるべきではないの？」

「噓を吐かないと約束しましたので」

「噓じゃなくて、淑しゆく女じよに対する気き遣づかいよ！」

　ルチアは憤るが、ユリウスは何故か嬉うれしそうに笑っていた。

「……わたしは怒っているのだけど」

「申し訳ありません。姫とまたこうして話すのが楽しくて。身分の高い方をからかうことができるなんて、思いもしませんでした。姫は気位が高いのに親しみやすい不思議な方です」

　ユリウスの優しげな双そう眸ぼうから逃のがれるように、ルチアは顔を背そむけた。

「ふん。時々なら無礼なことも許してあげるわ」

「まあ、簡単に丸め込まれるのは、美点とは言えませんが。あと、一度懐ふところに入れた人間を大事にしすぎるところも。だからメルヴィナに粘ねん着ちやくされるのです」

「粘着？」

「自覚がないようで何よりです」

　残念な子を見るような目をすると、ユリウスは小さく溜息を吐いた。

「こんな貴重な魔道具を、よく持ち出すことができましたね」

　彼は変身の魔道具を手で転がすと、自分の腕に嵌はめた。しかし、魔ま力りよくがないからか、ルチアのような変化は訪れない。

「王妃様は魔力がないから、古いだけの腕輪だと思っていたみたい。宝石も付いていないし、興味がないのだと思うわ。わたしが持っているのも気がついてないようだし」

「常々思っていましたが、この国の王妃は見る目のない方だ」

　ユリウスは腕輪を丁てい重ちようにテーブルの上に置くと、軽く咳せき払ばらいをした。

　そして、ルチアに問いかける。

「早さつ速そく姫に伺うかがいたいのですが、最近、俺に対してよそよそしかったのは何故ですか……？」

「それを聞くの!?」

　ルチアは狼狽うろたえるが、ユリウスはその様子をジッと見つめるだけ。

　その眼まな差ざしは、言い逃れをするのは決して許さないと言っているようだった。

「……だって、ユリウスは国政に参加したかったんでしょう？　それなのに、役立たずの王女なんかの側近になって迷惑しているって聞いたわ。だから、わたしから解放してあげなくてはと思って……」

　諦あきらめてルチアは白状した。

「もしかして、俺と侍女の会話を盗ぬすみ聞ぎきしていたのですか？　姫が接する使用人はメルヴィナ以外にはほとんどいませんし、噂話なんて仕入れるのは難しいでしょう」

「ちがっ……くはないけれど。忘れ物を届けに行ったら、こそこそ侍女とユリウスが話していたから……気になって聞いてしまうのが人間というものよ」

「開き直りもここまでくると清すが々すがしいですね」

「うるさい！　鼻の下伸ばしてデレデレしていたくせに」

「さすがにそれは記き憶おくの改かい竄ざんですよ」

　ユリウスは呆れた目をルチアに向ける。

「あの侍女とは、姫が思っているようなことは起こりませんでしたよ。噂話が随ずい分ぶんとお好きなようだったので、情報収集をするために一度食事をしただけです」

「本当に？　怪あやしいわ。メルヴィナが男性は下心と野心でできていると言っていたもの」

「噓は吐かないと約束したでしょう？　それに俺は国政に参加しに王宮に行ったんじゃありませんよ。姫を調べるために行ったんです」

「……わたしを調べるため……？」

　キョトンとしているルチアへ、ユリウスは少し気まずそうに頷いた。

「まずは俺の今までの人生を話しましょう。俺は親の顔を知らない、ありふれた孤児でした。幼い頃ころは騎士物語に憧れ、悪戯いたずら好ずきで、至って普通の子どもでしたね」

「ユリウスが騎士物語に憧れるなんて想像がつかないわ。悪戯が好きなんて、昔は可愛かったのね」

「ええ。大人を半泣きにさせる程度の可愛い悪戯でした」

「……前言撤てつ回かいよ。あなた、昔から変わっていないわね」

　ユリウスの意地悪な気質は生来のものらしい。もはや改善の余地はない。

「姫は俺が孤児だと聞いて何も思わないのですか？　孤児が王女の教師になるなんて、身の程知らずでしょう？」

「孤児であることは、わたしの教師であることと関係ないでしょう。肩書きばかりの三流の人間に教わるよりも、身分はどうあれ深い知識を教えてくれる一流の人間に教わる方が安心できるわ。少なくともわたしは、ユリウスよりも優ゆう秀しゆうな人間を知らない。あなたが教師になってくれて、とても嬉しかったわ」

　孤児だったユリウスが男だん爵しやく位いを得るまでに努力したことを、ルチアは素す直なおに尊敬した。

　平民社会も貴族社会も見てきたユリウスの幅はば広ひろい視点から得られる知識は、王族にとって計り知れない価値を持つだろう。彼は得がたい人材だ。

「……そうですね。姫は人の本質を見てくれる方でした」

「わたしは正当に評価されて褒められたいの。だから、貴族とか平民とか、男とか女とか、そんな尺度で人を見ないわ。自分がそうして欲しいから。まあ、人によっては、わたしの考え方が嫌いな人もいると思うけれど」

「俺は姫の考えが好きですよ。姫のような人がいるから、お金も後うしろ盾だてもない俺のような孤児でも留学することができたのです」

「ノースロップ王国は留学の援えん助じよなんてしていたかしら？　そんなお金があるのなら、王妃様がドレスを買かい漁あさると思うのだけど……」

　王妃たちが教育支し援えんをしたという話は聞いたことがない。

　ルチアの疑問を感じ取ったのか、ユリウスは苦笑した。

「姫が生まれてすぐに、国王陛下が試験的に留学制度を取り入れたのです。当時の国王陛下は実力主義で、身分の低い者も積極的に登用していました。その政策の一いつ環かんとして、平民の中から、特に優秀な人間を選せん抜ばつし他国へ留学させたのです」

「……知らなかったわ。お父様がそんなことをしていたなんて」

　物心がついてから、国王が政治に参加をしているところを、ルチアは見たことがない。国王は引きこもって姿を見せず、式典などに参加しても座っているだけだ。

「試験的にと言いましたでしょう？　留学できたのは、俺を含めて数人だけ。その後は留学制度の話自体立ち消えたと聞いています」

「ユリウスは何なん歳さいの時に留学をしたの？」

「八歳でした」

「八歳!?　よく留学を勝ち取れたわね」

　いくらなんでも八歳で留学は早すぎる。どれほど頭が良くともまだ大人には叶かなわないだろうし、身体もまだ小さいはずだ。精神だって未熟で、頼たよる人のいない異国の地でやっていくには難しい。

「それが俺も選考基準が分からないんです。生まれつき記憶力はいい方でしたが、他の留学候補者も同じようなものでしたし、まして俺は孤児です。後ろ盾もありませんでしたから」

「まあ、ユリウスを留学させるなんて、先見の明があるとも言えるけれど……」

「お褒めに与あずかり光栄です。俺としても、留学できてよかったと思っていますよ。そうでなければ、俺は姫に会うこともなかったでしょう」

「留学は楽しかった？」

　ルチアがそう問いかけると、ユリウスは目を細めて遠い日に想おもいを馳はせる。

「楽しい……とは、素直に思わなかったかもしれません。失敗続きでしたから。慣れない環かん境きようで必死でした。それでも夢があったので、叶えるために努力は惜おしみませんでしたね」

「ユリウスの叶えたい夢は何かしら？」

　彼が必死に努力しているところなんて、ルチアは想像がつかない。だが、ユリウスの部屋の惨さん状じようや以前渡された彼の論文から、実は陰かげで相当な努力をしていたのが分かる。

　ルチアはユリウスのことを少しだけ身近に感じた。

「俺を救い上げてくれたノースロップ王国に報むくいたいと思っていました。そのためには王族に仕えるのが一番手っ取り早いと思ったので、上流階級の振ふる舞まいを覚えたのです」

「それでダンスがあんなに上手だったのね」

「練習の時に何度相手のご婦人の足を踏ふんだか分かりません。リズム感もあまりなかったので、ステップを身体に覚えさせるのも大変でした」

　少年のユリウスが四苦八苦しながらダンスを練習している姿を想像し、微笑ましいと自然に頰が緩ゆるむ。

「姫、変なことを考えていませんか？」

「考えていないわよ！　……それで、ユリウスは夢を叶えるためにノースロップ王国へ戻って来たのよね？」

「そうですね。俺以外の留学生は異国に留まりました。十四歳の頃ですね。俺は期待に胸を膨ふくらませて国に戻り──そして失望したのです」

　酷く冷たい声でユリウスは言った。

「俺の住んでいた孤児院は国からの支援がなくなり閉へい鎖さされていました。おかげで街では犯罪に手を染める子どもが増えました。そんなことが、国中で起こっていたのです」

　実権を握った王妃は自分の利になることや、贔ひい屓きの貴族の意見ばかり取り入れ、滅め茶ちや苦く茶ちやな予算を組んでいる。教育支援の予算がほとんどなくなったのもそのせいだ。

　以前は多くの予算を教育支援に回していたため、予算がなくなると同時に孤児院を閉める貴族が急増した。今ではルチアが慰い問もんしている王都の孤児院の他には、中立派貴族の中でも財政に余よ裕ゆうのある領地でしか孤児院は運営されていないという。

「平民たちは目に見えて疲ひ弊へいしていました。俺が留学から戻る前にはノースロップ王国の良くない噂を聞くようになっていましたが、俺は公平な王の統治する国で、それはあり得ないと信じなかったのです。ですが、初めて夜会に参加したあの日──俺は王侯貴族の腐ふ敗はいをまざまざと見せつけられました」

「……その夜会はもしかして、初めてわたしと会った時の？」

「そうですよ、姫。貴族の足の引ひき摺ずり合い、賄わい賂ろの横行、権力に胡座あぐらをかく王族の横暴と散財……見るに耐えないものばかりでした。だから隣りん国ごくの王子も我慢ならずに婚約破棄を姫に申し上げたのでしょう」

「……でも、皆みなの前で破棄することはなかったと思わない？」

　根に持っていたルチアは小さく毒づいた。

「本来ならば、文書のやり取りや協議を重ねて婚約破棄に至るのが道理でしょうね。王子は若かったので、潔けつ癖ぺきさ故ゆえにあの場で言ってしまったのだと思います」

「……若気の至りということで少しだけ許してあげるわ」

「姫も初対面で『わたしのものになりなさい』と言ってしまうような子どもでしたから、あまり責められませんよね」

「あ、あの日のことはすべて忘れなさい、ユリウス！」

　無知で我が儘だった頃の話をされて、ルチアは焦った。

　ユリウスは真っ黒に輝いた笑みを浮かべる。

「嫌です」

「この悪あく魔ま！」

「悪魔と罵ののしられようとも、俺は忘れませんよ。婚約破棄を言い渡されても、貴族に嘲笑されても、母親代わりだった王妃に見限られても、あなたは決して泣かなかった。ノースロップ王国の王女の誇りを持っていた」

　強い意志を持った瑠る璃り色の瞳に射貫かれ、ルチアは動けなくなった。ユリウスが手を伸ばし頰を撫なでるが、抵てい抗こうすることもせずに大人しく受け入れる。

「無知で我が儘で矜持だけは高い可か哀わい想そうな王女様。だけどあなたは、誰よりもノースロップ王国を愛していた」

　赤子をあやすように優しいユリウスの手に縋ってしまいたくなる。ルチアはユリウスの手を払うと、プイッと視線を外した。

「……わたしのこと、馬鹿姫だって言ったじゃない」

「少しは見込みがある王族だと思って、軽い気持ちで発破をかけたんですよ」

「軽い気持ちで、わたしに馬鹿姫と言ったの!?」

「仕方ないでしょう。幼い頃は見所があっても、腐りきった王侯貴族に囲まれて育てば、同じような人間に育ってしまう確率の方が高かったのですから」

　ルチアはぐっと喉のどを詰まらせた。

　確かにユリウスの言う通り、あの夜会で婚約破棄をされ馬鹿姫と言われなかったら、ルチアは王妃のような人間になっていただろう。

「俺は夜会の後、王族に仕官することを諦めました。そして別なところからこの国を変えようと、商売を始めました。それなりに商才があったようで、かなりの財産を得ることができました。そして、一年前のことです。俺は革命軍に声をかけられました」

「……革命軍……」

　ルチアはごくりと唾だ液えきを嚥えん下かした。

「彼らは本気で国を変えようと動く勇気ある人たちでした。しかし、だからこそ真っ直ぐすぎて……俺は彼らに協力しませんでした」

「どうして？　勇気のある人たちなんでしょう。欲深い王侯貴族よりいいじゃない」

　革命軍はルチアを殺す存在になるだろうが、欲に塗まみれた王侯貴族よりも何百倍もマシのような気がする。そう言うとユリウスは眉まゆを顰ひそめた。

「真っ直ぐすぎると言ったでしょう？　彼らが成そうとしている革命は、王侯貴族の存在を塵ちり一つも許しません。王侯貴族に立ち向かうために、彼らは大勢の平民たちを味方につけるでしょう。それはやがて、暴動に近いものとなります」

「多くの王侯貴族の血が流れるということ？」

「自分たちを支配していた者たちを、正当な理由をつけて嬲なぶれるとなれば、その享きよう楽らくに酔よう者も出てくるでしょう。襲おそった王侯貴族の持ち物を略りやく奪だつする者も出てくるはずです。革命軍の思想はねじ曲げられ、おそらく平民たちの暴走を止められない」

　ルチアはゾッとした思いでユリウスの話を聞く。

　革命軍は最終的に王族や一部の貴族を殺すだけだと思っていたが、暴走や略奪までは考えていなかった。

「王侯貴族を殺し尽つくしたら、今度は革命軍の中で内部抗こう争そうが起こるはずです。誰が大きな権力を得るか、争いで国を勝ち取った者たちが話し合いだけで決められるとは思えません」

「つまり、国は今以上に荒あれるのね……」

「そうです。さらに王侯貴族を殺せば、国の知識力が下がります。文化は衰すい退たいし、経済力も落ちる。そして、外交でも苦労をするはずです。周辺国は皆、王政を敷しいていますから」

「国の信用がなくなるのね。それに他国も自分たちの地位を同じように奪うばわれたくないから、余計な思想が入らないように関わりをなるべく絶つはずだわ」

　ルチアが苦々しくそう言うと、ユリウスは頷いた。

「革命後に国を立て直せたとしても、平民たちは長い苦労を強しいられるはずです」

「ユリウスが革命軍の誘さそいを断ったのも納なつ得とくね。……でも、どうしてあなたは、わたしの教師になったの？」

「革命軍とは違った方法で国を救うにはどうしたらいいのか、俺はずっと考えていました。そんな時に、姫の噂を聞いたのです」

「わたしの？」

　社交界のルチアの噂と言えば、役立たずだの、地味だの、碌なものはない。ユリウスの気を引けるものなどあっただろうかと、ルチアは首を傾げた。

「国王陛下も王妃殿でん下かも、兄王子たちも平民たちの間では最悪の風評です。しかし、姫だけは違いました。雪姫と呼ばれて親しまれ、王都の近くに住む貧しい者たちからは、精せい霊れいの生まれ変わりだと信しん仰こうに似た想いを寄せられていました」

「……わたしは何も特別なことなんてしていないわ」

「いいえ。姫の悪評は王宮から流れてこなかった。だから、平民たちは孤児院に慰問してくださるあなたを心から慕したったのです。それはとてもすごいことですよ。あの王宮の中で自分を見失わず、上う手まく立ち回れていたということなのですから」

「……そう」

　ルチアはむず痒がゆい思いを抱いだきながら顔を伏せた。

　今まで厳しく指導されていたユリウスに褒められると、なんだか変な気持ちがする。

「だから、俺は姫を調べるために男爵位を買いました。そして王妃が姫の教育係を探していると聞き、野心のある貴族のふりをして名乗りを上げたのです」

「わたしを調べてどうするつもりだったの？」

「それは今から決めようと思います。次は姫のことを話してください」

　ユリウスはルチアの前に跪くと、懇願するように言った。

「話すって、何を……？」

「……そうですね。姫は国の現状を正しく理解しています。それなのに王妃に逆らうこともせず、王子たちと戦う気もない。見下されても黙だまったまま。どうして民を救うために立ち上がらないのですか？」

「それは……」

　ズクリと胸むねの奥おくが抉えぐられるように痛み、ルチアはギュッと爪つめが食い込むほどに強く手を握る。そんなルチアの様子に気づきながらも、ユリウスはそのまま話を続けた。

「王妃や貴族たちが好き勝手に政まつりごとを動かし、地方の民は重税に苦しんでいる。裕ゆう福ふくな王都の民にしたって、いつ地方と同じように明日の食べ物を心配するような生活になるのか分からないと、心の奥おく底そこで怯おびえています。姫は王族です。あなたには国を変える力がある」

「ふざけないで！　王族に生まれたからなんでもできるなんて思わないことね。わたしは精霊でも物語の魔ま法ほう使つかいでもないのよ。役立たずの烙らく印いんを押された王女に権力なんてない。兄様たちのように、生まれで付き従ってくれる人もいない。たった一人でどうやって国を救えっていうのよ！」

　ユリウスの責めるような言葉に、ルチアは我慢ならず、ずっと心にしまっていた思いをぶつける。悔しさで涙が溢れるが、止められなかった。

「どうして王妃様たちは権力を持っているのに民を苦しめるの。どうしてわたしには権力がないの。雪の精霊の生まれ変わりだと讃たたえるのなら、わたしにすべてが思い通りになる万ばん能のうの力を与あたえてよ。わたしの大切なノースロップ王国をこれ以上壊さないで。皆が明日を心配せずに笑っていられるような、優しい国にしてよ……」

　公こう爵しやく家け出身の王妃から生まれた王子だからと、貴族たちが従うエルバート第二王子が羨うらやましかった。

　身分の低い側室から生まれたが多くの新興貴族から期待をかけられ、王妃派に対たい抗こうできる力がありながら傀かい儡らいに甘あまんじるフレデリック第一王子が許せなかった。

　我が欲よくのために政治を滅茶苦茶にした王妃を見る度たびに、ルチアは悔しさと己おのれの力不足を痛感していた。

　彼らはルチアが渇かつ望ぼうするものを、生まれながらに持っている。その希少さを、重みを理解しようとしない彼らに何度怒りをぶつけそうになったかは分からない。

「それが姫の作りたい国ですか？」

　涙で顔をぐしゃぐしゃにしながら、ルチアは小さく頷く。

　ユリウスはルチアの涙を慈いつくしむように拭ぬぐった。

「欲深いですね」

「言ったでしょう？　王族なんてそんなものよ。みんな野心家なの」

「姫は……この国の民を愛していますか？　いずれ自分を殺す者たちだったとしても」

「満足な支援もできず、権力がないわたしでも、彼らは慕ってくれたわ。王女が気にかけてくれるだけで嬉しいって言っていたの。病に苦しむ子どもだって、死の間ま際ぎわにわたしが手を握っただけで笑え顔がおになってくれたわ。そんな優しい気持ちを向けられて、彼らを愛さずにいられると思う？」

　ルチアは胸に手を当てて、彼らの笑顔を思い出しながら語り出す。

「必ずしも優秀な者が王になるとは限らないわ。だから、王政はとても不安定だと思うの。わたしは身分や年齢、性別を超こえて、国を想う国民全員が政治に参加できるような国になればいいと思っているの。王政を敷く国の王女が言ってはいけないことだけど」

「王族がなくなればいいと思っているのですか？」

「違うわ。王族の血は特別じゃないけど特別なのよ。政治の中心は国民だけど、外交や慰問は積極的に行うべきね。国の象しよう徴ちようや拠より所どころのようになれたらと思うわ。王族には人々を笑顔にする力がある。おこがましいかもしれないけれど、夢物語だから言っても許されるでしょう？」

「国民に主権があり、王族が権けん威いを持つ共和制をお望みということですか。他国での例もありませんし、とても困難な道のりになるでしょう。ですが、俺と姫が力を合わせれば成なし遂とげられます」

「……え？」

　ルチアが目を瞬かせると、ユリウスが意地悪く笑う。

「夢物語になんてさせません、王女殿下」

「王女殿下って……今までわたしのことを姫と呼んでいたじゃない」

　ルチアが動揺していると、ユリウスはそっと彼女の手を取った。

「あなたはもう、未熟な姫ではありません。先の未来も見通し、立ち上がれる立派な王女です。俺が膝ひざを折り、忠誠を誓ちかうのに相応ふさわしい方だ」

「……忠誠？　ユリウスがわたしに？」

　信じられないとルチアは目を見開いた。

「いつの間にか、俺は王女殿下に魅み入いられていたようです。最初は力量を調べるために王妃教育と偽いつわって王の教育を施していましたが、次し第だいにあなたを誰よりも素す晴ばらしい王族にしたいと力を入れるようになりました」

「王妃教育ではなかったの!?　ユリウスはとっくにわたしを認めてくれていたの!?」

　困惑するルチアを見て、ユリウスは溜息を吐く。

「その鈍どん感かんなところは、直すべき今後の課題ですね」

　ユリウスは仕切り直しとばかりに、跪いたまま、意志の強い瞳で真っ直ぐにルチアを見上げる。

「どうか俺を王女殿下の『盟花の騎士』にしていただけませんか。あなたの栄えい華がも零れい落らくも分かち合いたい。俺が王女殿下の臣下となった証あかしを刻んで欲しいのです」

「……本気なの？　盟花の騎士は魔術による契けい約やくよ。主と一心同体なだけではなく、公おおやけには知られていないけれど、呪のろいにも似た代だい償しようを伴ともなうの。わたしの場合は……契約時の誓いを違たがえると、死よりも辛つらい痛みを味わうことになるわ」

　盟花の騎士とは、王族にとって都合の良い存在だった。不利益を被こうむるのは王族ではなく臣下だけ。代償は王族ごとに異なるが、中には主が死ねば強制的に後を追わされるものもあるという。

　だからルチアは盟花の騎士の魔術を気持ち悪いと感じていた。王族が有能な人間を所有するための呪いなのではと思っていたくらいだ。

「覚かく悟ごの上です。というか、その方が都合がいいですね。盟花の騎士になれば、俺は何があろうとあなたを裏切れない」

「……ユリウスは本当にわたしと戦ってくれるのね」

　ルチアはずっとこの国を救う権力が欲しかった。しかし、現実は厳しく不可能だと思った。だからせめて、自分が処刑されることで民たちの未来が少しでも明るくなればと願っていたのだ。

「もちろんです。俺もノースロップ王国を愛していますから」

　だが、革命は多くの犠ぎ牲せいを伴うと分かった。ルチアが処刑されても国が救われないのなら、足あ搔がいてもいいのかもしれない。

　ルチアはユリウスの誘ゆう惑わくに揺れた。

「わたしの盟花の騎士となりたいのならば誓いなさい。ルチア・ノースロップを必ず王にし、最後まで諦めずにこの国を共に救うと」

　出した答えは、ルチアの大きすぎる望みそのもの。しかし、ユリウスはそれを、自信を持って受け止めた。

「俺のすべてを捧ささげて誓いましょう。我わが生はあなたのもの。我が死はあなたと共に」

　覚悟は決まった。

　ルチアは契約方法を思い出すと、ユリウスの頰にそっと口づける。

「誓いは結ばれた。ユリウス・レンフィールド。この時からあなたは、わたしのものよ」

　顔を真っ赤にしながら、ルチアは尊大に言い放つ。

　ユリウスは口づけられた頰を撫でると、冷静に黙もつ考こうする。
















「……何故、口づけを？　ああ、魔力を込めた体液を対象に塗り込むことで術者とのパスを繫ぐ訳ですか。そういった魔術は他にもありますからね」

「ちょっとくらい照れてくれてもいいじゃない！」

　羞しゆう恥ちに悶もだえるルチアの叫びが、宿の中に木こ霊だまする。

　ユリウスは声を出して笑い始めた。

「くくっ、そうですね。いい気分ですよ。幼い時の夢が叶ったのですから」

　ユリウスの右手に瑠璃色の魔術刻印が浮かび上がる。

　始めに映ったのは蕾つぼみ。やがてそれは花開き、美しいスノードロップを咲さかせた。
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　ルチアとユリウスが秘密の通路を使って王宮の自室へ戻もどると、メルヴィナが笑え顔がおで出で迎むかえてくれた。

「お帰りなさいませ！　ルチア様、お疲つかれでしょう？　お茶とお菓か子しを食べますか。それとも、お風ふ呂ろに入って癒いやされますか。それとももしかして……わ・た・く・し？」

　ユリウスを押おしのけて、メルヴィナは目を輝かがやかせる。

　今日は色々あったせいか、いつも通りのメルヴィナを見て安心すると、お腹なかがきゅるきゅると鳴った。

「うーん、軽食が食べたいわ。ユリウスにもお願いね」

「かしこまりました」

　メルヴィナは何な故ぜかシュンとした表情で軽食を取りに行った。

　ルチアは疑問に思いつつも、ユリウスと向かい合わせにソファーへ座すわる。

「王女殿でん下か、これからの計画を立てましょう」

「分かったわ」

「まず、王おう妃ひ教育は今まで通りにこなしているふりをします。俺おれたちの真意を周りに悟さとられる訳にはいきませんから」

　ルチアは強こわばった顔で頷うなずく。

「そうね。王妃たちにわたしが反意を抱いだいていることが露ろ見けんすれば、すぐに潰つぶされてしまうわ」

　王となり、ユリウスと共に国を救うことを誓ちかったが、わたしたちの前に立ちはだかる壁かべは想像を絶するものだろう。

　ルチアはパンッと両りよう頰ほおを叩たたいて不安を振ふり払はらうと、王族らしく尊大な態度でユリウスへ笑いかける。

「わたしを王にするため、あなたはどう動くべきだと考えるの？」

「王女殿下が王になる方法は、二つあります」

「二つもあるの？　いいわ、話してみなさい」

　ルチアは上じよう機き嫌げんに言うと、ユリウスは腹黒い微び笑しようを浮うかべる。

「一つ目は、王女殿下以外の王族を暗殺や策さく謀ぼうに嵌はめて消してしまい、自動的に王となる方法。二つ目は王候補となり、兄王子たちよりも優すぐれた才覚を発揮して多くの味方を作り王となる方法。王女殿下はどちらがお好みですか？」

「二つ目に決まっているでしょう！」

「そうですか？　一つ目の方が、現状一番勝率が高いのですが」

「その物ぶつ騒そうな思考から離はなれなさいよ！　いいこと。わたしは正道を突つき進すすみ、王となるの。だから一つ目は却きやつ下かよ！　わたしの騎き士しならもっといい策を提示しなさい」

　ルチアは小鼻を膨ふくらませて、憤ふん慨がいする。

「王女殿下は他力本願ですね。少しは自分で策を考えてみてはどうです？」

「王は理想を描えがいて道を示し、民たみに夢を与あたえるものよ。そして臣下は、王の理想を現実とするために考えて動くもの。だから、細かい策を考えるのはユリウスがやってちょうだい」

「清すが々すがしいほどに我わが儘ままですね」

　ユリウスは苦く笑しようするが、どこか嬉うれしそうにも見える。

「ですが、俺は我が儘で振り回してくれるぐらいの王女殿下がいいですね。完かん璧ぺきな人間に仕えるほど、つまらないものはないですから」

「……わたしが欠点だらけだというの？」

　ルチアが唸うなるような声で問いかけると、ユリウスは指を折って数え始める。

「調子に乗りやすい、算術が苦手ですぐサボりたがる、基本的に我が儘、馬に変な名前をつける、後先考えずに突っ走る、身みの程ほどを弁わきまえずに俺と張り合おうとする、侍じ女じよに対する危機感がない、それから────」

「うるさい、うるさい！　ユリウスは、口を開くの禁止よ！」

　ルチアはテーブルに身を乗り出して、ユリウスの口を両手で塞ふさぐ。

　彼かれはそれをどけようと、ルチアの手を摑つかんだ。




「いやぁぁぁあああ！　わたくしの……わたくしだけのルチア様が、間ま男おとこに汚けがされてしまったぁぁああ！」




　突とつ如じよ、この世の終わりかと思えるほど凄せい惨さんなメルヴィナの悲鳴が響ひびき渡わたる。

　ルチアとユリウスは目をぱちくりさせて、扉とびらの前で蹲うずくまり、床ゆかを一心不乱に叩きつけているメルヴィナを見た。

「何故、何故なのぉ！　ルチア様の貞てい操そう観念はゆるゆるではないはずだわ。わたくしがそう躾しつけたはずなのに。それなのに……わたくしを差し置いて……！」

「メ、メルヴィナ？　よく分からないけれど、わたしの貞操は誰だれにも汚されていないわ。だから安心して？」

　ルチアが恐おそる恐おそるそう言うと、メルヴィナは血走った目でユリウスの右手を差した。

「では、どうしてユリウスさんがルチア様の盟花の騎士になっているというのです？　酷ひどいですわ。わたくしという者がいながら……この間男！　ルチア様を嫁よめにするのは、わたくしですわ！」

　メルヴィナは途と中ちゆうから、憎にく々にくしげにユリウスを睨にらみつける。しかし、彼は微び動どうだにしない。それがますますメルヴィナの機嫌を下降させていく。

　ルチアは慌あわてながらユリウスの腕うでを引っ張った。

「お願いだから、メルヴィナに説明しなさいよ！」

「…………私が口を開くのは禁止では？」

「撤てつ回かい！　今すぐ撤回するわ！」

「……本来王族の言葉は撤回するものではないのですが、仕方ありませんね」

　ユリウスは小さく溜ため息いきを吐つくと、ルチアを退けてメルヴィナの前に立つ。そしてニヤリと不敵に笑った。

「どうも、宣言通り王女殿下と仲直りしてきた間男です。今、どんな気持ちですか、メルヴィナ？」

「おのれ、間男。天てん誅ちゆうですわ！」

　メルヴィナはエプロンのポケットからフォークを取り出すと、それをユリウスに突き立てようとする。ルチアは慌ててメルヴィナを羽は交がい締じめにした。

「お、落ち着いて、メルヴィナ！　ユリウスもどうして煽あおったの!?」

「意い趣しゆ返がえしをする絶好の機会だと思いまして」

　ユリウスはしれっと言うと、わざとメルヴィナに右手の魔ま術じゆつ刻印を見せびらかす。

　メルヴィナは暴れだし、ユリウスへ敵意をむき出しにする。

「ルチア様、放してくださいませ！　女には戦ってでも奪うばい返かえさなくてはいけないものがあるのですわ！」

「何を奪い返すのよ。もう……わたしができることなら、なんでもするから落ち着いて！」

　その瞬しゆん間かん、メルヴィナはピタリと動きを止めた。

「なんでも、してくれるのですか？」

「えっと、わたしのできる範はん囲いでなら……」

　まずいことを言ったかもしれないと思いながら、ルチアはしどろもどろになる。メルヴィナはキラキラと目を輝かせながら振り返った。

「では、わたくしもルチア様の盟花の騎士にしてくださいませ！　ルチア様がわたくしのものであるという証あかしを刻んで欲ほしいのですわ！」

「絶対に駄だ目めですよ、王女殿下。メルヴィナは雑草よりも逞たくましく、狐きつねよりも狡こう猾かつなので甘あまやかさないでください」

　ユリウスはルチアをメルヴィナから引きはがすと、右手の魔術刻印を神しん妙みような顔で見た。

「王女殿下……盟花の騎士の魔術刻印は、王族が生まれた際に祝福と共に捧ささげられた誕生花が浮かび上がると言われていますが、それは本当ですか？」

「確かそうだったわね。自分の誕生花なんて知らなかったけれど、スノードロップだったのね。あれ？　そう言えば、スノードロップは……」

　王族の子女の誕生花は、ほとんどの場合は両親が決める。母が産後すぐに死に、父王とも疎そ遠えんなルチアは誰からも誕生花がなんなのかを知らされず、また気にもしていなかった。おそらく、誕生花を与えられていないのではないかと思っていたのだ。

　だからだろうか。ユリウスの右手に咲さいた魔術刻印の不可解な点に気づくのが遅おくれたのは。

「スノードロップは、ノースロップの国花。たとえ王子や王女でも、それを誕生花に選ぶことはあり得ない。特とく別べつ扱あつかいが過ぎるというものです。だから、王女殿下のような鈍どん感かんな人間でもなければ、私の手を見れば、必ず驚おどろくはずなんです」

　ユリウスは鋭するどい視線でメルヴィナを射い貫ぬく。

「……メルヴィナ、王女殿下の誕生花を知っていましたね？　あなたのような腹黒がこの魔術刻印を見て疑問の一つも口にしないのはおかしいでしょう」

「使用人たちの噂うわさを聞いて知っていたとは思いませんの？」

　メルヴィナは正面から堂々とユリウスと対たい峙じする。

　二人の間の今までにないほどのピリピリとした空気に、ルチアは息を吞のむ。

「分かっているでしょう。前王妃の産んだ王女の誕生花が国花だというような話ならば、瞬またたく間まに広まるはずです。この王宮は、噂というものが大好物ですから」

「……そうですわね」

「今度は私が聞く番です。あなたはいったい何を企たくらんでいるのですか？」

　重い沈ちん黙もくの中、ユリウスとメルヴィナは睨み合う。

　耐たえきれなくなったルチアは二人の間に割わり込こんだ。

「ユリウス、メルヴィナを疑うのはやめて！」

「ルチア様……！　なんて健気けなげで可愛かわいらしいの。目に焼きつけなさい、間男。この白百合しらゆりのように清く美しい信しん頼らい関係……わたくしたちの友愛を阻はばめる者なんていないのですわ！」

　ユリウスは呆あきれたように額へ手を当てる。

「……王女殿下。彼かの女じよは隠かくし事ごとをしています。傍そばに置くのは危険です」

　ルチアは眉まゆ尻じりを下げ、首を横に振った。

「ごめんなさい、ユリウス。メルヴィナをわたしは信じているの。隠し事があったからって、メルヴィナがわたしに酷いことをするとは思えないわ」

「もちろんですわ！　地の果てまでお供いたします」

　メルヴィナは勝かち誇ほこった顔でルチアに抱きついた。

　ユリウスは眉み間けんに皺しわを寄せると、殺気のこもった目でメルヴィナを見る。

「王女殿下の身を危あやうくさせるような行動を取れば、誰がなんと言おうとも、私があなたを排はい除じよします」

「かまいませんわ。わたくしがそんなことをするはずがありませんし」

「私は信じられませんが、王女殿下があなたを信じると言うのならもう何も言いません。あなたが裏切らないことを切に願います。では王女殿下、食事をしながら続きを話しましょう」

「ええ、そうね」

　ルチアがそう言うと、メルヴィナはワゴンに乗っているサンドイッチをテーブルに並べて給きゆう仕じを始める。

　熱い紅茶をカップに注ぐと、メルヴィナが心配そうにルチアを見た。

「……ルチア様は、王になる決意を固めたのですか？」

「どうして分かったの？」

「分かるに決まっているではありませんか。親友ですもの、ルチア様の本当の望みぐらい知っていましたわ。でも、ほとんど諦あきらめていると思っていました」

　ルチアは紅茶に砂糖を入れると、スプーンでゆっくりとかき混ぜる。波打つカップの水面に、強い意志を持った自分の顔が映った。

「自分で思っているよりも、わたしは諦めが悪かったみたいね。傲ごう慢まんでも、この国を救いたいって思ったの」

「……ルチア様。わたくしを盟花の騎士にしてくださいませ」

　真しん剣けんなメルヴィナに、ルチアは首を振った。

「それは駄目よ。今のわたしは王になるどころか、王候補になることも難しいの。わたしは王になれなければ、殺される運命しかない。そこにメルヴィナを巻き込むことはできないわ」

「でもっ、わたくしはルチア様の力になりたいのですわ！」

「……メルヴィナ」

　メルヴィナがルチアの思いを察してくれるように、ルチアもメルヴィナが本気で力になりたいと思ってくれていることは知っている。

　だが、これからルチアが進むのは茨いばらの道だ。ルチアは、大切な親友を巻き込むことに躊ちゆう躇ちよしていた。

「それでしたら、メルヴィナ。ミドルトン子し爵しやく家けがルチア様を王に推すい薦せんできるように動けますか？」

　しっとりとした雰ふん囲い気きをぶち壊こわすように、ユリウスは淡たん々たんと言った。

「ちょっと、ユリウス！」

「王女殿下。王候補になるためには、メルヴィナの力が必要不可欠。彼女は蛇へびのようにしつこい女です。どうせ、どれだけ拒きよ否ひしても王女殿下に纏まとわりつきますよ。だったら最初から協力関係を結べばいい。まあ、盟花の騎士にするのは反対ですが」

「ううっ……でも……」

　ルチアだって、王候補になるためにはミドルトン子爵家の力が必要だと理解している。だが、同時に親友を大切に思う気持ちもあるのだ。

　王になりたいのなら、非情な決断もしなくてはならないだろう。それなのに葛かつ藤とうしてしまう未熟な自分に嫌いや気けが差す。

　しかし、メルヴィナはそんなルチアを見て、春風のように優やさしい笑えみを浮かべる。

「わたくしは、親友に出会えたという何よりも得がたい奇き跡せきを、みすみす放り投げるほど無欲ではありませんの。一いつ緒しよに死ねるなら本ほん望もうですわ。そして、一緒にこの国を救えるのなら、これほど嬉しいことはありませんの。だから協力させてくださいませ、ルチア様」

　その瞬間、ルチアの意思は固まった。

　王になるということは、数え切れないほど大切なものを背負わなくてはならない。それならば、親友の命ぐらい背負えなければならないだろう。

　圧あつ倒とう的てきに不利な状じよう況きようであっても、メルヴィナやユリウス、そして自分の命を守りきって王候補にのし上がれなければ、救国なんて夢のまた夢だ。

「分かったわ、メルヴィナ」

　短い言葉の中に、ありったけの覚かく悟ごを詰つめ込こんだ。

　それを見て、メルヴィナは涙なみだを浮かべて艶つやめいた声を上げる。

「ルチア様、いつの間にか凜り々りしくなられて……素す敵てきですわ」

「盟花の騎士にすることはできないけれど、誰よりも信頼しているわ」

「わたくしも告げられないこともありますし、盟花の騎士になれなくてもいいですわ……今は、ですけど」

　妙みように『今は』に力を入れたメルヴィナを疑問に思いつつも、ルチアは満面の笑みを向ける。

「これからもよろしくね、メルヴィナ」

「はい！　よろしくされますわ」

　ルチアとメルヴィナのやり取りを見てユリウスは苦笑すると、小さく咳せき払ばらいをした。

「王女殿下の言うような正道を進んで王になるには、まず五つ以上の貴族家から推薦を受けて王候補にならなくてはなりません。一見、簡単そうに思えますが、私たちにはとても難しいことです」

「すでに王妃派と新興貴族派にほとんどの貴族が属しているものね」

「中立派もいるのですが、彼らのほとんどは日和ひより見み主義か没ぼつ落らく寸前です。他の派は閥ばつに逆らってまで王女殿下に味方させるのは至難の業わざです。さらに、次の王候補を決める選定会議が二週間後に迫っているのも、頭が痛いですね」

　ルチアはじっと考え込むと、メルヴィナに視線を移す。

「改めて聞くわ、メルヴィナ。ミドルトン子爵家はわたしを王に推薦するかしら」

「もちろん。むしろ喜んで推薦しますわ」

「……当主に聞かずともよいのですか？」

　ユリウスが怪け訝げんな顔で問うと、メルヴィナは得意げに鼻を鳴らした。

「わたくしはミドルトン子爵家の一人ひとり娘むすめ。言わば、次期当主ですわ。ある程度の決定を任されていますの」

　ミドルトン子爵家の思おも惑わく──それが、メルヴィナがルチアに話せないことなのかもしれない。だがそれもルチアが王候補に挙がれば、少しずつ話してくれるかもしれない。

「ありがとう、メルヴィナ。頼たよりにしているわ」

　ルチアが余計な詮せん索さくをせずにそう言うと、メルヴィナは両りよう腕うでで自身を抱きしめて震ふるえ出す。

「ルチア様のわたくしへの信頼……なんて心地ここち良よいのかしら！　もう、わたくしはルチア様なしでは生きていけない」

　ルチアとユリウスはそっとメルヴィナから視線を外した。

「私のレンフィールド男だん爵しやく家けを合わせても、まだ推薦貴族は二家です。残り三家を早さつ急きゆうに見つけなければなりませんね」

「やはり、中立派貴族を説得して推薦してもらうのは難しいかしら？」

「王女殿下には生まれ持った後うしろ盾だてはありませんし、兄王子たちの二強状態の中で力の弱い王女に味方する中立派貴族はいないでしょうね。本来であれば、私やメルヴィナのように信頼関係を築いてから味方になるのが一番なのですが、その時間もありません」

「わたしに中立派貴族が動きたくなるだけの利益を提示できるかしら……」

「現時点では難しいです。現実的な策としては、王女殿下が交流のある貴族を取り込むのが一番ですが……メルヴィナ以外に、接点のある中立派貴族はいますか？」

「自じ慢まんではないけれど、わたしが役立たずの王女であることを知らない貴族なんていないのよ？　そんな中で、兄様たちの派閥と争えるぐらい力のある中立派貴族との接点なんて────」

　ふとルチアの脳のう裏りに、幼い頃ころの記き憶おくが蘇よみがえる。

　兄様たちの派閥と争えるぐらい力のある中立派貴族と言えば、彼もそうだ。

「……ルチア様。もしかして、あの軽けい薄はく男に声をかけようと思っていますの？」

「そうね、メルヴィナ。彼は一度わたしに仕えてくれたもの」

　ルチアがそう言うと、メルヴィナは顔を真っ赤にして、ここにいない『彼』へ怒いかりを露あらわにする。

「あの男は、ルチア様が一番辛つらい時に、保身を考えて真っ先に逃にげた裏切り者ですわ！　信用なんてできません！」

「彼は裏切り者ではないわ。わたしが主として、彼に報むくいることができなかったのよ」

　ルチアの胸がチクチクと痛み出す。

　散々彼を振り回して迷めい惑わくをかけた。だけど嫌いやな思い出だけではなく、甘い思い出もあったような気がする。それを思い出そうとした瞬間、ユリウスがルチアへ疑問を投げかける。

「王女殿下。その『彼』とは誰なのですか？」

「エリオット・ホワイトリー。わたしの元従者で、今は王国騎士団の副団長をやっているわ」

「……ホワイトリー家は、中立派貴族の中で有力な公こう爵しやく家け。味方にできれば、他の中立派を動かせるかもしれません。王候補となれる確率がぐっと上がります」

　すっかり疎そ遠えんになってしまった、ルチアの元従者。しかし、この国を救うためにもう一度、近づかなくてはならない。

　僅わずかに残る心の痛みを無視して、ルチアは高らかに宣言する。

「それならば、これからの行動は決まったわ。エリオット・ホワイトリーを選定会議までにわたしたちの陣じん営えいに引き入れるわよ！」

　ルチアは戦い前の腹ごしらえとばかりにサンドイッチに齧かぶりついた。

　ユリウスは紅茶を一口飲むと、カップの縁ふちを指でなぞる。

「私も王女殿下に賛成です。……まずは、エリオット・ホワイトリーの情報を整理しましょう。中立派有力貴族ホワイトリー公爵家の次男。かつて、王女殿下の従者を務めていたが、それはあまり社交界では知られていないということで合っていますか？」

　メルヴィナはそれを聞いて、ルチアに憂うれいを帯びた視線を向ける。

「ただ単に貴族たちから忘れられているだけかもしれませんわ。わたくしが言うのもなんですけど……ルチア様は王族一の引きこも──地味で目立ちませんから。たまに話題になっても、役立たずと馬ば鹿かにされるだけなのですわ」

「わたしは地味でも引きこもりでもないわよ！　こう言ってはなんだけど、わたしの容姿は結構目立つし、なかなか可愛──ふんがっがっ」

「話を戻しますね」

　ユリウスは憤いきどおって前のめりになるルチアの口を片手で軽く押さえつけた。

「メルヴィナ、彼が王女殿下の従者を辞やめたのはいつですか？」

「ルチア様が公衆の面前で婚こん約やく破は棄きされてから、しばらくしてですわね。ルチア様は夜会の後、王族としての価値を貶おとしめられ、貴族たちに噂にされて侮あなどられていました。一番ルチア様がお辛い時期だったのに、彼は他の者と同じく手のひらを返して逃げたのですわ！」

　メルヴィナはエプロンの裾すそが皺になるのも厭いとわず、強く握にぎりしめる。

「……王女殿下の元で甘い汁を啜すすっていた、もしくは利用する腹づもりだったが婚約破棄されて価値がなくなり見捨てたといったところでしょうか。典型的な貴族のようにも感じますが、私が噂で聞いた印象とは違ちがいますね。温和で礼れい儀ぎ正ただしい騎士の中の騎士だと聞いていましたが……」

「エリオット・ホワイトリーは、二十六歳さいの若さで王国騎士団副団長に上のぼり詰つめた、若手貴族の中でも出しゆつ世せ頭がしらで侍女はもちろん、令れい嬢じようたちにも人気な男ですが……本当は薄はく情じような最低男なんですのよ！」

　メルヴィナは吐き捨てるように言った。

　ユリウスは腕を組み、考え込む。

「薄情かは知りませんが、私はエリオット・ホワイトリーを相当頭の切れる男だと思っていました。王国騎士団内が王妃派と新興貴族派が争っている中で、中立派であることを最大限に活いかし、隙すき間まを縫ぬうようにして副騎士団長に就任した。悪い噂も聞かない。そんな彼がゴミを捨てるように王女殿下の元から去るなんて、少し違い和わ感かんを覚えます」

「確かに、徐じよ々じよに距きよ離りを取って円満にルチア様から離れて行った方が、外聞はいいですわね。でも、あの頃は彼も若かったですし、感情的な対応を取るのも仕方ないのでは？」

「まあ、王女殿下を相手に感情的になるのは理解できますね。我が儘なお姫ひめ様でしたから」

「ええ、本当に。何度このクソガキがと思ったことか。あの薄情な最低男も、ルチア様の我が儘に振り回されていましたから。……そう考えると、彼ばかり責められないですわね」

　考え込むユリウスとメルヴィナを見て、ルチアは羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にする。

「ちょっと、昔のことをほじくり返さないでよ！　わ、わたしだって、あの頃の自分は思い出したくないんだから……」

　自分が世界の中心だと疑わなかったあの馬鹿姫時代。ルチアはたくさんの我が儘を言って、多くの人を困らせていた。

　幸い、ルチアが幼く大きな騒そう動どうは起こらなかったが、一歩間ま違ちがえば国を傾かたむかせる事態に陥おちいっていたかもしれない。今考えても王族の自覚のない愚おろかな行こう為いだった。

「でも、わたしのことを好きだと言って従者にしてくれと頼たのんできたのは、エリオットの方なんだから！　わたしはその……あんまり悪くないのよ！」

　ルチアがそう叫さけぶのと同時に、二人は目を見開いた。

　しかし、すぐに呆れたように溜息を吐く。

「ああ、好きだと言って王女殿下の気を引いて取り入ろうという魂こん胆たんだったのですね」

「告白されて有う頂ちよう天てんになって従者にしたと。……いくらモテないからといって、チョロすぎですわ、ルチア様」

「……やっぱり、あの告白はわたしを騙だます噓うそだったのね。エリオットのくせに生意気よ！」

　ルチアはテーブルに顔を伏ふせて、泣き始める。

　自分のモテなさっぷりに、心の底から絶望し、本気で落ち込んだ。心の痛みの正体は、この自じ業ごう自じ得とくと言えるかもしれないエリオットの裏切りだった。

「……ふむ。一度、王女殿下を利用しようと企んだことがあるということは、エリオット・ホワイトリーをこちらの陣営に引ひっ張ぱり込こむのは難しいかもしれませんね」

「損得勘かん定じようで動く方かもしれませんわよ」

「それはそれで困りますね。まだ足場もおぼつかない状態で裏切られたら一ひと溜たまりもありません」

「よしっ、王国騎士団に乗り込むわよ！」

　ルチアは絶望の淵ふちから這はい上あがると、淀よどんだ目をしながら言う。

「王女殿下は単たん細さい胞ぼうですか？」

　ユリウスは辛しん辣らつだった。彼は冷たい目をルチアに向けると、テーブルを指で規則的にトントンと叩く。

「王妃たちに知られないように行動しなくてはならないのです。少しは頭を使ってください。今の王女殿下は、地じ獄ごくの王妃教育を受けてヒィヒィ言っていることになっているのですよ」

「よく言うわ。ユリウスがわたしにしていたのは、王妃教育ではなくて王の教育でしょう」

　ルチアはめげずに言うと、演説をするかのように大おお仰ぎような動作で胸を叩く。

「いいこと、ユリウス。エリオット・ホワイトリーを取り込むことは、王候補になる現実的な近道よ。過去を気にしている暇ひまなんてないわ。行動あるのみよ！」

「……その心は？」

「今思い出したのだけど、エリオットってば、わたしの元を去る時に『あなたには失望しました』って言ったのよ!?　漸ようやく馬鹿姫から脱だつ却きやくするっていう時に！　わたしのことを好きって言ったその口で、彼はいたいけな王女の心を傷つけたの。……これは不敬罪よ。だから復ふく讐しゆうしてやるの！」

　ルチアは淀んだ目を輝かせて、何かに取り憑つかれたかのように両手をぐにゃぐにゃと動かす。

「……具体的には？」

「そうね……わたしの素す晴ばらしさに恐れおののかせ、犬のように靴くつを舐なめさせるの。そして、『あなたに死ぬまで仕えさせてください』と言わせて屈くつ服ぷくさせるのよ！」

「…………私は人生の選せん択たくを誤ったのかもしれません」

「今いま更さら遅おそいわよ。ユリウスはもう、骨の髄ずいまでわたしのものなのだから！」

　ユリウスは遠い目をしながら右手の魔術刻印を袖そでで隠した。

　メルヴィナはルチアをうっとりとした顔で見つめる。

「忘れていた心の傷を掘ほり起おこされて自や棄けになっているルチア様……尊いですわぁ」

「悪いことは言いません。今すぐ病院に行くべきです、メルヴィナ」

　ユリウスがそう言うと、メルヴィナはムッとした視線を向ける。

「ルチア様の素晴らしさを理解できないなんて、ダイヤモンドよりも頭が固いのではなくって？」

「マッシュポテト並みに頭が柔やわらかいのもどうかと思いますが」

「なんですって？　食べ物を馬鹿にする奴やつは、わたくしが許しませんわよ！」

　再びバチバチと火花を散らすユリウスとメルヴィナを見て、ルチアは深く溜息を吐く。

「二人とも子どもなんだから」

「王女殿下だけには言われたくありません」

「寛かん大だいなわたくしでもイラッとしましたわ、ルチア様」

「こ、こっちだって、喧けん嘩かしている人たちに言われたくないわよ！」

　ルチアは不機嫌そうに頰ほおをぷうっと膨らませた。

「わたしだって、考えなしの発言をしていた訳ではないわ。王候補選定までの時間がない今、少しでも味方に取り込める可能性のあるエリオットに近づくのは急務。だから、騎士団に会いに行こうと思ったの。王妃教育の一いつ環かんだと言えば、周りに怪あやしまれないでしょう？」

「……具体的な計画を立てて周囲を誤ご魔ま化かすのは、私の役目ですよね？」

「当たり前じゃない。ユリウスならできるでしょう？」

　ユリウスは呆れたように眉間に皺を寄せるが、口角は楽しそうに上がっている。

「まずは騎士団の見学と称しようして接せつ触しよく……それ以降も必要であれば、魔術や剣けん術じゆつの講師として引っ張ってくればいいでしょう。こちらの思惑を悟られないように王妃へ根回しをするのは少し骨が折れますが」

「根回しは何日で完かん了りようするのかしら？」

「これぐらいの我が儘、一晩もあれば十分ですよ」

　ユリウスは不敵に笑うと、優ゆう雅がな動作で紅茶を一気に飲み干した。
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　次の日の朝。ユリウスは宣言通り王おう妃ひへの根回しを済ませ、ルチアとメルヴィナをエリオットのいる王国騎き士し団だんのいる訓練場へと連れ出した。

　訓練場では騎士たちが汗あせ水みずを垂らして剣けんの打ち合いをしている。

「エリオットはどこかしら？」

「あちらではありませんか、ルチア様」

　メルヴィナの指さした方向を見れば、一ひと際きわ目立つ青年が鮮あざやかに剣を振ふるっていた。

　青年の顔立ちは恐おそろしいほど整っていて、その完かん璧ぺきさが危あやうげな色気を醸かもし出だしている。体つきは騎士だけあってしなやかで逞たくましい。そして、ミステリアスな紫むらさきの瞳ひとみが、青年の魅み力りよくをさらに引き立てていた。長い銀ぎん髪ぱつが風に舞まい上あがり乱れるが、それすらも一種の芸術品のように美しい。

「……何よ、あの輝かがやきっぷりは」

「とても王女殿でん下かに告白するような男には見えませんね。彼かれが女性に困ることは一生ないでしょう」

「軽くわたしを馬ば鹿かにしているわね、ユリウス」

　青年は流れるような動作で剣を振るい、訓練相手に膝ひざをつかせた。そして彼が汗の張りついた髪をかき上げると同時に、訓練をこっそりと観戦していた侍じ女じよたちが感かん嘆たんの声を漏もらす。

「……ユリウス。あの無む駄だにキラキラした自分が世界の中心だと思っていそうな男が、エリオットな訳がないでしょう。面おも影かげは確かにあるけれど……人ひと違ちがいよ。剣が強くて若手の出しゆつ世せ頭がしらで、公こう爵しやく家けの次男で、嫌いやな噂うわさがなくて、あんなに麗うるわしくて女性に不自由しないなんておかしいわ。きっとあれは魔ま物ものの類たぐいよ」

「まあ、魔ま性しようの存在ではあると思いますが」

　コソコソと話していると、それに気がついた件くだんの青年がルチアたちの元へと駆かけ寄よった。

「ご挨あい拶さつが遅おそくなり申し訳ありません。お久しぶりですね、ルチア王女殿下」

「……あなたは誰だれだったかしら？」

「ルチア王女殿下はもう覚えていないかもしれませんが、昔あなたの従者をしていたエリオット・ホワイトリーです。今は王国騎士団で若じやく輩はいながら副団長を務めております」

　青年──エリオットは数多あまたの女性を恋こいに堕おとす艶つやめいた笑えみを浮うかべると、騎士らしく膝を折った。

　その瞬しゆん間かん、訓練場のあちこちからルチアへ向けて嫉しつ妬との視線が放たれる。

　それを敏びん感かんに感じ取ったルチアはエリオットに背を向けると、ユリウスの肩かたに近寄って小声で話す。
















「……ユリウス、帰りましょう」

「彼を味方に取り込むと言ったのは王女殿下ですよ」

「でも、あんな魔性の男を味方にしたら、予想外の方向からとんでもない奇き襲しゆうを受けそうだわ！　今だって、わたしを殺そうと窺うかがっている暗殺者がたくさん……！」

「何を怯おびえているんですか、鈍どん感かんな王女殿下らしくない」

「役立たずの王女と言われてきたから、嫉妬されることに免めん疫えきがないのよ」

「では、慣れてください。これも王になるための訓練です」

　ユリウスは社交的な笑みを浮かべると、ルチアをくるりと反転させてエリオットへ再び向き合わせる。

「王女殿下は副団長殿どのとの久方ぶりの再会に、照れてしまっているようです」

「ひ、久しぶりね、エリオット。元気そうで何よりだわ」

　内心でユリウスを罵ば倒とうしながら、ルチアは王女らしく嫋たおやかな笑みを作る。

「ルチア王女殿下も、こんなにお美しく成長なさっているとは思いませんでした。まさに、スノードロップのように儚はかなく無む垢くで美しい」

「アリガトウ」

　魔性の男に容姿を褒ほめられても、ルチアは全然嬉うれしくなかった。

　それと同調するかのように、メルヴィナが怒ど気きを交えた笑みを浮かべる。

「失礼ですけど、ホワイトリー副団長。予定通り、ルチア様の後学のために騎士団内を案内してくださいます？」

「おや、メルヴィナも久しぶりだね。昔のように、エリオットと呼んでかまわないんだよ」

「遠えん慮りよいたしますわ。さっさと仕事をしてくださいませんこと？」

　辛しん辣らつな口調でメルヴィナが言うが、エリオットはにこやかなままだった。噂通り、温和な性格のように見える。ルチアの元を去った時の苛いら立だたしげな彼とは別人のようだ。

「では、ご案内いたします」

　エリオットはルチアを歓かん待たいするように恭うやうやしく一礼した。




　エリオットは丁てい寧ねいな解説と共に、鍛たん錬れん室や会議室、上役たちの執しつ務む室に、図書室、武器庫に騎士たちの宿舎まで、まるで隠かくすことなどないと主張するかのように、騎士団内のあらゆる場所を案内した。

　ルチアはついついその話に聞き入ってしまう。

「事務仕事や武器の手入れ専門の騎士がいるとは思わなかったわ」

「適材適所ですね。騎士団も組織ですから、武力だけでは動けません。ああ、事務を担当している騎士も戦せん闘とう訓練はしっかり受けていますから、安心してください。私たちは王族の矛ほこですから」

「……王族の矛」

　ルチアはエリオットの言葉を脳内で反はん芻すうした。

（……いつかこの騎士たちは王族のために革命軍と戦うのかしら。それとも、国のために王族を倒たおすのかしら）

　そんなことを考えていると、ユリウスがルチアの冷たい手を握にぎり、そしてすぐに放した。

「王女殿下はお疲つかれのようです。副団長殿、少し休きゆう憩けいをしてもよろしいですか？」

「そうですね。応接室にご案内します。王国騎士団自じ慢まんの紅茶とお菓か子しを振ふる舞まいますよ。ルチア王女殿下のお口に合うといいのですが」

「楽しみだわ」

　ルチアは軽い口調でそう言うが、心臓はうるさいほどにドキドキと鼓こ動どうを刻む。

　ユリウスがエリオットとじっくりと話す機会をくれた。必ず、エリオットを口説き落としてこちらへ引き込まなくてはならない。




　応接室は温かな木の家具で統一されたシックな部屋だった。若い女性よりは、壮そう年ねんの男性が好みそうなデザインだ。

　ルチアは一人がけのソファーに座すわると、緊きん張ちようを誤ご魔ま化かすために出された紅茶を一口飲む。

「今日は忙いそがしい中、時間を作ってくれてありがとう、エリオット。今日、ここで見たことは、わたしのこれからの人生に役立つことでしょう」

　王女らしく威い厳げんのある口調でルチアは言った。もう、馬ば鹿か姫ひめ時代とは違うのだ。

「お礼を言われるほどのことではありません。態わざ々わざ私を案内役にご指名されたのは少し驚おどろきましたが」

「わたしがユリウスにお願いしたのよ」

「ルチア王女殿下は、随ずい分ぶんとレンフィールド男だん爵しやくと仲がいいのですね」

　一いつ瞬しゆん、ルチアはエリオットが下世話な詮せん索さくをしているのかと思ったが、どうも彼の表情を見ると違うらしい。本気で微笑ほほえましく思っているようだ。

（温和というよりは、天然な性格なのかもしれないわね。わたしのことも別に恨うらんでいるようにも見えないし、建設的な話ができそうだわ）

　ルチアはいよいよ話を切り出そうと、小さく咳せき払ばらいをした。

「エリオット、実はわたしがあなたに会いに来たのは、騎士団内を案内して欲ほしかっただけではないの。本題は別にあるわ」

「本題とは？」

　ルチアは小さく深呼吸すると、決意に満ちた瞳でエリオットを射い貫ぬく。

「わたしを王とするため、ホワイトリー公爵を説得して王候補の推すい薦せん貴族になって欲しいの」

「詳くわしくお聞かせ願いますか？」

　エリオットは真しん剣けんな顔つきで言った。なかなかの食いつきだ。

　ルチアは彼の興味を引けたことに安あん堵どしつつも、緊張の糸は張はり詰つめたままだ。過去の努力とユリウスの教育で成長した自分を見てもらえるように、思し慮りよ深ぶかく落ち着いた王女の姿を保つ。

「兄様たちが王になればこの国はますます疲ひ弊へいし、やがて内乱が起き、確実に滅ほろびの道を突つき進すすむでしょう。革命が成功したとしても、支配者階級が消えたこのノースロップの国力は著いちじるしく低下し、他国との戦争に突とつ入にゆうする可能性もあるわ」

「内乱や戦争で真っ先に傷つくのは、私たち騎士団です。その中でも、私のような中立派貴族や平民出身者が盾たてに使われるでしょうね。最悪、王妃派と新興貴族派の煽あおりを受けて騎士団は瓦が解かいすると思います」

「騎士団はこの国を守るために戦うものだわ。それが私欲に塗まみれた王族のために戦うものであってはいけない。内乱でこの国の民たみを傷つけることも、わたしはできればしたくないと思っているわ」

「ルチア王女殿下が王になったとして、この国をどう導いていきたいと思っていますか？」

　試ためされるような問いに、ルチアはごくりと唾つばを飲む。

「王家を象しよう徴ちようとした共和制国家を目指したいと思っているわ」

「ふむ。それでは、私たち貴族は爵しやく位いを剝はく奪だつされてしまうのではないですか？」

　騎士だが、エリオットの理解力は高い。手厳しい質問に、ルチアは手に汗をかく。

「そうはならないわ。いたずらに貴族から爵位を奪うばえば、今までの身分制度が崩くずれて国が混乱するもの。でも、現行の貴族制度は限界がきていると思うわ。行きすぎた特権は徐じよ々じよに減らし、元老院は貴族平民関係なく優ゆう秀しゆうな人材が議論できる場にしていきたいと思っているの」

「気の遠くなるような話ですね」

「わたしたち王おう侯こう貴族が生き残り、ノースロップ王国を豊かに発展させていくためには、この『ゆっくりとした革命』しかないと思っているわ」

　ルチアがそう言うと、エリオットは顎あごに手を当てて考え込む。

「騎士団内の王妃派と新興貴族派の争いに辟へき易えきしている騎士としても、国と家の未来を憂うれえているホワイトリー公爵家の次男としても、興味深く利益になりそうな話ですね」

「だったら──」

　ルチアがテーブルに身を乗り出した瞬間、エリオットの柔やわらかな笑みが一気に氷点下に落ちた。

「ですが、ただのエリオットとしてお断りいたします」

「ど、どういうこと……？」

　困こん惑わくするルチアを、エリオットは憎にく々にくしげに睨にらむ。

「ルチア王女殿下は忘れてしまったのですね。……いいえ、だからこそこうして私の前に平然と現れた。ですが私はあなたにされた数々の仕打ちを忘れてはいません。だから個人的に協力したくないのですよ」

「……お願いよ、エリオット。この国を救うために力を貸してちょうだい」

「少しはあれから変わられたかと思えば、まったくルチア王女殿下は変わっていない！　だから私は協力できませんし、したくありません！」

　強きよう烈れつなエリオットの拒きよ絶ぜつ反応に、ルチアは呆ぼう然ぜんとする。

　途と中ちゆうまでいい感じに話は進んでいたと思う。それなのに、どうしてこんなことになっているのだろう。このままではエリオットを味方につけるどころか、敵になってしまうかもしれない。

「落ち着いてください、副団長」

「……レンフィールド男爵」

　ユリウスは何も言えないルチアの代わりに、エリオットと話してくれるらしい。

　思わぬ助け船に肩の力を抜ぬくが、同時に上う手まく交こう渉しようできなかった自分の実力のなさに歯は嚙がみする。

「個人の感情を抜きにして、もう一度考えてくれませんか？」

「私の意見は変わらない」

「……それならばわたしと勝負をしましょう」

　頑かたくななエリオットの態度に動どう揺ようしたのと、女として否定された怒いかり、そしてどうにかして交渉を成功させなければという気持ちが暴走し、気がついたらルチアはとんでもないことを口走っていた。

「勝負とは？」

　エリオットは怪け訝げんな顔をした。

（い、言ってしまったことは仕方ないわ。ここから一発逆転してやるんだから！）

　ルチアにだけ好条件な勝負では、エリオットは納なつ得とくしないだろう。敗者になる危険を犯おかしてでも勝負に乗ろうと思わせるような褒ほう賞しようを用意しなくてはならない。そして欲を言えば、エリオットに有利な勝負だと思わせつつ、実はルチアが有利な勝負がいい。

（……でも、そんな勝負思いつかないわ。強く言った手前、もう引き下がれないし……）

　ルチアはドレスのドレープを握りしめ、手の震ふるえを抑おさえた。そして、そんなルチアの様子に気がついたのか、ユリウスが微笑み助け船を出す。

「明日から一週間、副団長には王女殿下の護身術の講師になっていただきます。そしてその間に王女殿下が副団長を口説き落とせたらこちらの勝ち。ホワイトリー公爵家を王女殿下の推薦貴族にしていただきます」

「では、私が勝った場合は？」

「副団長が勝てば、王女殿下を煮にるなり焼くなり好きに復ふく讐しゆうしてくださってかまいません」

「────!?」

　ルチアは目を見開き、思わずユリウスのジャケットの袖そで口ぐちを引っ張る。しかし彼は一いつ切さい目を合わせようとはしない。

（わ、わたしの意思はどうなるのよ！）

　確かにエリオットを味方にできるのはいいが、負けた時のルチア個人の代だい償しようが大きすぎやしないだろうか。

　顔を青くしたルチアだったが、ユリウスとエリオットはそのまま話を続けた。

「復讐……甘かん美びな響ひびきだね。漸ようやく、私も前を向いて生きていけそうな気がする。まあ、勝つのは私だろうが」

「分かりませんよ。こう見えて王女殿下はしぶと──魅力的な方ですから」

「その勝負、受けましょう。答えは一週間後に」

「ではまた、明日も同じ時間に王女殿下と参ります。ああ、くれぐれも今日話したことは内密にお願いしますよ」

「心得ているよ」

　ユリウスはルチアに手を差さし伸のべ、エリオットの見送りを丁寧に断るとそのまま扉とびらまでエスコートしていく。







　騎士団から自室へ戻もどるまで、ルチアたちは一言も話さなかった。

　そして、自室の中に入り、窓も扉もしっかり閉まっていることを確かく認にんした瞬間、ルチアは髪かみをぐしゃぐしゃに手で乱しながら叫さけぶ。

「どうしてこうなったの!?」

「……私がお聞きしたいのですが」

「えっと……わたしは別に……」

　しどろもどろになるルチアを見てユリウスは深く溜ため息いきを吐つくと、メルヴィナへ視線を移す。

「王女殿下は、あの温おん厚こうで有名なエリオット・ホワイトリーに何をしでかしたのですか？」

「何をと言っても、たくさんありますわね。図ず鑑かんを見て気に入った辺境にしか咲さかない花を今すぐ持って来なさいと言ったり、エルバート王子に泣かされて悔くやしくなって王子の服に鳥の糞ふんをつけてこいと命令したり、歩くのが面めん倒どうだから一日抱だっこしなさいと駄だ々だをこねたり、女性御ご用よう達たしの雑貨屋へ一人で行かせたり、暇ひまだからと彼を馬に見立てて跨またがって遊んだり……ルチア様ったら、碌ろくなことをしていませんわね」

「積もりに積もった積年の恨みが、都合良く力を貸せと言われて爆ばく発はつしたということですか……厄やつ介かいですね」

「ごめんなさい！」

　ルチアが叫ぶと、ユリウスは半目になった。

「ええ、本当です。何をしてくれたんですか、王女殿下」

「過去の過あやまちなの！　想像以上の馬鹿姫でごめんなさい。エリオットに次会った時に謝あやまるわ！」

「あの様子ですと、王女殿下が謝っても余計に激げき昂こうするだけなのでやめてください」

「……じゃあ、どうすればいいの？」

「まずは普ふ通つうに彼の授業を受けてください。少しずつ、警けい戒かい心しんを解いていきましょう」

　そう言うと、ユリウスはグリグリとルチアの額を指で押おした。

「でも、あんな勝負をふっかけなくてもよかったのではないの？　わたしを煮るなり焼くなり好きにしていいなんて……」

「それ以外に釣つり合あいが取れないと思いましたので。そもそも、王女殿下が彼に我わが儘ままを言って愛あい想そを尽つかされたのが悪いんですよ」

「……うっ」

　ルチアは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

　幼かったとはいえ、何な故ぜあんなにも自分は愚おろかだったのだろうか。数々の黒歴史に、ルチアは頭を抱かかえた。

「王女殿下にはなんとしても、エリオット・ホワイトリーを味方に取り込んでもらわなくてはなりません。どうにか勝負に持ち込むことで彼の口を噤つぐませましたが、王女殿下が負けてしまえば、王候補になろうとしていることが他の派は閥ばつにすぐ知られてしまうでしょう」

　思っていたよりも悪い事態に、ルチアは冷ひや汗あせをかく。

「分かったわ！　必ず、エリオットを説とき伏ふせてみせるわ」

「……不安しかありませんね」

「少しはわたしの力を信じなさいよ。あと、いい加減に指で額を押すのをやめなさい。不敬罪よ！」

「そうですね。早く罰ばつせられるぐらい成長してください」

「……善処するわ」

　ルチアはユリウスの攻こう撃げきを甘あまんじて受け入れた。










　次の日。ルチアは乗馬の授業で着るような動きやすい服でエリオットの元を訪おとずれていた。

　案内されたのは昨日と同じ応接室。男性と二人きりになる訳にもいかないので、メルヴィナがついてきてくれた。彼かの女じよは部屋の隅すみで、スプーンを握りしめながらエリオットを威い嚇かくしていた。

「……おはよう、エリオット」

　ルチアはメルヴィナからそっと視線を逸そらした。

　幸か不幸か、エリオットがメルヴィナを気にする様子はない。

「おはようございます、ルチア王女殿下。早さつ速そく、護身術の授業を始めましょう」

「ええ、よろしくね。訓練場へ行くのかしら？」

「いいえ、ここで行います」

「室内でやるの？」

　首を傾かしげるルチアに、エリオットは懐ふところから出した麻あさ縄なわを見せる。

「今から殿下にやっていただくのは、縄なわ抜けです」

「……縄抜け。確かにいざという時に自分を守る術になるわね」

　ルチアは感心し、深く頷うなずいた。

　今までのルチアは争いから逃にげ、役立たずの王女扱あつかいをされていたから誘ゆう拐かいされることはなかったが、これからはそういった事態になる可能性が高い。縄抜けの技術は決して無駄にはならないだろう。

「そうです。まずはお手本を見せますので、私の腕うでを縛しばってください」

　エリオットはルチアに麻縄を渡わたすと、両りよう腕うでを差し出した。

　ルチアはぐるぐると彼の腕に縄を巻きつけ、結んでいく。すると、エリオットがルチアを睨んだ。

「緩ゆるい！　もっと強くキツく固く結んでください！」

「は、はい！」

　ルチアは縄の端はしを摑つかむと、エリオットの腕が赤くなるまで目め一いつ杯ぱい引っ張った。そして手の間にも縄を何重にも通して固結びをし、余った縄の端で手のひらも纏まとめて括くくる。もはや、結んだルチアですら解けなくなっていた。

「まあ、及きゆう第だい点ですね。後でよりキツく痛めつけるような縛り方をお教えいたしますね」

「別に痛めつける必要はないと思うけど……一応、ありがとう……？」

「軽々しく礼など言わないでください。王女の自覚がないのですか？」

　嫌みったらしいエリオットの態度に、ルチアはカチンときた。

（そっちこそ、騎士のくせに王女に対してなんて態度なのよ！　馬鹿、アホ、陰いん険けん騎士！）

　内心で子どもっぽい悪口を一通り叫ぶと、ルチアは苛いらつく心を理性で抑えつけて上品な作り笑いを浮かべる。

「気をつけるわ」

「そうしていただけると、一ノースロップ貴族として助かりますね。ああ、縄抜けの手本を見せるので、よく見ていてください」

　エリオットは腕を軽く捻ひねるようにして縄の間に小さな隙すき間まを作り、手を引き寄せて麻縄を軋きしませる。それを繰くり返かえすと、あっという間に結び目が緩み、縄が解ほどけていった。

「すごいわね」

「まあ、素人しろうとの結びなのでこんなものです」

　エリオットはムカつくが、縄抜け技術は見事だった。

　感心するルチアだったが、エリオットの手首の痛々しい赤い痕あとを見て、気分が下降する。

「こんなにきつくする必要はあったの？」

　ルチアは呆あきれた口調でそう言うと、縄の痕に手を伸のばす。

　エリオットはそれを避さけるでもなく、なすがままに受け入れる。

「……痛かったでしょう？」

　ルチアが優やさしく微笑むと、エリオットは一瞬悔しそうに顔を歪ゆがめた。そしてすぐに不ふ機き嫌げんそうに睨みつけ、素す早ばやくルチアの手を払はらう。

「未み婚こんの王女が男に触ふれていいのは、ダンスを踊おどる時と武力行使する時だけですよ！」

「……え？」

　いつの時代の人間なのだろうか。

　別に下心があって触さわった訳でも、衆目があった訳でもない。そこまで怒おこらなくてもいいだろうとムッとしながらも、ルチアは微笑みを崩さない。

「不快に思ったのなら、悪かったわ。授業に戻りましょう？」

「……私も、少し感情的になりました」

　エリオットは軽く咳払いをした。

「縄抜けの技術には色々あります。今のように縄を緩ませて解いたり、爪つめで縄を切る方法もありますね。上級者になると、関節を外して縄抜けする者もいます」

「か、関節……」

「まあ、そこまではルチア王女殿下に要求いたしません。まずは、解けやすい縄結びをさせる方法をお教えしましょうか」

　エリオットはポケットから絹製の柔らかいリボンを取り出した。

「リボンがあるのなら、別に麻縄で縛らなくてもよかったのではない？」

「馬鹿ですか。それでは、見本の意味がないでしょう」

「そ、そうね」

　危うく怒ど声せいを響かせそうになるのをグッと堪こらえ、ルチアは引きつった笑みを浮かべる。

（我が慢まんよ、ルチア。ホワイトリー公爵家をこちらへ取り込むことは絶対なんだから。王女らしく振る舞えば、きっとエリオットだってわたしを認めてくれるもの。冷静に……握った拳こぶしを開くのよ！）

　ルチアはグラグラと煮えたぎる怒りを理性で必死に消火した。

「ルチア王女殿下、両手を出してください。手首はくっつけずに、手ての甲こうを上にして──そうです」

　言われた通りに両手を出すと、エリオットはルチアの手を縛った。痛さは微み塵じんも感じない。

「そのまま手首を捻ってください」

「こうかしら？」

　ルチアが手首を捻るとリボンに隙間ができて、そのままスルリと抜け出すことができた。

「すごいわ！」

「このように、あらかじめ縄で縛られる前に工く夫ふうすることで縄抜けをしやすくすることもできます。無論、意識がある状態で縛られることばかりではありませんので、この方法を試せる機会は少ないでしょう」

「でも、試せる機会もあるのでしょう？　それならばわたしは今、生き残る確率を上げたということだわ。ありがとう、エリオット！」

　ルチアは無む邪じや気きにエリオットを褒ほめ称たたえた。

「……そこまでして生きたいのですか？」

「当たり前でしょう。わたしが生きていなくては、この国を救えないもの」

　期待されていなかったルチアは、兄王子たちのように幼い頃ころから王の教育を受けることができなかった。少しでも早く彼らに追いつき、越こえていくには、どんな知識も経験も吸収して自分の糧かてにしなくてはならない。

「だから、エリオット。もっとわたしに縄抜けの技術を教えなさ──教えてくださる？」

　気を抜いて、ユリウスに言うような命令口調になりそうになった。ルチアは誤魔化すようにエリオットから視線を外し、リボンを持ったままメルヴィナの元へ駆けていく。

　残されたエリオットは騎士服が乱れるのもかまわず胸を押さえた。

「……それでも──いいえ、だからこそ私の心はあなたを拒こばんでいるのです」

　未来を諦あきらめず、前を向くルチアを見て、エリオットは誰にも聞こえないように小さく呟つぶやいた。







「それで、護身術の授業はどうだったのですか？」

　授業の後、自室に戻ったルチアにユリウスは早速問いかけた。

　ルチアは自信満々に胸を反らす。

「聞いて恐れおののきなさい！　わたしは完全に縄抜けを習得したわ。全身グルグル巻きにされようと、背中で腕を固結びされようと、華か麗れいに解いてみせると断言してあげる！」

「……いったい何をしに行ったのですか、あなたは」

　ユリウスは深く溜息を吐くと、額に手を当てた。

「エリオット・ホワイトリーと交渉することが王女殿下のやるべきことだったはずです！」

「……そ、そうだったわ！」

　縄抜けの授業に夢中になりすぎたためか、ルチアは肝かん心じんなことをすっかり忘れてしまっていた。

　ルチアはギリギリと奥おく歯ばを嚙みしめる。

「おのれ、エリオット！　わたしの注意を逸らすなんて、意外に策士なのね。侮あなどっていたわ」

「……王女殿下、明日はきちんと目的を果たしてください」

「安心なさい、明日は体術だそうよ。組み手でもしながら、さりげなく交渉してみせるわ」

「……不安です。俺おれが一いつ緒しよに行ければよかったのですが……」

　ユリウスはルチアの野望が気け取どられないよう貴族たちに噂を流したり、王妃や兄王子たちの動向を探さぐったりしているのだ。

「ユリウスには今の仕事に集中してもらわなくてはならないわ。大だい丈じよう夫ぶよ。エリオットを味方に取り込んで、報復を遂とげてみせるわ。大船に乗ったつもりで待っていなさい」

「……その大船は泥どろでできていないでしょうね？」

「任せなさいって！」

　結局、ユリウスは最後まで、ルチアを疑う目をしていた。
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　翌日。ルチアは訓練場でエリオットと向かい合っていた。

　あらかじめ場所を確保していたのか、ルチアとエリオット、そして訓練場の隅で地面相手にフォークを突き立てる練習をしているメルヴィナ以外に人の気配はない。

（さりげなく交渉……さりげなく交渉……って、どうやるのかしら!?）

　昨日は見み栄えを張って交渉できると言ったが、自然にエリオットを交渉へ誘ゆう導どうする方法が分からない。つい最近まで特定の人としか話してこなかったルチアには難易度が高かった。

「──ルチア王女殿下、聞いているのですか？」

「は、はい！」

　苛立たしげなエリオットの声に、ルチアの肩がビクンッと跳はねる。

「噓うそです。聞いていませんでしたね？　私は絶対に騙だまされませんよ」

「……ごめんなさい」

「本当にあなたは性格が悪いですね」

　エリオットは吐き捨てるように言った。

（性格が悪いのは、あなたよ！　この陰険騎士め！）

　ルチアはギュッと拳を握りながら、必死に屈くつ辱じよくを耐たえる。

「エリオット。申し訳ないのだけど、もう一度わたしに先ほど伝えたかったことを言ってくれる？」

「仕方ないですね。では、もう一度。私の急所にルチア王女殿下の全力を叩たたき込こんでください。無論、防ぼう御ぎよはいたしません」

「……え？」

　まだ基本の体術の型も、動きも説明されていない。そんな状態でいきなり全力を叩き込めとはいったいどういう了りよう見けんなのだろう？

　ルチアは聞き間ま違ちがえたのかと思い、エリオットをジッと見つめた。

「ですから、私の急所にルチア王女殿下の全力を叩き込んでくださいと言っているのです。理解力の乏とぼしい方ですね」

　同じことを三度言わされてエリオットは苛立たしげだが、どうやら本気で急所を攻撃しろと言っているらしい。

（それなら、やるしかないわね。今までのわたしへの非礼を倍返ししてやるわ……！）

　ルチアは内心でほくそ笑みながら、溜たまった怒りを振り上げた拳に乗せて、エリオットの腹に叩き込んだ────

　その瞬間、ルチアの拳から鋭するどい感覚が駆け巡る。

「痛いっ！　何よ、これ。硬かたすぎだわ！」

　ルチアはジンジンと痛む拳を抱え込むように蹲うずくまった。

　涙なみだ目めになりながらエリオットを見ると、彼はたじろぐこともなく変わらず立っていた。

「失望しました、ルチア王女殿下。急所と聞いて腹とは……」

「だって、内臓を傷つけられたら大変なことになるでしょう？　だから、お腹なかが急所だと思ったのよ」

「筋肉が打だ撃げきから内臓を守るので、急所とは言えませんよ。特に、私のような日ひ頃ごろから身体を鍛きたえている騎士には」

　エリオットは深く溜息を吐くと、自分の顔や身体を指さす。

「代表的な急所と言えば、目ですね。鍛えることは不可能ですし、相手の視界を奪うことができます。打撃の場合は顎もいいですね。上手くいけば脳のう震しん盪とうを起こします。あとは意外に脛すねなども有効です。激痛で走れなくなりますから」

「……そうなの。でも、それを今わたしがやったら、エリオットが大きな怪け我がをしてしまうわ」

「ご心配なく。非力なルチア王女殿下の一いち撃げきで沈しずんだりしませんよ。それに私が急所を打てと言ったのは、いざという時に躊ちゆう躇ちよして手加減をしないかどうかという試験も兼かねていました。正直に言って、合格点はあげられませんね。お噂通り、役立たずの王女なのではないですか？」

　蔑さげすんだ視線を、ルチアはグッと堪える。ここで感情的になれば、昔のルチアと変わらないと思われてしまう。

「そう思いたければ思えばいいわ。あなたは、噂とは違う人物のようだけど」

　しかし、嘗なめられてもいけないので、ルチアは皮肉を込めて言ってやった。

「そんなことを言っていいのですか？　私を通してホワイトリー公爵家を味方につけたいのでしょう？」

　挑ちよう発はつするエリオットに、ルチアは苛立ちが募つのる。

　いくらなんでも、調子に乗りすぎではないだろうか。復讐心を抱いているとは言っても、少しは騎士として振る舞って欲しいものだ。

「あなたのような騎士とは思えない性格の男が公爵家にいるのなら、それも考え直した方がいいかもしれないわね」

　思わず出たキツい言葉に、ルチアはハッとして口を結ぶ。

「ルチア王女殿下……もう一度、言ってもらえませんか？　できれば、ハッキリと大きな声で」

　待ってましたとばかりに、したり顔をするエリオットを見て、ルチアは自分が嵌はめられたことに気がついた。

（エリオットめ、わたしがホワイトリー公爵家を諦めるように仕向けたのね……！）

　騎士だからと油断していた。

　彼はルチアよりもずっと年上で、醜しゆう聞ぶん好きな貴族社会で嫌な噂一つ出ないほどの会話術を持っている。交渉しようと息巻くルチアを手玉に取るぐらいやってのけるはずだ。

（どうしよう!?　ここからどうやって、エリオットを味方に取り込むように話を持っていけるの。王族として発言には気をつけろとユリウスに散々言われたのに……！）

　後こう悔かいしても遅い。ルチアは思考を急速に回転させた。

「……エリオット」

「なんでしょうか、ルチア王女殿下」

　緊張でゴクリとルチアの喉のどが鳴る。

「い、今から五分前までの会話をすべて忘れて……！」

　あまりに苦しい言い訳に、エリオットは口をポカンと開けた。

「ルチア王女殿下、それはあまりにも────」

「いいから、今から五分前までの会話をすべて忘れなさいと言っているの！」

　駄だ目め押おしでもう一度強く言うと、エリオットは悔しそうに俯うつむく。

「くっ、お預けか」

　どうやら、エリオットはルチアから言げん質ちを取ることを諦めたようで、不機嫌そうな顔で押おし黙だまる。

　交渉術としてはあまりに稚ち拙せつだったが、急場は凌しのげたはずだ……たぶん。

「とりあえず、体術の授業に戻りましょう」

　ルチアは仕切り直しとばかりに、手をパンッと叩く。

「……そうですね。あなたはやはり、酷ひどい人だ」

　それから、エリオットはどこか上の空だ。のらりくらりとルチアの交渉を躱かわして、淡たん々たんと授業をするだけ。ルチアは開くばかりの心の距きよ離りに戸と惑まどっていた。

　そして、約束の一週間が経たち、暴漢を撃げき退たいできるぐらいには護身術を身につけることができたが、エリオットを味方に引き込むことはできなかった。
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　ルチアはどんよりとした気分で、護身術の授業の最終日を迎むかえた。

　背筋を伸ばし、王女らしく軽かろやかな歩調で訓練場へと向かうが、心の中は不安でいっぱいだ。そんなルチアの心情を察してか、ユリウスは護身術の授業に初めて立ち会ってくれることになった。

「……ねえ、ユリウス。どうしたらエリオットを振り向かせることができるのかしら」

「まるで恋する乙おと女めですね。王女殿下は彼に復讐をしたかったのではないのですか？」

「王女として味方になって欲しいのも、矜きよう持じを守るために復讐してやりたかったのも噓じゃないわ。でも、ただのルチアとしては……昔みたいな一方的な主従関係とは違う、新しい関係を築きたかったの。エリオットは初めて、わたしに仕えたいと言ってくれた人だから」

　母はなく、父はルチアに関心がない。成長と共に立場を知り兄たちとも距離ができ始めた頃だった。思えば、我が儘ばかり言っていたのは、自分を見て欲しかったからかもしれない。

　そんな中、ルチアを好きだと言い、内心は嫌だったとしても呆れた我が儘を聞いてくれたエリオットには感謝している。

「王女殿下の言葉で素す直なおに伝えたらどうですか？」

「そんなことをしたら、またエリオットに失望されてしまうわ！」

　ルチアは足を止めると、無責任だとユリウスをキッと睨んだ。

「どうせ失敗したら、彼に煮て焼かれて復讐されるのですから、言いたいことを言ってスッキリして覚かく悟ごを決めた方がいいです」

「ユリウスは誰の味方なのよ！」

　ルチアが頰ほおを膨ふくらませると、メルヴィナがエプロンのポケットの中でカチャカチャと忍しのばせた凶きよう器き──カトラリーを鳴らしながら笑みを浮かべる。

「ルチア様、ホワイトリー副団長なんてもういいではありませんか。ルチア様の素す晴ばらしさが分からないなんて、裏切り者の趣しゆ味みが悪いだけですわ。彼を味方にできなくとも、他にも中立派貴族はいるのです。王候補の選せん抜ばつまでにきっと間に合いますわ」

「……メルヴィナ」

　なんだか危険な気配がしたので、ルチアは曖あい昧まいに頷く。

　それでも、王位を狙ねらう王女として、エリオットを諦めると言うことはできない。兄王子たちを差し置いてルチアが王候補になるためには、中立派最大貴族のホワイトリー公爵家を味方にして王宮内の影えい響きよう力りよくを高めなくてはならないのだから。

「王女殿下。少なくとも私は、我が儘であろうとあなたの真まっ直すぐな言葉に救われた人間ですよ」

　ユリウスは静かに手て袋ぶくろ越ごしに魔ま術じゆつ刻印へキスを落とす。

　ルチアへの信しん頼らいが感じられ、胸むねの奥おくがじんわりと温かくなる。

（……わたしは気難しくて誇ほこり高たかいユリウスと、警戒心が強いけれど優しいメルヴィナと絆きずなを結んだんだもの。二人が信じるルチアをわたしが信じなくてどうするの！）

　心の中で自分を叱しつ責せきすると、ルチアは再び歩き出す。

「やるだけやってみるわ。わたしを立派な王女だって、エリオットに認めさせてやるんだから！」

　相手の裏を読んだり、自分を押し殺して皆みなが求める立派な王女であろうとするのは、もうやめよう。そもそも、ルチアには向いていないのだ。

　今日が最後のチャンスなのであれば、本気でエリオットにぶつかってみよう。ありのままのルチアの思いを伝えて駄目だったら、その時にユリウスとメルヴィナとまた必死に考えればいい。

　何度くじけても、死にそうになっても、絶対に王への道を諦めたりしない。







　訓練場に到とう着ちやくすると、そのまま応接室へと案内された。

　ルチアは初日と同じくソファーに座り、エリオットはテーブルを挟はさんで向かい側へ腰こしを下ろす。ユリウスとメルヴィナは静かにルチアの後ろに控ひかえた。

　エリオットの目の下には隈くまがあり、疲ひ労ろうの色が見てとれる。彼は彼なりに悩なやむことがあるようだ。

（……ホワイトリー公爵家で何かあったのかしら。王妃派と新興貴族派からの接せつ触しよくや取り込み、嫌がらせなんかもあるだろうし……まあ、今日はエリオットの都合なんか関係なしにぶつかるつもりだけど）

　エリオットの顔色なんてもう窺わない。昔の馬鹿姫に戻ったと言われようとも、ルチアは己おのれの信念を遠慮なくぶつけてやる。王族は思慮深くあるべきだが、時には感情を表に出してもいいだろう。

「今日はメルヴィナだけではなく、レンフィールド男爵も一緒なのですね」

「どうか私のことはお気になさらず。空気だと思ってくださってかまいません、副団長」

「わたくしのことは毒素だと思ってくださってかまいませんわ」

「はい、お二人のことは気にしませんね」

　エリオットは和なごやかな笑みを浮かべてメルヴィナの敵意を受け流した。

　そして、すぐに鋭い瞳をルチアへ向ける。

「今日は約束の日です。ルチア王女殿下は生徒としてはそれなりに優秀でしたが、私を味方に引き込むには至りませんでしたね」

「まだ約束の日は終わっていないわ」

「ですが、私がルチア王女殿下に教えることはもうありませんよ」

「そうね。わたしは優秀な生徒だもの」

　挑発を受けて、ルチアは自信満々に言い放つ。

　すると、ピクリとエリオットの眉まゆが上がる。

「ならば、帰っていただきましょうか。中立派貴族の私が、特定の王族と頻ひん繁ぱんに接触していると思われるのは迷めい惑わくですから」

「あなたはいつまでも中立派貴族でいられると、本気で思っているの？」

　ルチアは冷静な口調で言った。

「どういう意味ですか？」

「そのままの意味よ。確固たる政治基き盤ばんを持つ兄様たちは、順当に王候補になるでしょう。そうすれば戦力を増大させるため、または危険分子を排はい除じよするために、中立派貴族へ今以上に目を向ける。社交界への影響力を持つホワイトリー公爵家は真っ先に服従か殲せん滅めつかの選せん択たくを迫せまられるでしょうね」

「だから、ルチア王女殿下に従えと？」

「いいえ。わたしは自分の家の利益しか見ない者なんていらない。欲しいのは、国を救う覚悟のある人間だけよ。貴族だとか、平民だとか、そんなことはどうでもいいわ」

「それで王族を象徴とした共和制を築きたいという訳ですか。そんなに上手くいくとは思いませんがね。貴族たちは利権を手放そうとはしないでしょうし、王都とは違い、地方ではたとえ雪の精せい霊れいと瓜うり二ふたつのルチア王女殿下であっても憎しみの対象ですよ。とても、この国を救えるとは思えません。愚かな理想ですよ」

「愚かな理想？　何を言っているの。王女たるわたしの理想がその程度である訳がないでしょう」

　鼻で笑うエリオットに、ルチアも同じように返した。

「いいこと、よく聞きなさい。わたしは、ノースロップの皆が明日を心配せずに笑っていられるような、優しい国を作りたいの。この上なく傲慢な理想よ」

「甘いことを。実現できるはずがありません。多くの困難が待ち受け、人間の欲深さに裏切られ続けますよ。それに耐えられますか？　あなたが王となるより、兄王子たちが王になった方がいい」

　本気か噓か分からない、感情を読み取らせない顔でエリオットは言った。

「わたしは昔と変わらない、我が儘な王女のままなのよ。漸く摑んだわたしの理想を手放す気なんてないし、潔いさぎよく諦められるほど性格が良くないの。だからエリオット、わたしの臣下へ戻りなさい」

「それほどホワイトリー公爵家の力が欲しいのですね」

「欲しいわ。ホワイトリー公爵家は領民を大切にし、愚かな王族も見捨てない、貴族の中の貴族だもの」

　軽けい蔑べつしたような瞳を向けられても、ルチアは怯ひるまない。

　己の本心だけを言ことの葉はに乗せる。

「でも、一番欲しいのはあなたよ、エリオット」

「ルチア王女殿下の元から去った私を……？」

　エリオットは瞬まばたきを繰り返し、少しだけ動揺した様子を見せた。

　ルチアは柔らかな微び笑しようを浮かべる。

「あなたは愚かではないもの。我が欲よくのために国庫を食いつぶしたり、利権を得るために人を排除したりしない。だから、あなたがわたしに価値を見み出いだしてくれたことを嬉しく思うの。昔のわたしはあなたを失望させてしまったけれど、今度は一緒にこの国を救うために立ち上がって欲しいと思っているわ」

　ルチアはそう言って招くように手を伸ばす。

　エリオットはおずおずと手を伸ばし──そして、容よう赦しやなくルチアの手を叩き落とした。

「お断りします！」

「どうして!?　なんだか、了りよう承しようしそうな雰ふん囲い気きだったじゃない！」

「協力して欲しいというのなら、相応の見返りというものが必要なのを知らないのですか。少しは世間というものを学んだ方がよろしいかと。交渉下手な王女様」

　ルチアの中で、ブチンッと何かが切れる音がした。

　再会してからエリオットにこれまで言われた暴言の数々が脳のう裏りに浮かび上がり、メラメラとした怒りの炎ほのおに変わる。

　我慢などしてやるものか。ここまで侮ぶ辱じよくされて引き下がるほど、ルチアはお人ひと好よしでも腹黒でもない。

「……黙っていれば、好き勝手に。王女に──いいえ、乙女に対する態度ではないわ！　エリオットのくせに生意気よ。ちょっと、整った顔と家いえ柄がらと実力があるからって調子に乗りすぎね！　不敬罪で牢ろう獄ごくへぶち込むわよ！」

　息を乱しながら言い切ると、ルチアは尊大な態度を示すように足を組む。

「……牢獄」

「そうよ、牢獄！　一番暗くて湿しつ気けの多いところに入れてあげるわ。光栄に思いなさい！」

「……一番暗くて湿気の多いところ……」

　実際には、ルチアにエリオットを牢獄へ入れるような権力は持っていない。それをエリオットも理解しているはずだ。

　だから、ルチアは存分に自分の言いたいことをぶちまける。

「もしそれが嫌だったら、犬のように這はいつくばってわたしの靴くつを舐なめてみなさいよ。まあ、どうせそんなの無理でしょうから、一言謝罪するだけで許してあげ──ちょっと、何をやっているのよ!?」

　エリオットは素早い身のこなしでルチアの前にしゃがんだかと思えば、ぺろぺろと薔薇色ばらいろの舌でヒールを舐め始めた。

　その非現実的な光景に、ルチアの目は点になる。

「何って、ご要望通りにルチア王女殿下の靴を犬のように舐めているのですが？」

　当たり前のような顔でそう言うと、エリオットは再びヒールを舐める。

　数十秒経っても、ルチアの理解は追いつかない。

「え？　いや、だってそんなの──いやぁぁあああああああ！」

　ぬるりとしたエリオットの舌先が素す足あしに触れた瞬間、ルチアは彼に教えられた通りに急所──今回は鼻──に鋭い蹴けりをお見み舞まいした。

　衝しよう撃げきでエリオットは後ろに倒れながら、鼻血を撒まき散ちらす。そして絨じゆう毯たんの上に蹲りながら、痙けい攣れんするようにぴくぴくと動く。

「や、やりすぎた？　正当防衛よね？　……で、でも舐めろと言ったのはわたしだから……」

　混乱に混乱を極きわめたルチアは、あたふたする。もう、何がなんだか分からない！

「ふふふ……あはははははははははっ！」

　不気味な笑い声を上げながらエリオットが復活する。

　彼の麗しい顔は流血と興奮で台無しだ。むしろ、顔立ちが綺き麗れいな分、恐ろしさ倍増である。

「ルチア王女殿下は変わってなどおられなかった！　むしろ、成長したことでより魅力的になっておられる！　私を振り回す可愛かわいらしい我が儘に、私が教えた体術による物理的な痛み。……最高だ」

　陶とう酔すいするような彼の叫びに、ルチアは得体の知れない恐ろしさと気持ち悪さに襲おそわれた。

「何よ、これ!?」

「ルチア王女殿下、お望み通りに私はあなたの臣下──いいえ、従順な犬となりましょう！　私はルチア王女殿下を一人の女性として愛しております。どうぞボロ雑ぞう巾きんのようになるまで使い潰して、慈じ悲ひもなくゴミのように捨ててください」

「全然、嬉しくない愛の告白なのだけどー！　端たん的てきに言って気持ち悪いわ！」

　ルチアは逃げるようにユリウスの後ろに隠れた。

「さすが、王女殿下。変なところでカリスマ性がありますね。……しかし、行きすぎたマゾヒストはある意味サディストよりも質が悪いのですね」

「冷静に分ぶん析せきしていないで、わたしを助けなさい、ユリウス！」

「そうは言いましても……」
















　未いまだかつてない恐きよう怖ふに襲われたルチアは、懸けん命めいにユリウスの腕にしがみつく。

　今は緊きん急きゆう事態だ。淑しゆく女じよの慎つつしみなど頭から飛んでいた。

　そんなルチアたちの様子を見て、エリオットはさらに興奮で息を乱し始める。

「先ほどの痛みも捨てがたかったが、この胸の強烈な痛みはもっと甘美なものに感じる。もしや、これが失しつ恋れんの痛み……？　ずっと味わっていたい……最高です、一生ついていきます、ルチア王女殿下！」

「……変態は燃えるゴミに分別いたしましょう、ルチア様」

　メルヴィナが氷点下の瞳でエリオットを見下ろしながら呟く。




　こうしてルチアの臣下に犬──もとい、エリオット・ホワイトリーが増えた。

　どうやらルチアたちは、エリオットという人間に対して思い違いをしていたようだ。
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　エリオットのとんでもない本ほん性しようを見て数日後。

　ルチアの自室では、新たな臣下が話し合いに参加していた。

「私が我わが儘ままなルチア王女殿でん下かに耐たえかねて従者を辞やめた？　逆だよ。殿下が急に我が儘を言わなくなって、私を頼たよらなくなったのに傷ついたから辞めたのが真相だね」

　紅茶を飲みながら、エリオットはユリウスの質問に軽快に答えた。

「メルヴィナとは正反対の理由ですね」

　ユリウスは呆あきれたが、すっかりリラックスした様子のエリオットは護身術の授業の時よりも自然な笑えみを見せる。

「……そんなにわたしの我が儘が良かったの？」

　複雑な気分でそう言うと、エリオットは少年のように目をキラキラと輝かがやかせた。

「私には、華きや奢しやで守ってあげたくなるような可愛かわいらしい方の我が儘に振ふり回まわされ、詰なじられ蔑さげすまれいじめられ、殴なぐられて踏ふみつけられたいという性せい癖へきがありまして。ルチア王女殿下は私の好みのど真ん中。隣りん国ごくの王子という婚こん約やく者しやがいても諦あきらめられず……いいえ、だからこそお傍そばにいたくて従者になりました」

「……気持ち悪すぎるわ」

「その罵ば倒とう、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染しみ渡わたります……！」

　最悪の気分になった。頭の隅すみで、彼を味方に引き入れたのは失敗だったのではと思ってしまう。

　そんなルチアの心情を察したのか、メルヴィナがルチアを庇かばうように前へ出た。

「ルチア様、この変態には近づいてはいけません！」

「おやおや、メルヴィナ。方向性は違ちがうけれど、君と私は同じルチア王女殿下を愛する仲間じゃないか」

「一いつ緒しよにしないでくださいませ！　わたくしはルチア様をドロドロに甘あまやかして依い存ぞんさせて、愛めでて、支配したいだけですわ！」

「…………愛がとてつもなく重いわ」

「同族嫌けん悪おというやつですか」

　ルチアとユリウスは二人に聞こえないように、小さく呟つぶやいた。

「さて、いい加減に話を進めましょうか。副団長、ホワイトリー公こう爵しやく家けは王女殿下の味方になりそうですか？」

「エリオットでいいよ。私もユリウスと呼ばせてもらうから」

「つまりは、名前を呼び合う程度の仲にはなれそうということですか、エリオット？」

「話が早くて助かるよ。元々、ルチア王女殿下と再会した日に父──ホワイトリー公爵と話し合った。私も公爵も殿下の案には賛成だったよ」

　ユリウスはそれを聞いて怪け訝げんな顔をする。

「ホワイトリー公爵家は、今まで中立派として何の方向性も示さなかったというのに、ノースロップ王国の未来を憂うれえていたというのですか」

「そう警けい戒かいしないで。確かにどこにも荷か担たんせず、静観の立場を保ってきたけれど、それは殺された国王の側近たちのように現王おう妃ひに潰つぶされないためだから。この国を諦めた訳じゃない。ルチア王女殿下のお考えを聞けば、今が立ち上がる時だと思ったよ。私たちが耐えてきたのは無む駄だじゃなかった」

「……言いすぎました。申し訳ありません」

　ユリウスは自じ嘲ちよう気ぎ味みに言った。

　以前、宮きゆう廷てい政治に入り込み国を救おうとしたものの諦めた彼の中で色々と思うところがあったのかもしれない。

「あれ？　今の話を聞くと、護身術の授業でわたしを散々馬ば鹿かにする必要はなかったんじゃないの」

「殿下にどうしても罵ののしっていただきたくて、つい逆上させるようなことを……」

「ついって何よ！」

「ですが、殿下の本質が変わりないと分かって安心いたしました」

　ルチアは頰ほおを膨ふくらませ、そっぽを向く。

「……我が儘だって言いたいのでしょう」

「はい、あなたの我が儘は可愛らしい。人の生死を弄もてあそぶようなことは言いませんし、我が儘を聞かなかったからといって、臣下を罰ばつしたりしない。私はルチア王女殿下のそういうところが好きですよ。私の剣けんを捧ささぐに相応ふさわしい方だと思いました」

「ふーん。そう」

　女性として褒ほめられることに慣れていないルチアは、相手が変態だというのに顔を赤くして照れ始める。

　メルヴィナはそれを見て、憎にく々にくしげにエリオットを睨にらみつける。

「ルチア様が変わったと思ったらすぐに逃にげ出だした男ですのに、調子がよすぎるのではありません？　わたくし、ホワイトリー副団長のそういうところが大だい嫌きらいですの」

「エリオットでいいって言っているのに。あの時の私は馬鹿だったよ。ルチア王女殿下が変わってしまったと嘆なげいて自じ暴ぼう自じ棄きになって騎士団に入り、戦いの中で味わう痛みで己おのれの欲を誤ご魔ま化かしていたなんて。まあ、副団長にいつの間にか昇進していたから、時間の無駄ではなかったとは思うけど」

「……そんな理由で騎士団に入って出世したんですか」

　ユリウスはこめかみを悩なやましげにトントンと叩たたくと、深く溜ため息いきを吐つく。

「ホワイトリー公爵家が味方となり、これで推すい薦せん貴族が三家となりました。残りの推薦貴族は二家です」

　どうやらユリウスはエリオットについて深く考えるのをやめたらしい。

　ルチアも頭を切きり換かえて、今後のことを考える。

「王候補選定会議まで残り数日だわ。間に合うかしら……」

「間に合わないでしょうね。ホワイトリー公爵家以外の中立派貴族を味方に引き込むだけの時間はありません。大した利も提示できないでしょうし、王女殿下は経験が浅く交こう渉しよう事ごとにはあまり向いていません」

　絶望的な見解。だけど、ユリウスの瞳ひとみは盟花の騎士の誓ちかい通り、希望を失ってはいない。

「悔くやしいけどそうね。でも、ユリウス。策がない訳ではないのでしょう」

　ルチアがそう言うと、ユリウスは真っ黒く輝いた笑みを浮うかべる。

　それは王妃教育中に大量の課題を押おしつけてきた時を思い起こさせ、ルチアの全身にぞわりと鳥とり肌はだが立つ。

「単純なことです。情に訴うつたえてください、王女殿下」
















　結局、王候補選定会議まで徹てつ夜やをして当日を迎むかえた。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの身体に鞭むちを打ち、慣れない化け粧しようや品のいいドレスと宝ほう飾しよく品ひんで全身をメルヴィナに飾かざりつけてもらい、王女としての武装を施ほどこす。

　ユリウスからは「とても三日徹夜した人間には見えない」、エリオットからは「その御お御み足あしで強めに踏んで欲ほしい」という失礼なお墨すみ付つきをもらった。そしてユリウス、エリオット、メルヴィナを引き連れて、ルチアは王になるための戦いへと向かう。

「レンフィールド男だん爵しやく!?　……と、ルチア王女殿下……いったいどうしたのですか？　今は重要な会議中でして……」

　元老院の扉とびらを警備する騎士が驚おどろきの声を上げる。

　どうでもいいが、何な故ぜルチアよりも先にユリウスの名を呼んだのだろうか。本当に少しも気にしてなんかいないが。

「そんなこと百も承知です。いいから早く開けなさい」

　ルチアがそう言うと、騎士は身体をビクつかせて扉を開ける。ギギィと盛せい大だいに扉の軋きしむ音が響ひびき、議会の衆目が一気にルチアたちへと集まった。

　王候補選定会議が開かれているだけあり、議席は満席。奥おくのステージには、王候補の指名を控ひかえたフレデリック第一王子とエルバート第二王子が立っていた。

　その後ろの備えつけられた玉座には、何もない天てん井じようをぼうっと見つめる国王が座すわっている。

　ルチアは迷いなく、彼らがいるステージへと歩を進めた。

（……平常心、平常心。ドレスの端はしを踏んだら元も子もないのだから！）

　ぎこちない動きを察したのか、ユリウスがそっとルチアの手を摑つかみ、さりげなく支えながらエスコートする。彼は手て袋ぶくろをしておらず、スノードロップの魔ま術じゆつ刻印が貴族たちの目に映った。

「ルチア、ここはあなたの来るところではないわ。そこの平民上がりの男爵に唆そそのかされたのであれば、早くここから立ち去りなさい。今なら許してあげるわ」

　議席の一番前に座っていた王妃が立ち上がり、ゴミクズを見るような目でルチアを射い貫ぬく。これまでは怯おびえて王妃の顔色を窺うかがうルチアだったが、立ち向かう決心をした今は違う。

　凜りん然ぜんとした態度で、正面から相対する。

「唆されてなどいません。わたしは自分の意思でここにいるのです」

「あなたの意思？」

「はい、王妃殿下。わたしは王候補に名乗りを上げるために参りました」

　ハッキリと答えると、王妃の顔が一気に憤ふん怒ぬに染まった。

　美しい顔が鬼おにへと変わり、彼かの女じよの苛か烈れつさと心の恐おそろしさが溢あふれ出でる。

「政略結けつ婚こんの駒こまにも満足になれない役立たずがふざけたことを！」

「わたしには王になる資格があります。だから、皆みな様さま。少しだけわたしの話を聞いてください！」

　ルチアは大きく声を張り上げると、ユリウスたちと共にステージへと駆かけ上あがる。

　兄王子たちを差し置いて真ん中に立ち、議会を見渡す。困こん惑わくと嘲あざけりと達観の感情が渦うず巻まく中で、誰だれもがルチアを見ていた。

「黙だまりなさい！　衛兵、ルチアをつまみ出しなさい！」

　ヒステリックな王妃の声が響き渡った。

　彼女に逆らえない騎士たちが、ステージ下に集まってくる。今にもルチアへ斬きりかかりそうな彼らを見て、エリオットはいつも通りに人の良さそうな笑みを浮かべる。

「私を楽しませてくれる相手はいるでしょうか？」

　剣に手をかける彼を見て、騎士たちがたじろいだ。

　若くして副団長に出世しただけあり、エリオットの実力は騎士の中でも飛とび抜ぬけている。騎士団での彼の評価は知らないが、今いる十人程度の騎士たちが恐れるほどには認められているらしい。

（このまま王妃が暴走して、エリオットが対処できない数の騎士が来たら厄やつ介かいね。それに、わたしを排はい斥せきするような空気になっても困るわ）

　ユリウスの提示した「情に訴える」作戦を実行するには、落ち着いて演説できる時間が必要だ。何もできずに終わる訳にはいかない。

　どうにか場を抑おさえられないか考えていると、後ろの玉座から小さな声が漏もれる。

「……話ぐらい、いいのではないか……」

　小さいが不思議とその声は議会の中に響いた。

　ルチアがバッと後ろを振り向けば、父王は先ほどと同じように虚うつろな目で天井を見ているだけだ。

「……ありがとうございます、国王陛下」

　父王に深く礼をとると、貴族たちへ向き直る。

　王妃は王を殺しそうな視線で睨みつけるが、騎士たちをルチアの前から引かせた。

　ルチアは一度深く深呼吸すると、澄すんだ声を響かせる。

「今、このノースロップ王国は大きな岐き路ろに立たされています。国土は荒あれ、財政は安定せず、人口も減っている。他国との交易も全ぜん盛せい期きの三分の一まで落ちています。それは何故か……この国の古くから続く政治体制が時代に適合しなくなったからです」

　王候補になるため、ルチアは賭かけに出ることにした。貴族たちのノースロップ王国を想おもう心に訴えかけ、ルチアの陣じん営えいへと引き寄せるのだ。

　ルチアの進む道を示し、期待させなくてはならない。そのために、徹夜で演説について学んだのだ。

「わたしたち王おう侯こう貴族は平民を守ることが義務でした。しかし、昨今は平民も学を手に入れる機会が増え、多くの有能な平民が叙じよ爵しやくされることになりました。そこから分かるように、王侯貴族は平民を守るだけではなく、力を合わせて国を盛り立てていける可能性が生まれたのです」

　城下へ出て知ったこと、ユリウスから学んだこと、自分の挫ざ折せつと後こう悔かいは──ルチアの十六年の人生は無駄ではない。

　希望の風を呼よび込こむため、言葉にありったけの魂たましいを詰つめ込こみ、ルチアは訴えかける。

「しかし、元来の政治体制ではその可能性を現実のものとすることは難しい。商業の多様化により、平民だけでなく貴族の中でも貧ひん富ぷの差が顕けん著ちよになりました」

　ルチアはここで一息吐つき、今度は静かに問いかける。

「皆様は平民たちの間に革命思想が芽生えていることを知っていますか？」

　そう言った瞬しゆん間かん、議会はざわめいた。

　革命思想を恐れている者、侮あなどっている者、憂えている者、その思いは様々だ。見ないようにしていた事実を突つきつけられ、貴族たちは一様に動どう揺ようする。

「平民は、王侯貴族の言うことを聞くだけの操あやつり人形ではありません。都合のいい労働力でもない。一人一人が確固たる意思を持ち、誇ほこりを持ち、未来を考えて生きているのです。わたしたちと同じように明日へ希望を抱いだいています」

　ルチアは革命思想を否定しない。それは平民の成長であり、この国の可能性だ。

　恐れるのでも、潰すのでもなく、手を取り合い共存する。それが、ルチアの目指す国の在り方だ。

「わたしは皆様に問いたい。真なる強国とはいかなるものか！　強き王の治める国か、それともわたしたち王侯貴族を消し去った国か。……わたしは、揺ゆらぐことのない安定した治世こそが、国力を蓄たくわえることに繫つながり、ノースロップ王国を強国へ押し上げると思っています。そこには王族も貴族も平民も……すべての国民の力が必要です」

　大きく手を広げ、ルチアは力強く言葉を紡つむぐ。

　全員に賛同してもらえる訳はない。だけど、少しでもルチアの思いに共感してもらえるのであれば、同じ道を歩んで欲しい。それは茨いばらの道だけれど、いつかきっと希望の花を咲さかせるから────

「故ゆえにわたしは、王候補に名乗りを上げます。ノースロップ王国に永えい劫ごうを知らせる鐘かねを響かせ、王侯貴族と平民が手を取り合い生きる、共和制国家を創るために……！」

　血が滲にじむ喉のどを震ふるわせて、ルチアは最後まで思おもいの丈たけをぶつけた。

「そ、それではルチア王女殿下が王候補として相応しいと思う方は拍はく手しゆをお願いします」

　議長を務めていた役人が震えた声で貴族たちに言った。

　乱れる息を整えながら、ルチアは議会を眺ながめる。貴族たちは顔を見合わせ、苦く慮りよの表情を浮かべた。拍手をする様子は微み塵じんもない。

　ドクドクと耳に響くほどに心臓が暴れ回り、ルチアの背に冷ひや汗あせが伝う。そんなルチアの様子を見て、エルバート第二王子が嘲るように顔を歪ゆがめた。

「馬鹿だ、馬鹿だと思っていたが、ここまでとは。我わが異母妹いもうととはいえ、恥はずかしいな。人間は生まれた瞬間に運命が決まっている。王女として生まれたお前は、王候補となる器うつわではない。我われの配下に殺されて終わりだ」

　ルチアは歯を食いしばり、ぐっと耐える。ここで怒ど鳴なり返してしまえば、エルバート第二王子の思おもう壺つぼだ。

　やり取りを見ていたフレデリック第一王子は、あたふたとしながら、なだめるようにルチアへ困った顔を向けた。

「……ル、ルチア、今なら……まだ間に合うよ。謝あやまろう？　お咎とがめは小さくなるはずだ。僕ぼくも頑がん張ばって取りなすから。そうすれば、予定通り他国へ嫁とつぐことができるから……」

　残ざん酷こくな兄王子たちの嘲りと優やさしさに、ルチアの心は容易たやすく傷つけられる。

　しかし、泣いたりしない。ルチアはか弱い姫ひめではなく、王位争いに名乗りを上げた王女だ。涙なみだを見せるのは、親愛なる友人や騎士の前だけ。
















　ルチアは俯うつむくことをせず、真まっ直すぐに兄王子たちを見た。

「お気き遣づかいありがとうございます、兄様方。ですが、わたしをもうあなた方の妹だとは思わないでください。信念を貫くための障しよう壁へきとなるならば、たとえ兄様方でもわたしは刃やいばを向けます。この命が朽くち果はてるその時まで、わたしのすべては愛すべきノースロップ王国に捧げるのです！」

「ふんっ、王候補にもなれない王女が吠ほえても喧やかましいだけだ」

　ルチアの覇は気きに気け圧おされたエルバート第二王子は、棘とげのある口調で言った。

　対するフレデリック第一王子は、憂いを帯びた表情を浮かべると一歩後ろに下がる。

「僕はルチアとだけは、争いたくなかったな」

　小さく紡がれた言葉は、ルチアにだけ伝わる。中ちゆう途と半はん端ぱなフレデリック第一王子の優しさが、ルチアは大嫌いだった。

　聞こえないふりをして、貴族たちへ向けて今一度語りかける。

「弱きを助け、強き意志を持ち、隣りん人じんを尊ぶ。わたしは──わたしたちならば、皆が笑え顔がおで明日を迎えるような国を創ることができます。希望は願うから生まれるのではありません。絶望の中で諦めず手を伸のばし続けるから、いつか形になるのです」

　ルチアはもう何も言うことはないと、ゆっくりと目を瞑つぶった。

　運命の采さい配はいを時に委ねる。




　一分が一時間と思えるほど長く重苦しい沈ちん黙もくを破ったのは小さな拍手だった。

　目を向ければ、メルヴィナの父であるミドルトン子し爵しやくが穏おだやかな顔で手を叩いていた。さらにエリオットに似た初老の男性が規則的な拍手をする。

　そして、目ま深ぶかにフードを被かぶった見知らぬ貴族もルチアへ向けて拍手をした。人ひと垣がきに隠かくれた場所からも一つ拍手の音が響く。




「王女殿下、とても良いスピーチでした。あなたの盟花の騎士になれたことを誇りに思います」




　ユリウスはルチアだけに聞こえる声で呟くと、一ひと際きわ大きく拍手をした。それに釣つられるように、まばらだった拍手は統一され、議会の中に響き渡る。

　希望の光が確かにルチアを包つつみ込こんだ。

「……ルチア王女殿下は、ホワイトリー公爵家、バッキンガム侯こう爵しやく家け、ヘイルズ伯はく爵しやく家け、ミドルトン子爵家、レンフィールド男爵家、以上五家の推薦を得ました。これにより、王候補はフレデリック第一王子、エルバート第二王子、ルチア王女の三人とします！」

　役人の声に、議会は大きなどよめきに包まれた。

　それもそのはず。ルチアの背後に控えていたユリウス・レンフィールド男爵やメルヴィナとエリオットの生家だけではなく、没ぼつ落らく寸前だが魔術の名門であるヘイルズ伯爵家、さらには王妃派の中心貴族であったバッキンガム侯爵家までもが支持を表明したからだ。




　様々な者たちの思おも惑わくが交こう錯さくし、王子たちの二強と予測されていた王位争いに役立たずと罵られてきた王女が加わった。

　王女の巻き起こした波乱は、瞬またたく間まに社交界を──国中を駆かけ巡めぐる。

　こうしてルチアは、救国の一歩を踏み出した。
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　王候補選定会議の後、ルチアは着き替がえずに自室のソファーで寝ねそべっていた。

「……王候補になったのよね」

　まだ夢を見ているような心地ここちがする。

「まったく、だらしがないですよ。王女殿でん下か」

　ぼんやりとしていると、この数ヶ月で慣れ親しんだ声がした。

　ルチアは目線だけゆっくりと彼かれへ向ける。

「ユリウス、ここにいて大だい丈じよう夫ぶなの？」

　王候補選定会議が終わったのと同時に、ユリウスは貴族たちに取り囲まれていたはずだ。

　メルヴィナとエリオットもルチアを自室に送り届けた後、混乱を抑おさえるために貴族たちの元へ向かった。だから、ルチアはのんびりソファーで休ませてもらっていたのだ。

「王女殿下が気にすることではありません」

　淡たん々たんとした口調でそう言うと、ユリウスはソファーの肘ひじ掛かけにもたれるように座すわる。

「俺おれもまだ夢を見ているようです」

　彼が自分と同じ気持ちだったことに、ルチアは目を瞬まばたかせた。

「意外ね。ユリウスなら計画通りって言うのかと思ったわ」

「俺をなんだと思っているんですか」

「信しん頼らいできる騎き士しだけど？」

　ユリウスは顔を顰しかめると、深く溜ため息いきを吐ついた。

「……王女殿下は後こう悔かいしていませんか？　身内を全員敵に回すようなものでしょう」

　王候補に選ばれた時、王おう妃ひは完全にルチアを敵と見なす視線を向けていた。そしてフレデリック第一王子は悲ひ壮そうな表情を浮うかべ、エルバート第二王子はルチアを見下していた。

「愚ぐ問もんね。後悔なんてしないわよ。ユリウスと一いつ緒しよに願いに手を伸のばせるところまで来たのだから」

　ルチアの家族の形は最初から壊こわれていて、兄きよう妹だいの絆きずなは修復不可能なほどに歪ゆがんでいる。

　でもだからこそ、ルチアは国を救うことを決めたのだ。

「……そうですね」

　ユリウスはルチアの髪かみをくるくると指に巻きつけて遊び始める。

　文句を言おうと顔を上げると、ユリウスは切なげな表情を浮かべていた。そしてしだいに彼の手は上に上がっていき、ついにルチアの頰ほおへ優やさしく触ふれた。

　ユリウスの瑠る璃り色の双そう眸ぼうに囚とらわれ、ルチアは石像のように動きを止める。

（急にどうしたの!?）

　いつもと違ちがうユリウスの様子に、ルチアの胸は高鳴る。

　むず痒がゆいような、熱っぽいような雰ふん囲い気きに、ルチアはどうしていいのか分からず目を彷徨さまよわせた。

「ルチア様！　あなただけのメルヴィナが戻もどりましたわ！」

　バンッと勢いよく扉とびらが開いた瞬しゆん間かん、ユリウスは素す早ばやい動作で手を引っ込めた。

「あらユリウスさん。新興貴族派に取り囲まれていたというのに、早いお戻りですわね」

「ええ、まあ」

　ユリウスはルチアに背を向ける。彼の耳は真っ赤に染まっていた。

（い、今のはいったい……？）

　釣つられてルチアの頰も赤く色づき始めた時、今度はエリオットが戻って来た。とても嬉うれしそうな表情を浮かべている。何かいいことでもあったのかもしれない。

「ルチア王女殿下！　面おも白しろい話を聞いてください。なんと、私は今しがた王妃殿下直じき々じきに副団長の座から下ろされ、騎士団から除名されました！　ノースロップ王国史上初めての不ふ祥しよう事じだそうです。鬼き畜ちくの所業だとは思いませんか？　ゾクゾクしますね！」

「全然面白くないわよ、エリオット！」

　最悪の知らせだった。

「そうですわ。わたくしとルチア様の愛の語らいが優先ですの。さあ、ルチア様。王候補になったのですから、わたくしを盟花の騎士にしてくださいませ！」

　先ほどのユリウスの行動を考える暇ひまもなく、メルヴィナがルチアに迫せまる。あたふたしていると、ユリウスが手を叩たたいた。

「二人とも、少しは落ち着いてください！　王女殿下を王にするため、私たちは一分一秒を無む駄だにできないのですから。王女殿下も、今のうちに政治学をできるところまで詰つめ込こみますよ」

「ええ、お願いね。救国を成なし遂とげる王になるために、まだまだ頑がん張ばるわ！」

　ルチアはソファーから起き上がると、羽根ペンを持って机に向かう。

　騒さわがしくなった新たな日常の中、彼らと共にルチアは救国の道を邁まい進しんするのだ。


ＦＩＮ












あとがき




　初めまして、もしくはお久しぶりです。橘千秋と申します。

　この度たびは『わがままな雪姫は救国をご所しよ望もうです』をお手にとってくださり、ありがとうございます。




　今作は、初めての王女様主人公ということもあり、私は気合いを入れて、ありったけの理想の王女様像をルチアに詰つめ込こむことにしました。

　美しく可か憐れんな外見がいい、清らかな心を持っていて欲ほしい、傅かしずかれて育ったのならわがままなんじゃないか、国民を愛して国を第一に行動して欲しい、同じ人間なのだから失敗もするだろう、他人の心の痛みを理解できる人でいて欲しい、私情を切り捨てて物事を判断する非情さも必要だ、王女だって普ふ通つうの女の子と同じく恋こいをするんじゃないか。矛む盾じゆんした考えがいくつも浮うかび、けれどできるだけ詰め込んでルチアが誕生しました。

　ユリウスは初登場からルチアに対して毒どく舌ぜつですが、意外と人に尽つくすのが好きな人間です。ルチアのわがままに振ふり回まわされますが、実は結構楽しんでいます。

　謝辞を。担当様には大変お世話になりました。今作を満足する形で仕上げることができたのも、担当様のおかげです。今後ともご指導をよろしくお願いいたします！

　ＳＵＺ先生。美び麗れいなイラストをありがとうございます。キャラの表情が豊かで、小物やドレスはすべてが可愛かわいらしくて最高です。ビーズログ文庫編集部および関係者の皆みな様さま、本を置いてくださる書店様、サポートしてくれる家族、そして最後にこの作品を読んでくださった皆様、本当にありがとうございます。

　では、またどこかでお会いできることを願って。


橘千秋


















































































著

橘千秋

Chiaki Tachibana




茨城在住。蠍座。

人生初の王女様主人公です。

たっぷりと自分の趣味を詰め込みました。

楽しんでいただけると嬉しいです。
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